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変更内容（3000-3-491-40）Hitachi Multi Payment Network communications server for Bank 01-04
（適用 OS：AIX 5L）
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収納サービス定義を変更しました。

電文履歴格納用テーブルの形式を変更しました。
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はじめに

このマニュアルは，プログラムプロダクト P-1M43-6211　Hitachi Multi Payment Network 
communications server for Bankの機能，システム構築方法，および運用方法について説明し
たものです。なお，このマニュアルでは Hitachi Multi Payment Network communications 
server for Bankを通信サーバ for Bank，またMulti Payment NetworkをMPNと表記します。

■対象読者
このマニュアルは，金融機関でMPNを利用したシステムを構築・運用する方を対象としていま
す。
次の知識があることを前提としています。
• MPNの共通仕様に関する知識
• 共通ソフトウェアの構築と運用に関する知識
• AIX 5Lの運用に関する基本的な知識
• OpenTP1を使ったシステムの構築と運用に関する知識
• HiRDBの構築と運用に関する知識
• HAモニタを使ったシステムの構築と運用に関する知識
• C言語，または C++言語でコーディングするための知識

また，このマニュアルは，マニュアル「Hitachi Multi Payment Network communications 
server Base」の知識もあることを前提としていますので，あらかじめお読みいただくことをお
勧めします。

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第１章　概要
MPNおよび通信サーバ for Bankの概要について説明しています。

第２章　システム構築の準備
通信サーバ for Bankのシステムを構築する前に必要な準備について説明しています。

第３章　システム構築の流れと環境設定
通信サーバ for Bankのシステム構築の流れと環境設定について説明しています。

第４章　システム定義
OpenTP1の定義，HiRDBの定義，通信サーバシステム定義，HAモニタの定義，および通信
サーバシステム定義に必要なトレースの設定について説明しています。

第５章　DBへのテーブルの作成
HiRDBにテーブルを作成する方法について説明しています。
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第 6章　ユーザーコールバックの作成
ユーザーコールバックの役割，作成手順などについて説明しています。

第 7章　通信サーバ for Bankのインターフェース
通信サーバ for Bankのインターフェースについて説明しています。

第 8章　システム運用
通信サーバ for Bankの起動 /停止，およびシステムの管理について説明しています。

第 9章　障害時の運用
共有メモリ領域を解放する方法，障害時に取得する情報，障害時の対応方法などについて説明し
ています。

第 10章　コマンドリファレンス
コマンドを実行できるユーザー，実行時の注意，使用方法，書式などについて説明しています。

付録 A　HiRDBの RDエリアの見積もり方法
HiRDBを利用する場合に必要な格納先 RDエリアの算出方法について説明しています。

付録 B　電文履歴格納用テーブルの設定項目
MPNセンタとの間で送受信した電文を格納する電文履歴格納用テーブルの設定項目について説明
しています。

付録 C　通信サーバヘッダー部のフォーマット
金融業務プログラムとの間で送受信する通信サーバヘッダー部のフォーマットについて説明して
います。

付録 D　エラー内容の分類
通信サーバヘッダー部の位置コード，および要因コードからわかるエラー内容について説明して
います。

付録 E　用語解説
このマニュアルで使用している用語の意味を説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルに関連するマニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。
• Hitachi Multi Payment Network communications server 概説（3000-3-493）
• Hitachi Multi Payment Network communications server Base（3000-3-490）
• Hitachi Multi Payment Network communications server メッセージ（3000-3-495）
• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　解説（3000-3-360）
• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　プログラム作成の手引
（3000-3-361）
• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　システム定義（3000-3-362）
• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　運用と操作（3000-3-363）
• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　クライアント使用の手引
（3000-3-364）
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• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　プログラム作成リファレン
ス　C言語編（3000-3-365）

• OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　メッセージ（3000-3-368）
• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　解説（3000-3-941）
• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　プログラム作成の手引
（3000-3-942）
• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　システム定義（3000-3-943）
• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　運用と操作（3000-3-944）
• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　プログラム作成リファレン
ス　C言語編（3000-3-945）

• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　メッセージ（3000-3-947）
• OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　クライアント使用の手引　

TP1/Client/W，TP1/Client/P編（3000-3-949）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　解説（UNIX(R)用）（3000-6-231）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　システム導入・設計ガイド（UNIX(R)
用）（3000-6-232）

• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　システム定義（UNIX(R)用）
（3000-6-233）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　システム運用ガイド（UNIX(R)用）
（3000-6-234）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　コマンドリファレンス（UNIX(R)用）
（3000-6-235）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　UAP開発ガイド（UNIX(R)/

Windows(R)用）（3000-6-236）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　SQLリファレンス（UNIX(R)/

Windows(R)用）（3000-6-237）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　メッセージ（UNIX(R)/Windows(R)用）
（3000-6-238）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　解説（UNIX(R)用）（3000-6-271）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　システム導入・設計ガイド（UNIX(R)
用）（3000-6-272）

• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　システム定義（UNIX(R)用）
（3000-6-273）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　システム運用ガイド（UNIX(R)用）
（3000-6-274）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　コマンドリファレンス（UNIX(R)用）
（3000-6-275）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　UAP開発ガイド（UNIX(R)/

Windows(R)用）（3000-6-276）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　SQLリファレンス（UNIX(R)/
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Windows(R)用）（3000-6-277）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　メッセージ（UNIX(R)/Windows(R)用）
（3000-6-278）
• 高信頼化システム監視機能　HAモニタ（3000-9-109）
• 高信頼化システム監視機能　HAモニタ　AIX(R)編（3000-9-130）
• 高信頼化システム監視機能　HAモニタ　メッセージ（3000-9-134）

なお，このマニュアルでは，次のマニュアルを省略して表記しています。マニュアルの正式名
称と，このマニュアルでの表記を次に示します。

■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読むことができます。利用目的別に次の
流れに従ってお読みいただくことをお勧めします。

マニュアル名称 このマニュアルでの表記

高信頼化システム監視機能　HAモニタ 高信頼化システム監視機能　HAモニタ

高信頼化システム監視機能　HAモニタ　AIX(R)
編
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■このマニュアルでの表記
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

このマニュアルでは，製品名称および名称について次のように表記しています。ただし，それ
ぞれの製品についての表記が必要な場合は，そのまま表記しています。

英略語 英字での表記

AP Application Program

API Application Programming Interface

ATM Auto Teller Machine

CUP Client User Program

DB Data Base

HA High Availability

JAMMO Japan Multi-Payment Network Management Organization

MPN Multi Payment Network

MT Magnet Tape

OS Operating System

PC Personal Computer

RPC Remote Procedure Call

SPP Service Providing Program

SQL Structured Query Language

SUP Service Using Program

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol

UAP User Application Program

WS Work Station

製品名称 このマニュアルでの表記

Advanced Interactive eXecutive 5L Version 5.1 AIX 5L

Advanced Interactive eXecutive 5L Version 5.2

Advanced Interactive eXecutive 5L Version 5.3

HiRDB Advanced High Availability HiRDB

HiRDB High Availability

HiRDB/Parallel Server Version 6 HiRDB/Parallel 
Server

HiRDB/Parallel Server Version 7
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次のソフトウェアを通信サーバと表記しています。
• 通信サーバ Baseと通信サーバ for Bankの組み合わせ
• 通信サーバ Baseと通信サーバ for Billerの組み合わせ

また，このマニュアルでは，JAMMO（日本マルチペイメントネットワーク運営機構）での呼称
を，次のように表記しています。JAMMOでは，一般料金の場合の「請求情報」と，地方税，
地公体料金の場合の「納付情報」を総称して「請求情報」と呼びます。このマニュアルでは，
「収納情報」が総称となります。

■このマニュアルで使用する文法記号
このマニュアルで使用している文法記述記号を次に示します。

HiRDB/RunTime Version 6 HiRDB/RunTime

HiRDB/RunTime Version 7

HiRDB/Single Server Version 6 HiRDB/Single Server

HiRDB/Single Server Version 7

Hitachi Multi Payment Network communications server 
Base

通信サーバ Base

Hitachi Multi Payment Network communications server for 
Bank

通信サーバ for Bank

Hitachi Multi Payment Network communications server for 
Biller

通信サーバ for Biller

TP1/Client/W OpenTP1

TP1/Extension 1

TP1/High Availability

TP1/Server Base

マルチペイメントネットワーク共通ソフトウェア 共通ソフトウェア

JAMMOでの呼称 このマニュアルでの表記

請求情報 請求情報（一般料金の場合） 収納情
報

請求情報（一般料金の場合）

納付情報（地方税，地公体料金の場合） 納付情報（地方税，地公体料金
の場合）

文法記述記号 意味

［　］ この記号で囲まれている項目は省略できることを示します。
（例）　［A］

「何も指定しない」か「Aを指定する」ことを示します。

｛　｝ この記号で囲まれている項目のうち一つを選択することを示します。
（例）　{Y|N}

「Y」または「N」を選択することを示します。

製品名称 このマニュアルでの表記
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このマニュアルで使用している構文要素記号を次に示します。

注※
先頭では使用できません。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

| 選択する項目の区切りを示します。
（例）　{Y|N}

「Y」または「N」を選択することを示します。

～ この記号の前に示された項目が，記号～に続く <　>，((　))などの規則に従わなければ
ならないことを示します。

<　> ユーザー指定値の構文要素を示します。
（例）　<パス名 >

パス名を指定することを示します。

((　)) ユーザー指定値の指定範囲を示します。
（例）　((0～ 16))

0から 16の範囲で指定することを示します。

: この記号と一緒にパス名が記載されている場合，パス名が連続していることを示しま
す。

構文要素記号 意味

<アルファベット
>

A～ Z，a～ z

<英字 > アルファベットおよび「_」（アンダースコア）

<英数字 > 英字と数字の並びから成る文字列

<識別子 > 先頭にアルファベットを使用します。2文字目以降は，英数字を使用できます。

<パス名 > 英数字記号，「/」（スラント），「-」（ハイフン）※，「,」（コンマ），「.」（ピリオド）

<符号なし整数 > 数字列（0～ 9）

<文字列 > 任意の文字の配列

文法記述記号 意味
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■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
個所（かしょ），桁（けた），汎用（はんよう），必須（ひっす），紐（ひも），閉塞（へいそく），
跨り（またがり）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
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1　 概要
この章では，MPNおよび通信サーバ for Bankの概要について
説明します。

1.1　MPNとは

1.2　MPNを構成する要素

1.3　金融機関と通信サーバ

1.4　通信サーバ for Bankの機能

1.5　通信サーバ for Bankの構成

1.6　通信サーバ for Bankが送受信する電文
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1.1　MPNとは

現在，公共料金や税金などの支払い方法には，金融機関の窓口での支払い，口座振替で
の支払いなどがあります。これらの支払い方法には，次のような問題があります。

金融機関および収納機関（企業，官公庁，地方公共団体など）側での問題
請求書や口座振替事前通知書などの紙を利用した処理であるため，収納機関および
金融機関の事務負担，コスト負担が大きい。

利用者側での問題
• 支払い窓口の営業時間でなければ支払いができない。
• 支払い時に，窓口で待たなければならない。

このような問題を解決するために生まれたのが，MPNです。MPNを利用した支払い方
法には，次のようなメリットがあります。

金融機関および収納機関側でのメリット
収納情報を電子データ化できるため，収納機関および金融機関は収納事務の効率化
を図れる。

利用者側でのメリット
利用者は，PC，モバイル，電話，ATMなどの支払いチャネル（手段）を利用して，
自分に合った方法で，自分の好きな時間に支払いができる。

1.1.1　MPNを利用した支払い方法
MPNを利用した料金の支払い方法を次の図に示します。
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図 1-1　MPNを利用した料金の支払い方法

1.1.2　MPNが提供するサービス
MPNは，次のようなサービスを提供します。

請求情報通知サービス
サービスの利用申請をした利用者は，金融機関が提供する各種支払いチャネルを利
用して，電子的に請求情報の照会ができます。また，照会後に，収納サービスを利
用して料金を支払うこともできます。このサービスによって請求書が不要になるた
め，収納機関は，請求書の作成，送付などの事務負担を軽減できます。また，利用
者は，窓口に請求書を持参しなくても，支払いができるようになります。

収納サービス
利用者は，収納機関からの収納情報を基に，金融機関が提供する各種支払いチャネ
ルから支払いができます。その消込情報は，MPNを通じて，即時に収納機関に通知
されます。このサービスによって，金融機関は，データの仕分け，収納通知などの
事務負担を軽減できます。収納機関は，消込作業を自動化できます。また，利用者
は，好きな時間に料金の支払いができるようになります。
収納サービスは，対象となる収納機関によって，次のように分類できます。
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表 1-1　収納サービスの分類

また，各収納サービスは，次のサービスで構成されます。
• 照会サービス
• 消込サービス
• 取消サービス

口座振替受付サービス
口座振替の新規登録，口座変更，解約が，金融機関または収納機関が提供する各種
支払いチャネルを利用して受付できます。それらの登録情報は，収納機関と金融機
関との間で，電子データとしてやり取りされるため，金融機関および収納機関の事
務負担を軽減できます。また，口座振替の申請にかかわる利用者の負担を軽減でき
ます。

口座振替データ伝送サービス
口座振替依頼および口座振替結果のデータを，MPNを通じて，収納機関と金融機関
の間でやり取りできます。電子データとしてやり取りできるため，MTの作成およ
び搬送にかかわる収納機関の事務負担を軽減できます。また，口座の解約および変
更が，口座振替直前でもできるようになります。

サービス名 対象となる収納機関

一般収納サービス 民間企業

国庫金収納サービス 官公庁

地公体収納サービス 地方公共団体
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1.2　MPNを構成する要素

MPNの構成を次の図に示します。

図 1-2　MPNの構成

MPNは，次のような要素から構成されます。

支払いチャネル
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金融機関が，各業務メニューを利用者に提供します。

基幹システム
金融機関の基幹システムは，利用者の口座の管理や，支払いチャネルの制御をしま
す。収納機関の基幹システムは，顧客情報の作成および管理をします。

通信サーバ
金融機関または収納機関の基幹システムが，MPNに接続するための機能を提供しま
す。通信サーバの利用形態には，一つの金融機関または収納機関が単独で利用する
形態と，複数の金融機関または収納機関が共同で利用する形態があります。

MPNセンタ
金融機関と収納機関を相互に接続し，金融機関と収納機関との間でやり取りされる
電文の振り分けをします。
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1.3　金融機関と通信サーバ
金融機関は，通信サーバを導入することで，MPNの収納サービスを提供できます。ここ
では，金融機関が通信サーバを利用する形態，および通信サーバの種類について説明し
ます。

1.3.1　金融機関が通信サーバを利用する形態
金融機関が通信サーバを利用する形態には，一つの金融機関が単独で通信サーバを利用
する形態と，複数の金融機関が共同で通信サーバを利用する形態があります。

一つの金融機関が，単独で通信サーバを利用する形態を次に示します。

図 1-3　金融機関と通信サーバ（通信サーバを単独で利用する場合）

複数の金融機関が，共同で通信サーバを利用する形態を次に示します。
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図 1-4　金融機関と通信サーバ（通信サーバを共同で利用する場合）

このように，金融機関では，一つの定義で複数の金融機関の収納サービスを制御します。

通信サーバに必要なシステム定義については，「4　システム定義」を参照してください。

1.3.2　通信サーバの種類
通信サーバを構成するソフトウェアには，次の種類があります。

通信サーバ Base
通信サーバ for Bank使用時に必要な共通基盤機能，およびファイル転送機能を提供
します。

通信サーバ for Bank
金融機関がMPNのサービスを提供するために必要なオンライン機能を提供します。
MPNのサービスのうち，通信サーバ for Bankでは，一般収納サービス，国庫金収
納サービス，および地公体収納サービスを提供しています。

金融機関がMPNのサービスを提供する場合は，通信サーバ Baseおよび通信サーバ for 
Bankが必要です。このマニュアルでは通信サーバ Baseと通信サーバ for Bankを合わ
せて，通信サーバと呼びます。

なお，前提ソフトウェアについては，「2.1.2　必要なソフトウェア」を参照してくださ
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い。



1.　概要

10

1.4　通信サーバ for Bankの機能

通信サーバ for Bankは，金融機関がMPNのサービスを提供するために必要なソフト
ウェアです。通信サーバ for Bankを使用することによって，信頼性の高いMPNサービ
スを低コストで構築できます。

ここでは，通信サーバ for Bankの主な機能の概要について説明します。通信サーバ for 
Bankが提供する機能には，システムの起動と停止をする機能，収納サービスの提供をす
る機能，システム運用に関する機能，および定義チェック機能があります。通信サーバ
for Bankの機能の構成を次の図に示します。

図 1-5　機能の構成

次に，それぞれの機能について説明します。

1.4.1　システムの起動と停止
通信サーバ for Bankの機能のうち，システムの起動と停止に必要な機能について説明し
ます。

（1） 通信サーバ for Bankの起動と停止

OpenTP1や共通ソフトウェアと連動した起動 /停止
分散トランザクション処理機能を提供する OpenTP1や共通ソフトウェアと連動し
て，通信サーバ for Bankを起動 /停止します。

（2） 通信サーバ for Bankの開局と閉局

通信サーバ for Bankの開局 /閉局 /予備閉局
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MPNセンタとのオンライン処理を開始 /終了するために，通信サーバ for Bankの
開局 /閉局をします。通信サーバ for Bankの起動と連動して開局をすることもでき
ます。また，予備閉局機能を利用すると，収納情報の照会サービスだけを停止する
こともできます。

1.4.2　収納サービスの提供（電文の送受信）
通信サーバ for Bankの機能のうち，収納サービスを提供する機能について説明します。

収納情報の照会
金融機関の各種支払いチャネルを利用して，収納機関が保有する収納情報を照会し
ます。

収納情報の消込
利用者が公共料金や税金などを金融機関に支払ったこと（収納情報）を収納機関に
通知します。

収納情報の取消
消込済みの収納情報を消込前の状態（利用者が料金を支払う前の状態）に戻します。

1.4.3　システム運用
通信サーバ for Bankの機能のうち，システム運用に必要な機能について説明します。

（1） オンライン中の運用

通信サーバ for Bankがオンライン中に提供する機能には，次の機能があります。

収納カウンタ情報の取得
MPNセンタ上に保管されている収納カウンタ情報を取得します。収納カウンタ情報
には，通信サーバ for BankとMPNセンタとの間の収納情報の集計値が含まれてお
り，オンライン取引の精査に使用できます。取得した収納カウンタ情報は，DBに保
存することもできます。

電文履歴の保存
通信サーバ for BankとMPNセンタとの間で送受信した電文を履歴として DBに保
存します。

電文の参照 /編集
ユーザーコールバックインターフェースを使用すると，通信サーバ for Bank上で，
MPNセンタとの間で送受信する電文を参照，および編集できます。

電文の再送
送信した消込依頼電文または取消依頼電文がタイムアウトした場合に，再度電文を
送信します。送信には，電文がタイムアウトした場合に自動で再送される自動再送
と，コマンドを使った手動再送があります。
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状態表示
通信サーバ for Bankの収納サービスの状態を表示します。

プロセスの監視
通信サーバ for Bankの運用に必要なプロセスの障害監視をします。監視対象は，通
信サーバ for Bank，および共通ソフトウェアのプロセスです。

（2） 障害時の運用

通信サーバ for Bankには，障害が発生した場合に備えて，次の機能があります。

障害情報の取得
ファイルやテーブルを基に障害情報を取得します。障害発生時のトレース情報を，
トレースファイルとして出力します。トレースの出力先には，syslog，統合トレー
ス，およびプロセス別トレースがあります。

1.4.4　システム構築
通信サーバ for Bankには，システム構築に必要な次の機能があります。

定義チェック
通信サーバシステム定義の定義ファイルをチェックします。ファイルのフォーマッ
トや定義値などをチェックできます。
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1.5　通信サーバ for Bankの構成

ここでは，通信サーバ for Bankを構成するプロセス，および通信サーバ for Bankと共
通ソフトウェアの通信形態について説明します。

1.5.1　通信サーバ for Bankのプロセス構造
通信サーバ for Bankのプロセス構造を次の図に示します。

図 1-6　プロセス構造

次に，各プロセスについて説明します。これ以外の機能は，コマンドとして提供してい
ます。
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表 1-2　プロセスの概要

ソフトウェア プロセス 説明

通信サーバ for 
Bank

制御系プロ
セス

プロセス監視デー
モン

共通ソフトウェア，SPP障害監視プロセス，お
よび OpenTP1監視プロセスのプロセスダウン
を検知します。

OpenTP1監視プ
ロセス

OpenTP1のダウンを検知します。

SPP障害監視プ
ロセス

業務系プロセスがダウンして再起動できない状
態になったことを検知します。

MPNセンタ要求
監視 SUP

MPNセンタからの要求（開始要求／終了準備
要求）を監視する常駐プロセスです。要求を受
け付けると，開閉局制御 SPPに開局処理または
閉局処理を依頼します。

開閉局制御 SPP 通信サーバ for Bankの開局処理および閉局処理
をします。また，収納カウンタ情報の取得処理
をします。

業務系プロ
セス

照会 SPP 照会サービスに必要な電文をMPNセンタとの
間で送受信します。一般照会 SPP，国庫金照会
SPP，および地公体照会 SPPがあります。
照会サービスは，利用者から収納情報の照会依
頼があったときに，収納機関に収納情報を照会
し，収納情報を利用者に返信するサービスです。

消込 SPP 消込サービスに必要な電文をMPNセンタとの
間で送受信します。一般消込 SPP，国庫金消込
SPP，および地公体消込 SPPがあります。
消込サービスは，利用者が料金，税金などを支
払ったときに，その収納情報の消込依頼を収納
機関に通知し，消込結果を利用者に返信する
サービスです。

取消 SPP 取消サービスに必要な電文をMPNセンタとの
間で送受信します。一般取消 SPP，国庫金取消
SPP，および地公体取消 SPPがあります。
取消サービスは，消込済みの収納情報を消込前
の状態（料金を支払う前の状態）に戻すサービ
スです。

再送 SPP コマンドを使用して電文を手動再送するときに，
コマンドからの要求を受けて再送処理をします。

OpenTP1 通信サーバ for Bankの各プロセスの動作に必要
な基盤機能を提供します。

共通ソフトウェア MPNセンタとの間で，電文またはファイルの
送受信をします。

HiRDB 通信サーバ for Bankの DBです。通信サーバ
for Bankの各プロセスで取得した情報や電文履
歴などが格納されます。
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1.5.2　通信サーバと共通ソフトウェアの通信形態
共通ソフトウェアは，通信サーバを使用する場合に必要となる通信ソフトウェアです。
通信サーバがMPNセンタとの間で電文やファイルを送受信するときは，共通ソフト
ウェアが通信の制御をします。これによって，通信サーバは，伝送制御手順を意識する
ことなく，MPNセンタと通信できます。

通信サーバ for BankがMPNセンタと電文を送受信するときは，共通ソフトウェアの
キューマネージャー（オンライン電文用）を使用します。また，通信サーバ Baseがファ
イルを送受信するときは，共通ソフトウェアのキューマネージャー（ファイル転送用）
を使用します。キューマネージャーは，MPNセンタとの間の通信路としてチャネルを
持っています。

チャネルには送信チャネルと受信チャネルがあり，この二つで一つの系を構成していま
す。キューマネージャーは，MPNセンタとの間に，一つ以上の系のチャネルを持ってい
る必要があります。

キューマネージャーとチャネルの構成例を次の図に示します。この図では，キューマ
ネージャーは二つの系のチャネルを持っています。

図 1-7　キューマネージャーとチャネルの構成例
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1.6　通信サーバ for Bankが送受信する電文

通信サーバ for Bankは，電文を送受信することで，収納サービスを提供します。通信
サーバ for Bankが送受信する電文を次に示します。

• 制御電文
• 収納カウンタ情報電文
• 業務電文

ここでは，制御電文，収納カウンタ情報電文，および業務電文の構成と流れについて説
明します。

1.6.1　電文の構成
通信サーバ for Bankが送受信する電文の構成について説明します。

（1） 制御電文

通信サーバ for Bankが開局する場合，閉局する場合などに送受信する電文です。制御電
文はMPN電文のヘッダー部だけで構成されています。MPN電文とは，MPNの仕様に
基づいて作成された電文です。制御電文の構成を次に示します。

図 1-8　制御電文の構成

制御電文の構成要素について，次に示します。
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表 1-3　制御電文の構成要素

（2） 収納カウンタ情報電文

収納カウンタ情報電文は，通信サーバ for BankがMPNセンタから収納カウンタ情報を
取得するために送受信する電文です。収納カウンタ情報は，収納サービスのオンライン
取引の精査に利用します。

収納カウンタ情報電文は，通信サーバ for Bankの閉局時に，通信サーバ for Bankと
MPNセンタとの間で送受信します。また，コマンドを実行して送受信することもできま
す。収納カウンタ情報電文は，ヘッダー部，ビットマップ部，およびデータ部から構成
されるMPN電文です。

収納カウンタ情報電文の構成を次に示します。

図 1-9　収納カウンタ情報電文の構成

収納カウンタ情報電文の構成要素について，次に示します。

制御電文の構成要素 内容

ヘッダー部 通信サーバ for BankがMPNセンタとの接続を開
始 /終了させるのに必要な情報が設定されていま
す。
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表 1-4　収納カウンタ情報電文の構成要素

（3） 業務電文

通信サーバ for Bankが，MPNセンタおよび金融業務プログラムとの間で送受信する電
文です。通信サーバ for BankとMPNセンタとの間で送受信する電文と，通信サーバ
for Bankと金融業務プログラムとの間で送受信する電文は，電文の構成が異なります。

通信サーバ for BankとMPNセンタとの間で送受信する電文は，ヘッダー部，ビット
マップ部，およびデータ部から構成されるMPN電文です。通信サーバ for Bankと金融
業務プログラムとの間で送受信する電文には，MPN電文に加えて，通信サーバヘッダー
部が追加されます。通信サーバヘッダー部のフォーマットについては，「付録 C　通信
サーバヘッダー部のフォーマット」を参照してください。

業務電文の構成を次に示します。

図 1-10　業務電文の構成

業務電文の構成要素について次に示します。

収納カウンタ情報電文の構成要素 内容

ヘッダー部 収納カウンタ情報を取得するために必要な情報が
設定されています。

ビットマップ部 データ部のデータ項目の有無が設定されています。

データ部 収納カウンタ情報照会要求に対応するデータ項目
が設定されています。
データ部の中のデータは，収納カウンタ情報電文
の種類によって異なります。
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表 1-5　業務電文の構成要素

1.6.2　電文の流れ
通信サーバ for Bankが送受信する電文の流れについて説明します。

（1） 制御電文

通信サーバ for BankがMPNセンタとの間で電文を送受信します。

通信サーバ for Bankを開局する場合を例にすると，開局コマンド（hmpnopen）を実行
することによって，MPNセンタに開始要求電文を送信したあと，MPNセンタから開始
応答電文を受信しています。この場合の開始要求電文，および開始応答電文が制御電文
です。

（2） 収納カウンタ情報電文

MPNセンタと通信サーバ for Bankとの間で電文を送受信します。通信サーバ for Bank
の閉局時に収納カウンタ情報を送受信する場合と，コマンドを実行して送受信する場合
とでは，電文の流れは異なります。

通信サーバ for Bankの閉局時に収納カウンタ情報を送受信する場合の電文の流れを，次
の図に示します。ここで示すカウンタ通知電文およびカウンタ応答電文が，収納カウン
タ情報電文です。

電文の構成要素 内容

通信サーバヘッダー部 通信サーバ for Bankと金融業務プログラムとの間で電文を
送受信するときに，MPN電文に追加されます。MPNセン
タの要求に対して通信サーバ for Bank，および金融業務プ
ログラムが必要とする情報が設定されています。通信サーバ
for BankとMPNセンタとの間で送受信する電文には含ま
れません。

MPN電文 ヘッダー部 通信サーバ for BankがMPNセンタ，および金融業務プロ
グラムとの間で送受信する電文の種類を識別できる情報が設
定されています。このヘッダー部の内容によって，通信サー
バ for Bankの処理は変わります。

ビットマップ部 データ部のデータ項目の有無が設定されます。

データ部 MPNセンタからの照会，消込，取消などの要求に対応する
データ項目が設定されています。
データ部の中のデータは，業務電文の種類，および金融機関
によって異なります。
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図 1-11　通信サーバ for Bankの閉局時に収納カウンタ情報を送受信する場合の電文の流
れ

コマンドを実行して収納カウンタ情報を送受信する場合の電文の流れを，次の図に示し
ます。ここで示すカウンタ照会依頼電文およびカウンタ照会応答電文が，収納カウンタ
情報電文です。

図 1-12　コマンドを実行して収納カウンタ情報を送受信する場合の電文の流れ

（3） 業務電文

収納情報の照会，消込，取消などの処理は，通信サーバ for BankとMPNセンタ，およ
び通信サーバ for Bankと金融業務プログラムとの間で電文を送受信して行われます。

収納情報を照会する場合を例に，業務電文の流れを次の図に示します。ここで示す照会
依頼電文，および照会応答電文が業務電文です。
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図 1-13　収納情報を照会する場合の業務電文の流れ

なお，通信サーバ for Bankが送受信する電文は，ユーザーコールバックを使用して，参
照および編集できます。ユーザーコールバックについては，「6　ユーザーコールバック
の作成」を参照してください。
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2　 システム構築の準備
この章では，通信サーバ for Bankを構築する前の準備として
必要な，前提条件およびシステム構成例について説明します。

2.1　前提条件

2.2　システム構成例

2.3　HA構成の形態
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2.1　前提条件
通信サーバ for Bankの接続形態と，システムを構築するときに必要なソフトウェアにつ
いて説明します。

2.1.1　接続形態
通信サーバ for Bankと基幹システムなどの接続形態および接続順序を次に示します。

図 2-1　接続形態

注※
暗号化装置を付加したルーターでも代替できます。

支払いチャネル，基幹システム，および通信サーバ間のネットワークプロトコルは金融
機関で任意に決定できます。また，通信サーバ，MPN，およびMPNセンタ間のネット
ワークプロトコルは TCP/IPです。

暗号化装置，MPN間のデータは暗号化されます。



2.　システム構築の準備

25

2.1.2　必要なソフトウェア
通信サーバ for Bankの前提 OSおよび前提ソフトウェアについて説明します。

（1） 前提 OS

AIX 5L Version 5.1，AIX 5L Version 5.2，または AIX 5L Version 5.3

（2） 前提ソフトウェア
• HAモニタ※ 1

• HiRDB High Availability，またはHiRDB Advanced High Availability※ 2

• HiRDB/Run Time※ 3

• HiRDB/Single Server，または HiRDB/Parallel Server
• Hitachi Multi Payment Network communications server Base 
• TP1/Client/W 
• TP1/Extension 1
• TP1/High Availability※ 1

• TP1/Server Base
• 共通ソフトウェア

注※ 1
HA構成の場合に必要です。なお，通信サーバ for Bankは，信頼性を高めるため，
HA構成を推奨しています。

注※ 2
HA構成で，HiRDBと通信サーバ for Bankを同一マシン上に構築する場合，必要
です。

注※ 3
HiRDBと通信サーバ for Bankを別のマシンに構築する場合，必要です。

（3） ソフトウェア構成

通信サーバ for Bankと前提ソフトウェアのソフトウェア構成を次に示します。すべての
ソフトウェアが一つずつで構成します。特定のソフトウェアだけを，複数で構成するこ
とはできません。
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図 2-2　ソフトウェア構成（HiRDBと通信サーバ for Bankを同一マシン上に構築する場
合）

図 2-3　ソフトウェア構成（HiRDBと通信サーバ for Bankを別のマシンに構築する場合）
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2.2　システム構成例
通信サーバ for Bankのシステム構成について説明します。

2.2.1　通信サーバ for Bankのシステム構成とは
MPNは多数の機関が参加するネットワークシステムのため，1機関でもシステムが停止
すると，システム全体に大きな影響を及ぼすおそれがあります。

そのため，通信サーバ for Bankのシステム構成では，信頼性を高めるため，1：1系切
り替えの HA構成を推奨しています。また，多重化する場合は，HA構成単位で多重化
してください。

通信サーバ for Bankの HA構成については，「2.3　HA構成の形態」を参照してくださ
い。

2.2.2　最小のシステム構成例
通信サーバ for Bankでは，HiRDBと通信サーバ for Bankを同一マシン上に構築する場
合と，HiRDBと通信サーバ for Bankを別のマシンに構築する場合があります。最小の
システム構成例を次に示します。

（1） HiRDBと通信サーバ for Bankを同一マシン上に構築する場合

HiRDBと通信サーバ for Bankを同一マシン上に構築する場合の最小のシステム構成例
を次に示します。
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図 2-4　HiRDBと通信サーバ for Bankを同一マシン上に構築する場合のシステム構成例

注※
暗号化装置を付加したルーター

（2） HiRDBと通信サーバ for Bankを別のマシンに構築する場合

HiRDBと通信サーバ for Bankを別のマシンに構築する場合の最小のシステム構成例を
次に示します。
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図 2-5　HiRDBと通信サーバ for Bankを別のマシンに構築する場合のシステム構成例

注※
暗号化装置を付加したルーター

2.2.3　多重化する場合のシステム構成例
通信サーバ for Bankを多重化する場合のシステム構成例を次に示します。通信サーバ
for Bankの場合，多重化とは，システムの並列化です。並列化した場合，各通信サーバ
は独立して動きます。ここでは，HiRDBと通信サーバ for Bankを別のマシンに構築す
る場合を示します。HiRDBと通信サーバ for Bankを同一マシン上に構築する場合も，
HiRDBと通信サーバ for Bankを別のマシンに構築する場合と同様に多重化できます。
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図 2-6　多重化する場合のシステム構成例



2.　システム構築の準備

31

注※
暗号化装置を付加したルーター
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2.3　HA構成の形態

通信サーバ for Bankを含むシステムの HA構成には，次の 2種類があります。

（1） 通信サーバ for Bank単独での HA構成

通信サーバ for Bankのオンライン機能で障害が発生したときだけ切り替えを行う構成で
す。この構成には，障害が発生したときに通信サーバ for Bankだけを切り替える構成
と，通信サーバ Baseおよび通信サーバ for Bankを切り替える構成があります。

• 通信サーバ for Bankだけを切り替える構成
通信サーバ for Bankのオンライン機能で障害が発生したときに，通信サーバ for 
Bankだけを切り替える構成です。
この場合，障害発生時の系切り替え処理は，次のような流れとなります。

図 2-7　系切り替え処理の流れ（通信サーバ for Bank単独での HA構成で，通信サーバ
for Bankだけを切り替える場合）

• 通信サーバ Baseおよび通信サーバ for Bankを切り替える構成
通信サーバ for Bankのオンライン機能で障害が発生したときに，通信サーバ Baseお
よび通信サーバ for Bankを切り替える構成です。通信サーバ Baseのファイル転送機
能を常時使用する運用では，この構成を推奨します。なお，通信サーバ Baseのファ
イル転送機能で障害が発生したときは，切り替えは行われません。
この場合，障害発生時の系切り替え処理は，次のような流れとなります。
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図 2-8　系切り替え処理の流れ（通信サーバ for Bank単独での HA構成で，通信サーバ
Baseおよび通信サーバ for Bankを切り替える場合）

（2） 通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方での HA構成

通信サーバ Baseのファイル転送機能または通信サーバ for Bankのオンライン機能で障
害が発生したときに切り替えを行う構成です。通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank
を一つのグループとして定義し，リソースサーバを使った連動系切り替えを行います。
通信サーバ Baseのファイル転送機能で障害が発生したときにも切り替えを行う場合は，
この構成にしてください。

この場合，障害発生時の系切り替え処理は，次のような流れとなります。
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図 2-9　系切り替え処理の流れ（通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方での HA構
成）

リソースサーバ，連動系切り替え，および HAモニタの詳細については，マニュアル
「高信頼化システム監視機能　HAモニタ」を参照してください。
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3　 システム構築の流れと環境
設定
この章では，通信サーバ for Bankのシステム構築の流れと環
境設定について説明します。

3.1　システム構築の流れ

3.2　通信サーバ管理者の設定

3.3　前提ソフトウェアの環境設定

3.4　通信サーバ for Bankのインストールと環境設定
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3.1　システム構築の流れ
通信サーバ for Bankは，次の流れで構築します。各手順については，図中に示した個所
を参照してください。これらの手順は，通信サーバ for Bankを HA構成で構築すること
を前提として説明しています。

図 3-1　システム構築の流れ
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システム構築の流れ
1. 通信サーバ管理者の設定
通信サーバ for Bankのシステム構築をする前に，通信サーバ管理者を設定しま
す。通信サーバ管理者に必要な権限については，「3.2　通信サーバ管理者の設
定」を参照してください。

2. 前提ソフトウェアの環境設定
通信サーバ for Bankをインストールする前に ,前提となるソフトウェアのインス
トールおよび環境設定をします。前提となるソフトウェアには，OpenTP1，
HiRDB，共通ソフトウェア，通信サーバ Base，およびHAモニタがあります。
インストールおよび環境設定の手順については，「3.3　前提ソフトウェアの環境
設定」を参照してください。

3. 通信サーバ for Bankのインストールと環境設定
通信サーバ for Bankのインストールおよび環境設定をします。
インストールおよび環境設定の手順については，「3.4　通信サーバ for Bankの
インストールと環境設定」を参照してください。

4. トレースの設定
通信サーバシステム定義の設定のために，プロセス別トレースのトレースファイ
ルサイズおよびトレースファイル数の見積もりをします。また，システム構築時
にテストを実施するとき，またはトラブルシュート時に詳細な障害情報が必要に
なったときには，トレース出力レベルおよびしきい値の見直しが必要です。
設定手順については，「4.5　トレースの設定」を参照してください。

5. OpenTP1の定義
OpenTP1の定義をします。OpenTP1の定義は，通信サーバ for Bankが提供す
る収納サービスについての定義です。
定義方法については，「4.1　OpenTP1の定義」を参照してください。

6. HiRDBの定義
HiRDBの定義をします。HiRDBの定義は，DBを使用するための定義です。
定義方法については，「4.2　HiRDBの定義」を参照してください。

7. 通信サーバシステム定義
通信サーバシステム定義をします。通信サーバシステム定義は，通信サーバ for 
Bankの動作を制御するための定義です。
定義方法については，「4.3　通信サーバシステム定義」を参照してください。

8. HAモニタの定義
HAモニタの定義をします。HAモニタの定義は，HA環境を構築するための定
義です。
定義方法については，「4.4　HAモニタの定義」を参照してください。

9. DBへのテーブルの作成
HiRDBに，情報を格納するためのテーブルを作成します。
作成が必要なテーブルを次に示します。
通信サーバ for Bankに対して一つだけ作成するテーブル
・収納カウンタ情報格納用テーブル
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・再送電文格納用テーブル
通信サーバ for Bankに対して三つ作成するテーブル
・電文履歴格納用テーブル
作成手順については，「5　DBへのテーブルの作成」を参照してください。

10.ユーザーコールバックの作成
データ解析機能を使用して，電文の情報から「お客様番号」，「確認番号」，「納付
区分」および「地公体任意情報」を取得したい場合，ユーザーコールバックを作
成します。
作成手順については，「6　ユーザーコールバックの作成」を参照してください。
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3.2　通信サーバ管理者の設定
通信サーバ for Bankのシステムを構築する前に，通信サーバ管理者を設定します。通信
サーバ管理者を OSに登録します。通信サーバ管理者には，次の環境変数を設定してく
ださい。

表 3-1　通信サーバ管理者の環境に設定する環境変数

注※
電文再送コマンド（hmpnretry），または複数電文再送コマンド（hmpnretryall）を実行する場
合に指定します。

環境変数の設定例を次に示します。

設定例の環境

• 通信サーバ for Bankのセットアップ先：/home/HMPN
• OpenTP1のセットアップ先：/home/OpenTP1
• TP1/Server Baseのホスト名：mpn_aix

環境変数名 設定内容

HMPNDIR 通信サーバ for Bankのセットアップディレクトリを絶対パス
で指定します。

DCDIR OpenTP1セットアップディレクトリを絶対パスで指定します。

DCCONFPATH OpenTP1の各定義ファイルが格納されているディレクトリを
絶対パスで指定します。

DCHOST TP1/Server Baseのホスト名とポート番号を指定します。

PATH 通信サーバ for Bankが提供するコマンドが動作するために必
要なパスを次の形式で指定します。
（OpenTP1セットアップディレクトリ）/bin:（通信サーバ for 
Bankセットアップディレクトリ）/bin:/usr/bin:/usr/sbin:/usr/
ucb

LIBPATH 共用ライブラリのサーチパスを次の形式で指定します。
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/lib:/opt/
hitachi/common/lib:/usr/lib:/lib

NLSPATH メッセージカタログへのパスを次の形式で指定します。
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/lib/msg/
%L/%N

LANG 言語環境を指定します。Ja_JPまたは Cを指定してください。

PDHOST※ HiRDBのホスト名を指定します。

PDNAMEPORT※ HiRDBのポート番号を指定します。

PDUSER※ HiRDBにアクセスするユーザー名，およびパスワードを '
ユーザー名 /パスワード 'と指定します。英小文字を使用する
場合，'"ユーザー名 "/"パスワード "'と指定してください。
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• TP1/Server Baseのポート番号：10005
• HiRDB のホスト名：mpn_aix
• HiRDBのポート番号：20000
• HiRDBにアクセスするユーザー名およびパスワード：'"mpnadm"/"mpnadm"'

設定例

HMPNDIR=/home/HMPN
export HMPNDIR
 
DCDIR=/home/OpenTP1
DCCONFPATH=${DCDIR}/conf
DCHOST=mpn_aix:10005
export DCDIR DCCONFPATH DCHOST
 
PATH=${DCDIR}/bin:${HMPNDIR}/bin:/usr/bin:/usr/sbin:/usr/ucb
LIBPATH=${DCDIR}/lib:${HMPNDIR}/lib:/opt/hitachi/common/lib:/usr/lib:/lib
NLSPATH=${HMPNDIR}/lib/msg/%L/%N
LANG=Ja_JP
export PATH LIBPATH NLSPATH LANG
 
PDHOST=mpn_aix
PDNAMEPORT=20000
PDUSER='"mpnadm"/"mpnadm"'
export PDHOST PDNAMEPORT PDUSER
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3.3　前提ソフトウェアの環境設定
通信サーバ for Bankをインストールする前に，前提ソフトウェアのインストールおよび
環境設定をしてください。なお，各ソフトウェアのインストールおよび環境設定の手順
については，各ソフトウェアのマニュアルを参照してください。

• OpenTP1
OpenTP1のインストールおよび環境設定をしてください。なお，通信サーバ管理者
には，OpenTP1管理者の権限が必要です。

• HiRDB
HiRDBのインストールおよび環境設定をしてください。HiRDBは通信サーバ for 
Bankと同一マシン上，または別のマシンに構築できます。
HiRDBをセットアップしたあと，OpenTP1のユーザサービスデフォルト定義に，
HiRDBの利用者権限を与えられたユーザーを設定してください。このユーザーが通
信サーバ管理者である必要はありません。
なお，OpenTP1のユーザサービスデフォルト定義に設定するユーザーには，次の権
限がすべて必要です。
• CONNECT権限
• アクセス権限（INSERT，SELECT，DELETE，UPDATE）
• スキーマ定義権限

OpenTP1のユーザサービスデフォルト定義については，「4.1.2　OpenTP1の定義項
目」を参照してください。
また，DBへのテーブルの作成を必ずこのユーザーで行ってください。必要な RDエ
リアの作成方法については，「5　DBへのテーブルの作成」を参照してください。

• 共通ソフトウェア
共通ソフトウェアのインストールおよび環境設定をしてください。なお，通信サーバ
管理者には，共通ソフトウェアでの実行グループの制限があります。共通ソフトウェ
アの実行グループの制限に関する設定については，共通ソフトウェアの購入元に確認
してください。

定義名の設定
共通ソフトウェアの環境設定ファイル（オンライン電文用）には，次の定義名を
設定してください。この指定値 Yはデフォルト値です。

（凡例）
×：必ず，設定内容欄の（）内の値を指定する

通信サーバ管理者の権限の設定
共通ソフトウェアの環境設定ファイル（オンライン電文用）の「LogFileName」

定義名 設定内容（指定値） 編集可否

CenterState 共通ソフトウェアの APIで APIを呼び出すときの引数を変化さ
せる情報（Y）

×
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に指定されているログファイルの出力先ディレクトリに，通信サーバ管理者が読
み書きできる権限を設定します。共通ソフトウェアの環境設定完了後に権限を設
定してください。
なお，権限を設定したあとに通信サーバ管理者を変更した場合は，ログファイル
の出力先ディレクトリとそこに格納されているログファイルの権限を設定し直し
てください。

• 通信サーバ Base
通信サーバ Baseのインストールをしてください。通信サーバ Baseのセットアップに
ついては，「3.4.4　通信サーバ for Bankの環境設定」を参照してください。セット
アップ以外の環境設定については，マニュアル「Hitachi Multi Payment Network 
communications server Base」を参照してください。

• HAモニタ
HAモニタのインストールおよび環境設定をしてください。通信サーバ for Bankを設
定したあとに実施することをお勧めします。また，HAモニタを使用するためには，
現用系および予備系の /etc/hostsファイルおよび /etc/servicesファイルの設定が必要
です。/etc/hostsファイルおよび /etc/servicesファイルの詳細については，マニュア
ル「高信頼化システム監視機能　HAモニタ」を参照してください。
また，/etc/hostsファイルおよび /etc/servicesファイルの記述例については，「4.6　定
義ファイルの記述例（通信サーバ for Bank単独での HA構成の場合）」または，「4.7
　定義ファイルの記述例（通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方でのHA構成
の場合）」を参照してください。
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3.4　通信サーバ for Bankのインストールと環
境設定

通信サーバ for Bankのインストール，統合トレースの設定，および環境設定について説
明します。

3.4.1　インストール /環境設定する前に
通信サーバ for Bankのインストールおよび環境設定をする前に，注意する点を次に示し
ます。

セットアップディレクトリについて
• セットアップ処理では，セットアップディレクトリに設定されているオーナー名
およびグループ名が，通信サーバ管理者として適用されます。このため，インス
トールディレクトリにセットアップする場合は，インストールディレクトリの
ルートディレクトリのオーナー名およびグループ名を，通信サーバ管理者に設定
してください。

• インストールディレクトリをセットアップディレクトリとして使用する場合以外
は，インストールディレクトリ下のディレクトリおよびファイルの属性を変更し
ないでください。

• セットアップディレクトリには，/usr，/usr/binなどの OSが使用するディレクト
リを指定しないでください。OSが動作しなくなるおそれがあります。

セットアップコマンドについて
• セットアップコマンド（hmpnsetup）の実行中は，/etc/inittabを編集しないでく
ださい。OSが正常に動作しなくなるおそれがあります。

• 一つのマシンに複数の共通ソフトウェアを構築することはできません。そのため，
一つのマシンに複数の通信サーバ for Bankを構築することもできません。

• セットアップコマンドの実行に失敗した場合は，一度アンセットアップしてから
再度セットアップコマンドを実行してください。

• 任意で作成したファイルは，アンセットアップ後も残ります。不要なファイルは，
移動または削除してください。 

上書きセットアップについて
セットアップされているソフトウェアと上書きセットアップするソフトウェアの組
み合わせによって，上書きセットアップできる場合と，できない場合があります。
上書きセットアップの実行可否を次の表に示します。
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表 3-2　上書きセットアップの実行可否

（凡例）
○：上書きセットアップできますが，アンセットアップしてからセットアップすることを推奨
します。
×：上書きセットアップできません。必ずアンセットアップしてから，セットアップしてくだ
さい。

3.4.2　通信サーバ for Bankのインストール
通信サーバ for Bankをインストールするには，日立 PPインストーラを実行してくださ
い。アンインストールする場合も同様です。

3.4.3　統合トレースの設定
通信サーバ for Bankでは，統合トレース情報ファイルに，必要なトレース情報を出力し
ます。統合トレースの設定を変更する方法については，マニュアル「Hitachi Multi 
Payment Network communications server Base」を参照してください。

なお，デフォルトの設定のままで通信サーバ for Bankを運用する場合には，変更は必要
ありません。必要に応じて変更してください。

3.4.4　通信サーバ for Bankの環境設定
通信サーバ for Bankの環境設定は，次の手順で行ってください。

この手順では，通信サーバ for Bankだけでなく，通信サーバ Baseもセットアップされ
ます。通信サーバ Baseだけをセットアップする場合は，マニュアル「Hitachi Multi 
Payment Network communications server Base」を参照してください。

1. セットアップディレクトリを作成する
次の形式で，通信サーバ for Bankのセットアップディレクトリを作成してください。
この操作は通信サーバ管理者で行ってください。

2. セットアップコマンド（hmpnsetup）を実行する※

次の形式で，セットアップコマンドを実行してください。この操作はスーパーユー
ザーで行ってください。

セットアップされているソフトウェア 上書きセットアップするソフトウェア

通信サーバ Base 通信サーバ for Bank

通信サーバ Base ○ ○

通信サーバ for Bank × ○

$ mkdir セットアップディレクトリ
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なお，通信サーバ for Bankをアンセットアップする場合は，セットアップコマンド
に「-d」オプションを付けて実行してください。セットアップコマンドについては，
「10.3　コマンドの詳細　hmpnsetup（セットアップ）」を参照してください。

注※
環境変数 LANG，および TZを必ず設定した環境で，セットアップコマンドを実
行してください。

3.4.5　ロウ論理ボリュームの作成
金融機関で使用する通信サーバのボリュームには，HiRDB用，OpenTP1用，共通ソフ
トウェア用，通信サーバ Base用，通信サーバ for Bank用があります。ここでは通信
サーバ for Bankに必要な論理ボリュームの作成方法について説明します。

通信サーバ for Bankを構築する場合は，オンライン状態格納ファイルと仕向処理通番
ファイルが必要です。これらのファイルは，それぞれオンライン状態格納ファイル用ロ
ウ論理ボリューム，仕向処理通番ファイル用ロウ論理ボリュームとして作成します。

オンライン状態格納ファイル用ロウ論理ボリュームには，通信サーバ for Bankの開閉局
状態の最新情報を保持します。仕向処理通番ファイル用ロウ論理ボリュームには，最新
の仕向処理通番を保持します。これによって，障害が発生した場合，通信サーバ for 
Bankを障害発生前の状態に回復させることができます。

ここでは，ロウ論理ボリュームの作成手順およびロウ論理ボリューム名の設定について
説明します。ロウ論理ボリュームは通信サーバの起動前までに作成してください。また，
ロウ論理ボリュームは，HA構成の現用系，予備系間で引き継がれる必要があるため，共
有ディスク上に作成してください。共有ディスクについては，マニュアル「高信頼化シ
ステム監視機能　HAモニタ」を参照してください。

注意
オンライン状態格納ファイル用ロウ論理ボリュームと仕向処理通番ファイル用ロウ
論理ボリュームを一つのロウ論理ボリュームとして作成することはできません。必
ず異なるロウ論理ボリュームとして作成してください。また，通信サーバ Baseで使
用する論理ボリュームは，通信サーバ for Bankでは使用できません。
なお，通信サーバ for Bank単独での HA構成で，通信サーバ Baseも切り替えの対
象とする場合は，通信サーバ Baseで使用する論理ボリュームも共有ディスク上に作
成する必要があります。通信サーバ for Bank単独での HA構成については，「2.3　
HA構成の形態」を参照してください。

（1） 作成手順

通信サーバ for Bankを構築する場合は，オンライン状態格納ファイル用ロウ論理ボ

# /opt/hitachi/HMPN/bin/hmpnsetup -s （通信サーバfor Bankセットアップディレクトリ） 
-T （OpenTP1セットアップディレクトリ）
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リュームと仕向処理通番ファイル用ロウ論理ボリュームの二つが必要です。それぞれの
ロウ論理ボリュームに対して，次の手順を実行してください。

1. ロウ論理ボリュームを作成する
ロウ論理ボリュームを作成するには，次のコマンドを実行してください。この操作は
スーパーユーザーで実行してください。

• ロウ論理ボリューム名およびボリュームグループ名
このコマンドは AIX 5Lのコマンドなので，AIX 5Lの仕様に従って指定してくださ
い。なお，ボリュームグループには，OpenTP1が使用するボリュームグループと
同じものを指定してください。ここで指定するボリュームグループは，共有ディス
ク上にある必要があります。

• 物理区画数
1を指定してください。

このコマンドを実行すると，二つのファイルが作成されます。二つのファイルのう
ち，ファイル名の先頭に「r」が付加されたファイルを使用します。

2. ロウ論理ボリュームの属性を変更する
ファイル名の先頭に「r」が付加されたロウ論理ボリュームの属性を，通信サーバ管
理者がアクセスできるように変更します。ロウ論理ボリュームの所有者を通信サーバ
管理者に設定してください。また，通信サーバ管理者および通信サーバ管理者のグ
ループに，読み取りおよび書き込みできる権限を設定してください。

注意
• ロウ論理ボリュームは「/dev」の下に作成されますが，これらのファイルはmvコ
マンド，rmコマンドなどで直接操作しないでください。

• ロウ論理ボリュームを変更した場合は，通信サーバシステム定義の
「RAW_NAME_TUBANBK」および「RAW_NAME_SRVCND」の定義値を変更
し，ファイル初期化コマンド（hmpnrawinit）を実行する必要があります。
通信サーバシステム定義については，「4.3　通信サーバシステム定義」を参照し
てください。また，ファイル初期化コマンドについては，「10.3　コマンドの詳細
　hmpnrawinit（ファイル初期化）」を参照してください。

（2） ロウ論理ボリューム名の設定

オンライン状態格納ファイル用ロウ論理ボリューム，および仕向処理通番ファイル用ロ
ウ論理ボリュームには，異なるロウ論理ボリューム名を指定してください。また，通信
サーバ Baseで使用するロウ論理ボリューム名は指定できません。

ロウ論理ボリューム名は通信サーバシステム定義で使用します。通信サーバシステム定
義については，「4.3　通信サーバシステム定義」を参照してください。

# mklv -y ロウ論理ボリューム名 ボリュームグループ名 物理区画数
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4　 システム定義
通信サーバ for Bankを構築する場合は，信頼性を高めるため，
HA構成で構築することを推奨しています。この章では，HA
構成での構築に必要な OpenTP1の定義，HiRDBの定義，通
信サーバシステム定義，HAモニタの定義，および通信サーバ
システム定義に必要なトレースの設定について説明します。

4.1　OpenTP1の定義

4.2　HiRDBの定義

4.3　通信サーバシステム定義

4.4　HAモニタの定義

4.5　トレースの設定

4.6　定義ファイルの記述例（通信サーバ for Bank単独での HA構成の場合）

4.7　定義ファイルの記述例（通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方で
の HA構成の場合）
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4.1　OpenTP1の定義

OpenTP1の定義は，通信サーバ for Bankが提供する収納サービスについての定義です。
OpenTP1の定義は，テキスト形式の定義ファイルに記述します。

4.1.1　OpenTP1の定義の手順
OpenTP1の定義は，次の手順で行ってください。

1. 定義ファイルを作成する
OpenTP1の定義には，サンプルファイルがある定義と，サンプルファイルがない定
義があります。定義ファイルについては，「4.1.2　OpenTP1の定義項目」を参照して
ください。
• サンプルファイルがある定義の場合
サンプルファイルをコピーして，定義ファイルとして使用してください。サンプル
ファイルは，次のディレクトリに格納されています。
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/examples/tp1
• サンプルファイルがない定義の場合
ファイルを新規に作成してください。ファイル名については，「4.1.2　OpenTP1の
定義項目」を参照してください。

2. 定義ファイルを編集する
必要に応じて，定義ファイルを編集してください。定義ファイルの編集方法について
は，マニュアル「OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　シ
ステム定義」または，マニュアル「OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機
能　OpenTP1　システム定義」を参照してください。

3. 定義ファイルを所定のディレクトリに格納する
編集していないファイルも含めて，すべての定義ファイルを環境変数
「DCCONFPATH」に指定したディレクトリに格納してください。

4.1.2　OpenTP1の定義項目
OpenTP1の定義ファイルの一覧を次に示します。

表 4-1　OpenTP1の定義ファイルの一覧

ファイル名 定義の種類 サンプルファイ
ルの有無

env システム環境定義 ×

sysconf システムサービス構成定義 ×

prc プロセスサービス定義 ×

log ログサービス定義 ×
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（凡例）
○：サンプルファイルがある
×：サンプルファイルがない

次に，OpenTP1の定義をファイルごとに説明します。なお，各項目の詳細については，
マニュアル「OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　システム
定義」または，マニュアル「OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能　
OpenTP1　システム定義」を参照してください。

また，各定義ファイルの記述例については，「4.6　定義ファイルの記述例（通信サーバ
for Bank単独での HA構成の場合）」または，「4.7　定義ファイルの記述例（通信サーバ
Baseと通信サーバ for Bank双方でのHA構成の場合）」を参照してください。

（1） システム環境定義（env）

システム環境定義には，サンプルファイルがありません。ファイルを作成し，次の表に
示す項目を必ず定義してください。表中にない項目については，環境に合わせて定義で
きます。なお，定義値に環境変数を指定することはできません。

usrrc ユーザサービスデフォルト定義 ×

HMpnOpcl 開閉局制御 SPP用ユーザサービス定義 ○

HMpnRef 一般照会 SPP用ユーザサービス定義 ○

HMpnPay 一般消込 SPP用ユーザサービス定義 ○

HMpnCan 一般取消 SPP用ユーザサービス定義 ○

HMpnNRef 国庫金照会 SPP用ユーザサービス定義 ○

HMpnNPay 国庫金消込 SPP用ユーザサービス定義 ○

HMpnNCan 国庫金取消 SPP用ユーザサービス定義 ○

HMpnLRef 地公体照会 SPP用ユーザサービス定義 ○

HMpnLPay 地公体消込 SPP用ユーザサービス定義 ○

HMpnLCan 地公体取消 SPP用ユーザサービス定義 ○

HMpnRet 再送 SPP用ユーザサービス定義 ○

HMpnWat MPNセンタ要求監視 SUP用ユーザサービス定義 ○

ファイル名 定義の種類 サンプルファイ
ルの有無



4.　システム定義

50

表 4-2　システム環境定義

（凡例）
○：「説明」欄の条件で，任意の値を指定できる

（2） システムサービス構成定義（sysconf）

システムサービス構成定義には，サンプルファイルがありません。ファイルを作成し，
次の表に示す項目を必ず定義してください。表中にない項目については，環境に合わせ
て定義できます。

表 4-3　システムサービス構成定義

（凡例）
×：必ず「定義値」欄の値を指定する

項目名 説明 定義値 定義値の
変更

mode_conf OpenTP1システムの開始方法を指定しま
す。

任意 ○

user_command_online システム開始 /完了コマンドを次の形式で
指定します。
（通信サーバ for Bankセットアップディ
レクトリ）/bin/HMpnUsrCmdOnline

任意 ○

system_init_watch_time システム初期化処理の待ち時間の最大値
（単位：秒）を指定します。

任意 ○

HMPNDIR 通信サーバ for Bankのセットアップディ
レクトリを指定します。

任意 ○

LANG 言語環境を指定します。Ja_JPまたは C
を指定してください。

任意 ○

LIBPATH 共用ライブラリのサーチパスを次の形式
で指定します。
（通信サーバ for Bankセットアップディ
レクトリ）/lib:（OpenTP1セットアップ
ディレクトリ）/lib:/usr/lib:/lib

任意 ○

NLSPATH メッセージカタログへのパスを次の形式
で指定します。
（通信サーバ for Bankセットアップディ
レクトリ）/lib/msg/%L/%N

任意 ○

PATH コマンドが動作するために必要なパスを
次の形式で指定します。
（OpenTP1セットアップディレクトリ）/
bin:（通信サーバ for Bankセットアップ
ディレクトリ）/bin:/usr/bin

任意 ○

項目名 説明 定義値 定義値
の変更

ha_conf 系切り替えを使用するかどうかを指定します。 Y ×※
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注※
HA構成の場合，「定義値」欄のとおりに指定してください。

（3） プロセスサービス定義（prc）

プロセスサービス定義には，サンプルファイルがありません。ファイルを作成し，次の
表に示す項目を必ず定義してください。表中にない項目については，環境に合わせて定
義できます。

表 4-4　プロセスサービス定義

（凡例）
○：「説明」欄の条件で，任意の値を指定できる

（4） ログサービス定義（log）

ログサービス定義には，サンプルファイルがありません。ファイルを作成し，次の表に
示す項目を必ず定義してください。また，必ず定義値に記載している値を定義してくだ
さい。表中にない項目については，環境に合わせて定義できます。

表 4-5　ログサービス定義

項目名 説明 定義値 定義値の変更

prcsvpath ユーザサーバのパス名を次の形式で指定します。
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）
/aplib

任意 ○

項目名 説明 定義値 定義値
の変更

log_notify_out メッセージログ通知機能を使用するかどうかを指定しま
す。

Y ×

log_notify_allno メッセージログのシステム内の通番を付けるかどうかを
指定します。

N ×

log_notify_prcid 要求元のプロセスのプロセス IDを付けるかどうかを指
定します。

N ×

log_notify_prcno メッセージログのプロセス内の通番を付けるかどうかを
指定します。

N ×

log_notify_sysid OpenTP1識別子を付けるかどうかを指定します。 N ×

log_notify_date メッセージログの出力要求時の日付を付けるかどうかを
指定します。

N ×

log_notify_time メッセージログの出力要求時の時刻を付けるかどうかを
指定します。

N ×

log_notify_hostname メッセージログの出力要求元のホスト名を付けるかどう
かを指定します。

N ×

log_notify_pgmid メッセージログの出力要求元のプログラム IDを付ける
かどうかを指定します。

N ×
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（凡例）
×：必ず「定義値」欄の値を指定する

（5） ユーザサービスデフォルト定義（usrrc）

ユーザサービスデフォルト定義には，サンプルファイルがありません。ファイルを作成
し，次の表に示す項目を必ず定義してください。表中にない項目については，環境に合
わせて定義できます。

表 4-6　ユーザサービスデフォルト定義

（凡例）
○：「説明」欄の条件で，任意の値を指定できる

注※
HA構成でHiRDBと通信サーバ for Bankを同一マシン上に構成する場合は，HiRDB用エイリ

項目名 説明 定義値 定義値の変更

HMPNDIR 通信サーバ for Bankのセット
アップディレクトリを絶対パスで
指定します。

任意 ○

PDHOST HiRDBのホスト名を指定します。
※

任意 ○

PDNAMEPORT HiRDBのポート番号を指定しま
す。使用する HiRDBのシステム
共通定義の「pd_name_port」に
定義されている値を指定してくだ
さい。

任意 ○

PDUSER HiRDBのユーザー名およびパス
ワードを「ユーザー名 /パスワー
ド」の形式で指定します。ユー
ザー名およびパスワードに英小文
字を使用する場合は，「'"ユー
ザー名 "/"パスワード "'」の形式
で指定してください。なお，ここ
で指定したユーザーに対して，ス
キーマの定義権限を与えておく必
要があります。

任意 ○

LIBPATH 共用ライブラリのサーチパスを指
定します。
（通信サーバ for Bankセットアッ
プディレクトリ）/lib:（HiRDB
セットアップディレクトリ）/
client/lib:（OpenTP1セットアッ
プディレクトリ）/lib:/usr/lib:/lib

任意 ○

NLSPATH メッセージカタログのサーチパス
を指定します。
（通信サーバ for Bankセットアッ
プディレクトリ）/lib/msg/%L/
%N

任意 ○



4.　システム定義

53

アス IPのホスト名を指定してください。また，この指定の詳細については，マニュアル「高信
頼化システム監視機能　HAモニタ」を参照してください。

（6） 開閉局制御 SPP用ユーザサービス定義（HMpnOpcl）

開閉局制御 SPP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。サンプル
ファイルの項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。変更で
きる項目は，必要に応じて，定義値を変更してください。

サンプルファイルの項目を次の表に示します。表中にない項目については，環境に合わ
せて定義できます。

表 4-7　開閉局制御 SPP用ユーザサービス定義

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更

service_grou
p

サービスグループ名を指定しま
す。

hmpn_commng_srvgrp ×

module 実行形式プログラム名を指定しま
す。

HMpnOpcl ×

service サービスグループに属するサービ
ス名とそのサービスを提供するエ
ントリポイント名の組をすべての
サービスについて指定します。

hmpn_open=hmpn_open，
hmpn_close=hmpn_close，
hmpn_pre_close=hmpn_pre_close，
hmpn_counter=hmpn_counter，
hmpn_rec_chk=hmpn_rec_chk

×

parallel_cou
nt

サービスグループ内のサービスを
並行処理するプロセス数を指定し
ます。

1 ×

hold サービスグループ下のサービスを
実行中にサーバプロセスが異常終
了した場合，このサービスグルー
プ，またはサービスを閉塞するか
どうかを指定します。

N ×

hold_recove
ry

全面回復時にサービスグループ，
およびサービスの閉塞状態を引き
継ぐかどうかを指定します。

N ×

message_bu
flen

共有メモリにあるクライアントか
らのメッセージをユーザサーバが
受信するためのユーザデータ格納
領域の大きさを指定します。

1,024 ×

atomic_upd
ate

サービスグループのプロセスでト
ランザクションを発生させるかど
うかを指定します。

N ×

receive_fro
m

サービス関数が何を使ってメッ
セージを受信するかを指定しま
す。

queue ×

type このサービスグループの種別を指
定します。

other ×
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（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

（7） 一般照会 SPP用ユーザサービス定義（HMpnRef）

一般照会 SPP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。サンプルファ
イルの項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。変更できる
項目は，必要に応じて，定義値を変更してください。

サンプルファイルの項目を次の表に示します。表中にない項目については，環境に合わ
せて定義できます。

critical サービスグループを実行中に
UAPが異常終了した場合の
OpenTP1システムの処置を指定
します。

Y ×

service_hold このサービスグループ下のサービ
スについて，サービス単位の閉塞
管理をするかどうかを指定しま
す。

N ×

node_down_
restart

OpenTP1再開始時，該当する
ユーザサーバを自動起動するかど
うかを指定します。

N ×

server_type サービス関数の呼び出し時，
OpenTP1のパラダイムに従うか，
XATMIのパラダイムに従うかを
指定します。

"betran" ×

termed_afte
r_service

このユーザサーバで，サービス終
了時に負荷が減少している場合
に，非常駐プロセスを終了させる
かどうかを指定します。

N ×

schedule_m
ethod

ユーザサーバのスケジューリング
方式を指定します。

msgque ×

rpc_request
_cancel_for_
timedout

クライアント UAPで設定した，
サービス要求を送信してからサー
ビスの応答が返るまでの待ち時間
を，サーバ側に引き継ぎ，サーバ
にクライアントが待ち状態である
ことを意識させるかどうかを指定
します。

N ×

term_watch
_time

ユーザサーバのサーバプロセスが
異常終了した回数を監視する限界
経過時間（単位：分）を指定しま
す。0を指定した場合は，時間監
視をしません。

30 ○

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更
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表 4-8　一般照会 SPP用ユーザサービス定義

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更

service_group サービスグループ名を指定します。 hmpn_ref_srvgrp ○

service このサービスグループに属するサービス名
と，そのサービスを提供するエントリポイ
ント名の組を「サービス名 =エントリポ
イント名」の形式で指定します。

hmpn_ref_srv=hmpn_ref
_srv，
hmpn_health=hmpn_hea
lth

○※

module 実行形式プログラム名を指定します。 HMpnRef ×

hold サービスグループ下のサービスを実行中に
サーバプロセスが異常終了した場合，この
サービスグループ，またはサービスを閉塞
するかどうかを指定します。

N ×

hold_recovery 全面回復時にサービスグループ，および
サービスの閉塞状態を引き継ぐかどうかを
指定します。

N ×

atomic_update サービスグループのプロセスでトランザク
ションを発生させるかどうかを指定しま
す。

N ×

receive_from サービス関数が何を使ってメッセージを受
信するかを指定します。

queue ×

type このサービスグループの種別を指定しま
す。

other ×

critical サービスグループを実行中に UAPが異常
終了した場合の OpenTP1システムの処置
を指定します。

N ×

service_hold サービスグループ下のサービスについて，
サービス単位の閉塞管理をするかどうかを
指定します。

Y ×

node_down_restar
t

OpenTP1再開始時，該当するユーザサー
バを自動起動するかどうかを指定します。

N ×

server_type サービス関数の呼び出し時，OpenTP1の
パラダイムに従うか，XATMIのパラダイ
ムに従うかを指定します。

"betran" ×

cancel_normal_te
rminate

このユーザサーバで，dcsvstopコマンド
での正常終了を抑止するかどうかを指定し
ます。

N ×

service_term_wat
ch_time

ユーザサーバのサーバプロセスが，同一
サービス実行中に異常終了した回数を監視
する限界経過時間（単位：分）を指定しま
す。0を指定した場合は，このオペランド
を指定しなかったとみなし，時間監視をし
ません。

0 ×

schedule_method ユーザサーバのスケジューリング方式を指
定します。

msgque ×
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（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

注※
エントリポイント名は，変更できません。

（8） 一般消込 SPP用ユーザサービス定義（HMpnPay）

一般消込 SPP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。サンプルファ
イルの項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。変更できる
項目は，必要に応じて，定義値を変更してください。

サンプルファイルの項目を次の表に示します。表中にない項目については，環境に合わ
せて定義できます。

表 4-9　一般消込 SPP用ユーザサービス定義

term_watch_time ユーザサーバのサーバプロセスが異常終了
した回数を監視する限界経過時間（単位：
分）を指定します。0を指定した場合は，
時間監視をしません。

30 ○

parallel_count このサービスグループ内のサービスを並行
処理するプロセス数を「常駐プロセス数 ,
総プロセス数」の形式で指定します。

3,5 ○

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更

service_group サービスグループ名を指定します。 hmpn_pay_srvgrp ○

service このサービスグループに属するサービス名
とそのサービスを提供するエントリポイン
ト名の組を「サービス名 =エントリポイン
ト名」の形式で指定します。

hmpn_pay_srv=hmpn_
pay_srv，
hmpn_health=hmpn_h
ealth

○※

module 実行形式プログラム名を指定します。 HMpnPay ×

hold サービスグループ下のサービスを実行中に
サーバプロセスが異常終了した場合，この
サービスグループ，またはサービスを閉塞
するかどうかを指定します。

N ×

hold_recovery 全面回復時にサービスグループ，および
サービスの閉塞状態を引き継ぐかどうかを
指定します。

N ×

atomic_update サービスグループのプロセスでトランザク
ションを発生させるかどうかを指定します。

N ×

receive_from サービス関数が何を使ってメッセージを受
信するかを指定します。

queue ×

type このサービスグループの種別を指定します。 other ×

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更



4.　システム定義

57

（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

注※
エントリポイント名は，変更できません。

（9） 一般取消 SPP用ユーザサービス定義（HMpnCan）

一般取消 SPP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。サンプルファ
イルの項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。変更できる
項目は，必要に応じて，定義値を変更してください。

サンプルファイルの項目を次の表に示します。表中にない項目については，環境に合わ
せて定義できます。

critical サービスグループを実行中に UAPが異常終
了した場合の OpenTP1システムの処置を指
定します。

N ×

service_hold サービスグループ下のサービスについて，
サービス単位の閉塞管理をするかどうかを
指定します。

Y ×

node_down_resta
rt

OpenTP1再開始時，該当するユーザサーバ
を自動起動するかどうかを指定します。

N ×

server_type サービス関数の呼び出し時，OpenTP1のパ
ラダイムに従うか，XATMIのパラダイムに
従うかを指定します。

"betran" ×

cancel_normal_te
rminate

このユーザサーバで，dcsvstopコマンドで
の正常終了を抑止するかどうかを指定しま
す。

N ×

service_term_wat
ch_time

ユーザサーバのサーバプロセスが，同一
サービス実行中に異常終了した回数を監視
する限界経過時間（単位：分）を指定しま
す。0を指定した場合は，このオペランドを
指定しなかったとみなし，時間監視をしま
せん。

0 ×

schedule_method ユーザサーバのスケジューリング方式を指
定します。

msgque ×

term_watch_time ユーザサーバのサーバプロセスが異常終了
した回数を監視する限界経過時間（単位：
分）を指定します。0を指定した場合は，時
間監視をしません。

30 ○

parallel_count このサービスグループ内のサービスを並行
処理するプロセス数を「常駐プロセス数 ,総
プロセス数」の形式で指定します。

3,5 ○

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更
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表 4-10　一般取消 SPP用ユーザサービス定義

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更

service_group サービスグループ名を指定します。 hmpn_can_srvgrp ○

service このサービスグループに属するサービス名
とそのサービスを提供するエントリポイン
ト名の組を「サービス名 =エントリポイ
ント名」の形式で指定します。

hmpn_can_srv=hmpn_ca
n_srv，
hmpn_health=hmpn_hea
lth

○※

module 実行形式プログラム名を指定します。 HMpnCan ×

hold サービスグループ下のサービスを実行中に
サーバプロセスが異常終了した場合，この
サービスグループ，またはサービスを閉塞
するかどうかを指定します。

N ×

hold_recovery 全面回復時にサービスグループ，および
サービスの閉塞状態を引き継ぐかどうかを
指定します。

N ×

atomic_update サービスグループのプロセスでトランザク
ションを発生させるかどうかを指定しま
す。

N ×

receive_from サービス関数が何を使ってメッセージを受
信するかを指定します。

queue ×

type このサービスグループの種別を指定しま
す。

other ×

critical サービスグループを実行中に UAPが異常
終了した場合の OpenTP1システムの処置
を指定します。

N ×

service_hold サービスグループ下のサービスについて，
サービス単位の閉塞管理をするかどうかを
指定します。

Y ×

node_down_restar
t

OpenTP1再開始時，該当するユーザサー
バを自動起動するかどうかを指定します。

N ×

server_type サービス関数の呼び出し時，OpenTP1の
パラダイムに従うか，XATMIのパラダイ
ムに従うかを指定します。

"betran" ×

cancel_normal_te
rminate

このユーザサーバで，dcsvstopコマンド
での正常終了を抑止するかどうかを指定し
ます。

N ×

service_term_wat
ch_time

ユーザサーバのサーバプロセスが，同一
サービス実行中に異常終了した回数を監視
する限界経過時間（単位：分）を指定しま
す。0を指定した場合は，このオペランド
を指定しなかったとみなし，時間監視をし
ません。

0 ×

schedule_method ユーザサーバのスケジューリング方式を指
定します。

msgque ×
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（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

注※
エントリポイント名は，変更できません。

（10） 国庫金照会 SPP用ユーザサービス定義（HMpnNRef）

国庫金照会 SPP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。サンプル
ファイルの項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。変更で
きる項目は，必要に応じて，定義値を変更してください。

サンプルファイルの項目を次の表に示します。表中にない項目については，環境に合わ
せて定義できます。

表 4-11　国庫金照会 SPP用ユーザサービス定義

term_watch_time ユーザサーバのサーバプロセスが異常終了
した回数を監視する限界経過時間（単位：
分）を指定します。0を指定した場合は，
時間監視をしません。

30 ○

parallel_count このサービスグループ内のサービスを並行
処理するプロセス数を「常駐プロセス数 ,
総プロセス数」の形式で指定します。

2,4 ○

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更

service_group サービスグループ名を指定します。 hmpn_natref_srvgrp ○

service このサービスグループに属するサービス名
とそのサービスを提供するエントリポイン
ト名の組を「サービス名 =エントリポイ
ント名」の形式で指定します。

hmpn_ref_srv=hmpn_ref
_srv，
hmpn_health=hmpn_hea
lth

○※

module 実行形式プログラム名を指定します。 HMpnNRef ×

hold サービスグループ下のサービスを実行中に
サーバプロセスが異常終了した場合，この
サービスグループ，またはサービスを閉塞
するかどうかを指定します。

N ×

hold_recovery 全面回復時にサービスグループ，および
サービスの閉塞状態を引き継ぐかどうかを
指定します。

N ×

atomic_update サービスグループのプロセスでトランザク
ションを発生させるかどうかを指定しま
す。

N ×

receive_from サービス関数が何を使ってメッセージを受
信するかを指定します。

queue ×

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更
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（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

注※
エントリポイント名は，変更できません。

（11） 国庫金消込 SPP用ユーザサービス定義（HMpnNPay）

国庫金消込 SPP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。サンプル
ファイルの項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。変更で
きる項目は，必要に応じて，定義値を変更してください。

サンプルファイルの項目を次の表に示します。表中にない項目については，環境に合わ
せて定義できます。

type このサービスグループの種別を指定しま
す。

other ×

critical サービスグループを実行中に UAPが異常
終了した場合の OpenTP1システムの処置
を指定します。

N ×

service_hold サービスグループ下のサービスについて，
サービス単位の閉塞管理をするかどうかを
指定します。

Y ×

node_down_restar
t

OpenTP1再開始時，該当するユーザサー
バを自動起動するかどうかを指定します。

N ×

server_type サービス関数の呼び出し時，OpenTP1の
パラダイムに従うか，XATMIのパラダイ
ムに従うかを指定します。

"betran" ×

cancel_normal_te
rminate

このユーザサーバで，dcsvstopコマンド
での正常終了を抑止するかどうかを指定し
ます。

N ×

service_term_wat
ch_time

ユーザサーバのサーバプロセスが，同一
サービス実行中に異常終了した回数を監視
する限界経過時間（単位：分）を指定しま
す。0を指定した場合は，このオペランド
を指定しなかったとみなし，時間監視をし
ません。

0 ×

schedule_method ユーザサーバのスケジューリング方式を指
定します。

msgque ×

term_watch_time ユーザサーバのサーバプロセスが異常終了
した回数を監視する限界経過時間（単位：
分）を指定します。0を指定した場合は，
時間監視をしません。

30 ○

parallel_count このサービスグループ内のサービスを並行
処理するプロセス数を「常駐プロセス数 ,
総プロセス数」の形式で指定します。

3,5 ○

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更
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表 4-12　国庫金消込 SPP用ユーザサービス定義

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更

service_group サービスグループ名を指定します。 hmpn_natpay_srvgrp ○

service このサービスグループに属するサービス名
とそのサービスを提供するエントリポイン
ト名の組を「サービス名 =エントリポイ
ント名」の形式で指定します。

hmpn_pay_srv=hmpn_pa
y_srv，
hmpn_health=hmpn_hea
lth

○※

module 実行形式プログラム名を指定します。 HMpnNPay ×

hold サービスグループ下のサービスを実行中に
サーバプロセスが異常終了した場合，この
サービスグループ，またはサービスを閉塞
するかどうかを指定します。

N ×

hold_recovery 全面回復時にサービスグループ，および
サービスの閉塞状態を引き継ぐかどうかを
指定します。

N ×

atomic_update サービスグループのプロセスでトランザク
ションを発生させるかどうかを指定しま
す。

N ×

receive_from サービス関数が何を使ってメッセージを受
信するかを指定します。

queue ×

type このサービスグループの種別を指定しま
す。

other ×

critical サービスグループを実行中に UAPが異常
終了した場合の OpenTP1システムの処置
を指定します。

N ×

service_hold サービスグループ下のサービスについて，
サービス単位の閉塞管理をするかどうかを
指定します。

Y ×

node_down_restar
t

OpenTP1再開始時，該当するユーザサー
バを自動起動するかどうかを指定します。

N ×

server_type サービス関数の呼び出し時，OpenTP1の
パラダイムに従うか，XATMIのパラダイ
ムに従うかを指定します。

"betran" ×

cancel_normal_te
rminate

このユーザサーバで，dcsvstopコマンド
での正常終了を抑止するかどうかを指定し
ます。

N ×

service_term_wat
ch_time

ユーザサーバのサーバプロセスが，同一
サービス実行中に異常終了した回数を監視
する限界経過時間（単位：分）を指定しま
す。0を指定した場合は，このオペランド
を指定しなかったとみなし，時間監視をし
ません。

0 ×

schedule_method ユーザサーバのスケジューリング方式を指
定します。

msgque ×
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（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

注※
エントリポイント名は，変更できません。

（12） 国庫金取消 SPP用ユーザサービス定義（HMpnNCan）

国庫金取消 SPP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。サンプル
ファイルの項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。変更で
きる項目は，必要に応じて，定義値を変更してください。

サンプルファイルの項目を次の表に示します。表中にない項目については，環境に合わ
せて定義できます。

表 4-13　国庫金取消 SPP用ユーザサービス定義

term_watch_time ユーザサーバのサーバプロセスが異常終了
した回数を監視する限界経過時間（単位：
分）を指定します。0を指定した場合は，
時間監視をしません。

30 ○

parallel_count このサービスグループ内のサービスを並行
処理するプロセス数を「常駐プロセス数 ,
総プロセス数」の形式で指定します。

3,5 ○

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更

service_group サービスグループ名を指定します。 hmpn_natcan_srvgrp ○

service このサービスグループに属するサービス名
とそのサービスを提供するエントリポイン
ト名の組を「サービス名 =エントリポイン
ト名」の形式で指定します。

hmpn_can_srv=hmpn_ca
n_srv，
hmpn_health=hmpn_hea
lth

○※

module 実行形式プログラム名を指定します。 HMpnNCan ×

hold サービスグループ下のサービスを実行中に
サーバプロセスが異常終了した場合，この
サービスグループ，またはサービスを閉塞
するかどうかを指定します。

N ×

hold_recovery 全面回復時にサービスグループ，および
サービスの閉塞状態を引き継ぐかどうかを
指定します。

N ×

atomic_update サービスグループのプロセスでトランザク
ションを発生させるかどうかを指定します。

N ×

receive_from サービス関数が何を使ってメッセージを受
信するかを指定します。

queue ×

type このサービスグループの種別を指定します。 other ×

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更



4.　システム定義

63

（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

注※
エントリポイント名は，変更できません。

（13） 地公体照会 SPP用ユーザサービス定義（HMpnLRef）

地公体照会 SPP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。サンプル
ファイルの項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。変更で
きる項目は，必要に応じて，定義値を変更してください。

サンプルファイルの項目を次の表に示します。表中にない項目については，環境に合わ
せて定義できます。

critical サービスグループを実行中にUAPが異常終
了した場合の OpenTP1システムの処置を
指定します。

N ×

service_hold サービスグループ下のサービスについて，
サービス単位の閉塞管理をするかどうかを
指定します。

Y ×

node_down_rest
art

OpenTP1再開始時，該当するユーザサーバ
を自動起動するかどうかを指定します。

N ×

server_type サービス関数の呼び出し時，OpenTP1のパ
ラダイムに従うか，XATMIのパラダイムに
従うかを指定します。

"betran" ×

cancel_normal_t
erminate

このユーザサーバで，dcsvstopコマンドで
の正常終了を抑止するかどうかを指定しま
す。

N ×

service_term_w
atch_time

ユーザサーバのサーバプロセスが，同一
サービス実行中に異常終了した回数を監視
する限界経過時間（単位：分）を指定しま
す。0を指定した場合は，このオペランド
を指定しなかったとみなし，時間監視をし
ません。

0 ×

schedule_metho
d

ユーザサーバのスケジューリング方式を指
定します。

msgque ×

term_watch_tim
e

ユーザサーバのサーバプロセスが異常終了
した回数を監視する限界経過時間（単位：
分）を指定します。0を指定した場合は，
時間監視をしません。

30 ○

parallel_count このサービスグループ内のサービスを並行
処理するプロセス数を「常駐プロセス数 ,総
プロセス数」の形式で指定します。

2,4 ○

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更
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表 4-14　地公体照会 SPP用ユーザサービス定義

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更

service_group サービスグループ名を指定します。 hmpn_locref_srvgrp ○

service このサービスグループに属するサービス名
とそのサービスを提供するエントリポイン
ト名の組を「サービス名 =エントリポイ
ント名」の形式で指定します。

hmpn_ref_srv=hmpn_ref
_srv，
hmpn_health=hmpn_hea
lth

○※

module 実行形式プログラム名を指定します。 HMpnLRef ×

hold サービスグループ下のサービスを実行中に
サーバプロセスが異常終了した場合，この
サービスグループ，またはサービスを閉塞
するかどうかを指定します。

N ×

hold_recovery 全面回復時にサービスグループ，および
サービスの閉塞状態を引き継ぐかどうかを
指定します。

N ×

atomic_update サービスグループのプロセスでトランザク
ションを発生させるかどうかを指定しま
す。

N ×

receive_from サービス関数が何を使ってメッセージを受
信するかを指定します。

queue ×

type このサービスグループの種別を指定しま
す。

other ×

critical サービスグループを実行中に UAPが異常
終了した場合の OpenTP1システムの処置
を指定します。

N ×

service_hold サービスグループ下のサービスについて，
サービス単位の閉塞管理をするかどうかを
指定します。

Y ×

node_down_restar
t

OpenTP1再開始時，該当するユーザサー
バを自動起動するかどうかを指定します。

N ×

server_type サービス関数の呼び出し時，OpenTP1の
パラダイムに従うか，XATMIのパラダイ
ムに従うかを指定します。

"betran" ×

cancel_normal_te
rminate

このユーザサーバで，dcsvstopコマンド
での正常終了を抑止するかどうかを指定し
ます。

N ×

service_term_wat
ch_time

ユーザサーバのサーバプロセスが，同一
サービス実行中に異常終了した回数を監視
する限界経過時間（単位：分）を指定しま
す。0を指定した場合は，このオペランド
を指定しなかったとみなし，時間監視をし
ません。

0 ×

schedule_method ユーザサーバのスケジューリング方式を指
定します。

msgque ×
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（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

注※
エントリポイント名は，変更できません。

（14） 地公体消込 SPP用ユーザサービス定義（HMpnLPay）

地公体消込 SPP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。サンプル
ファイルの項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。変更で
きる項目は，必要に応じて，定義値を変更してください。

サンプルファイルの項目を次の表に示します。表中にない項目については，環境に合わ
せて定義できます。

表 4-15　地公体消込 SPP用ユーザサービス定義

term_watch_time ユーザサーバのサーバプロセスが異常終了
した回数を監視する限界経過時間（単位：
分）を指定します。0を指定した場合は，
時間監視をしません。

30 ○

parallel_count このサービスグループ内のサービスを並行
処理するプロセス数を「常駐プロセス数 ,
総プロセス数」の形式で指定します。

3,5 ○

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更

service_group サービスグループ名を指定します。 hmpn_locpay_srvgrp ○

service このサービスグループに属するサービス名
とそのサービスを提供するエントリポイン
ト名の組を「サービス名 =エントリポイ
ント名」の形式で指定します。

hmpn_pay_srv=hmpn_pa
y_srv，
hmpn_health=hmpn_hea
lth

○※

module 実行形式プログラム名を指定します。 HMpnLPay ×

hold サービスグループ下のサービスを実行中に
サーバプロセスが異常終了した場合，この
サービスグループ，またはサービスを閉塞
するかどうかを指定します。

N ×

hold_recovery 全面回復時にサービスグループ，および
サービスの閉塞状態を引き継ぐかどうかを
指定します。

N ×

atomic_update サービスグループのプロセスでトランザク
ションを発生させるかどうかを指定しま
す。

N ×

receive_from サービス関数が何を使ってメッセージを受
信するかを指定します。

queue ×

type このサービスグループの種別を指定しま
す。

other ×

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更
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（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

注※
エントリポイント名は，変更できません。

（15） 地公体取消 SPP用ユーザサービス定義（HMpnLCan）

地公体取消 SPP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。サンプル
ファイルの項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。変更で
きる項目は，必要に応じて，定義値を変更してください。

サンプルファイルの項目を次の表に示します。表中にない項目については，環境に合わ
せて定義できます。

critical サービスグループを実行中に UAPが異常
終了した場合の OpenTP1システムの処置
を指定します。

N ×

service_hold サービスグループ下のサービスについて，
サービス単位の閉塞管理をするかどうかを
指定します。

Y ×

node_down_restar
t

OpenTP1再開始時，該当するユーザサー
バを自動起動するかどうかを指定します。

N ×

server_type サービス関数の呼び出し時，OpenTP1の
パラダイムに従うか，XATMIのパラダイ
ムに従うかを指定します。

"betran" ×

cancel_normal_te
rminate

このユーザサーバで，dcsvstopコマンド
での正常終了を抑止するかどうかを指定し
ます。

N ×

service_term_wat
ch_time

ユーザサーバのサーバプロセスが，同一
サービス実行中に異常終了した回数を監視
する限界経過時間（単位：分）を指定しま
す。0を指定した場合は，このオペランド
を指定しなかったとみなし，時間監視をし
ません。

0 ×

schedule_method ユーザサーバのスケジューリング方式を指
定します。

msgque ×

term_watch_time ユーザサーバのサーバプロセスが異常終了
した回数を監視する限界経過時間（単位：
分）を指定します。0を指定した場合は，
時間監視をしません。

30 ○

parallel_count このサービスグループ内のサービスを並行
処理するプロセス数を「常駐プロセス数 ,
総プロセス数」の形式で指定します。

3,5 ○

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更
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表 4-16　地公体取消 SPP用ユーザサービス定義

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更

service_group サービスグループ名を指定します。 hmpn_loccan_srvgrp ○

service このサービスグループに属するサービス名
とそのサービスを提供するエントリポイン
ト名の組を「サービス名 =エントリポイ
ント名」の形式で指定します。

hmpn_can_srv=hmpn_ca
n_srv，
hmpn_health=hmpn_hea
lth

○※

module 実行形式プログラム名を指定します。 HMpnLCan ×

hold サービスグループ下のサービスを実行中に
サーバプロセスが異常終了した場合，この
サービスグループ，またはサービスを閉塞
するかどうかを指定します。

N ×

hold_recovery 全面回復時にサービスグループ，および
サービスの閉塞状態を引き継ぐかどうかを
指定します。

N ×

atomic_update サービスグループのプロセスでトランザク
ションを発生させるかどうかを指定しま
す。

N ×

receive_from サービス関数が何を使ってメッセージを受
信するかを指定します。

queue ×

type このサービスグループの種別を指定しま
す。

other ×

critical サービスグループを実行中に UAPが異常
終了した場合の OpenTP1システムの処置
を指定します。

N ×

service_hold サービスグループ下のサービスについて，
サービス単位の閉塞管理をするかどうかを
指定します。

Y ×

node_down_restar
t

OpenTP1再開始時，該当するユーザサー
バを自動起動するかどうかを指定します。

N ×

server_type サービス関数の呼び出し時，OpenTP1の
パラダイムに従うか，XATMIのパラダイ
ムに従うかを指定します。

"betran" ×

cancel_normal_te
rminate

このユーザサーバで，dcsvstopコマンド
での正常終了を抑止するかどうかを指定し
ます。

N ×

service_term_wat
ch_time

ユーザサーバのサーバプロセスが，同一
サービス実行中に異常終了した回数を監視
する限界経過時間（単位：分）を指定しま
す。0を指定した場合は，このオペランド
を指定しなかったとみなし，時間監視をし
ません。

0 ×

schedule_method ユーザサーバのスケジューリング方式を指
定します。

msgque ×
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（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

注※
エントリポイント名は，変更できません。

（16） 再送 SPP用ユーザサービス定義（HMpnRet）

再送 SPP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。サンプルファイル
の項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。変更できる項目
は，必要に応じて，定義値を変更してください。なお，再送 SPP用ユーザサービス定義
はユーザー任意です。ユーザーの環境に合わせて，定義してください。

表 4-17　再送 SPP用ユーザサービス定義

term_watch_time ユーザサーバのサーバプロセスが異常終了
した回数を監視する限界経過時間（単位：
分）を指定します。0を指定した場合は，
時間監視をしません。

30 ○

parallel_count このサービスグループ内のサービスを並行
処理するプロセス数を「常駐プロセス数 ,
総プロセス数」の形式で指定します。

2,4 ○

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更

service_group サービスグループ名を指定します。 hmpn_retry_srvgrp ○

service このサービスグループに属するサービス名
とそのサービスを提供するエントリポイン
ト名の組を「サービス名 =エントリポイ
ント名」の形式で指定します。

hmpn_retry=hmpn_retry
，
hmpn_health=hmpn_hea
lth

○※

module 実行形式プログラム名を指定します。 HMpnRet ×

hold サービスグループ下のサービスを実行中に
サーバプロセスが異常終了した場合，この
サービスグループ，またはサービスを閉塞
するかどうかを指定します。

N ×

hold_recovery 全面回復時にサービスグループ，および
サービスの閉塞状態を引き継ぐかどうかを
指定します。

N ×

atomic_update サービスグループのプロセスでトランザク
ションを発生させるかどうかを指定しま
す。

N ×

receive_from サービス関数が何を使ってメッセージを受
信するかを指定します。

queue ×

type このサービスグループの種別を指定しま
す。

other ×

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更
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（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

注※
エントリポイント名は，変更できません。

（17） MPNセンタ要求監視 SUP用ユーザサービス定義（HMpnWat）

MPNセンタ要求監視 SUP用ユーザサービス定義には，サンプルファイルがあります。
サンプルファイルの項目には，定義値を変更できる項目と変更できない項目があります。
変更できる項目は，必要に応じて，定義値を変更してください。

サンプルファイルの項目を次の表に示します。表中にない項目については，環境に合わ
せて定義できます。

critical サービスグループを実行中に UAPが異常
終了した場合の OpenTP1システムの処置
を指定します。

N ×

service_hold サービスグループ下のサービスについて，
サービス単位の閉塞管理をするかどうかを
指定します。

Y ×

node_down_restar
t

OpenTP1再開始時，該当するユーザサー
バを自動起動するかどうかを指定します。

N ×

server_type サービス関数の呼び出し時，OpenTP1の
パラダイムに従うか，XATMIのパラダイ
ムに従うかを指定します。

"betran" ×

cancel_normal_te
rminate

このユーザサーバで，dcsvstopコマンド
での正常終了を抑止するかどうかを指定し
ます。

N ×

service_term_wat
ch_time

ユーザサーバのサーバプロセスが，同一
サービス実行中に異常終了した回数を監視
する限界経過時間（単位：分）を指定しま
す。0を指定した場合は，このオペランド
を指定しなかったとみなし，時間監視をし
ません。

0 ×

schedule_method ユーザサーバのスケジューリング方式を指
定します。

msgque ×

term_watch_time ユーザサーバのサーバプロセスが異常終了
した回数を監視する限界経過時間（単位：
分）を指定します。0を指定した場合は，
時間監視をしません。

30 ○

parallel_count このサービスグループ内のサービスを並行
処理するプロセス数を「常駐プロセス数 ,
総プロセス数」の形式で指定します。

1 ×

項目名 説明 サンプルファイルの値 変更
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表 4-18　MPNセンタ要求監視 SUP用ユーザサービス定義

（凡例）
○：変更できる
×：変更できない

項目名 説明 サンプルファイ
ルの値

変更

module 実行形式プログラム名を指定します。 HMpnWat ×

atomic_update サービスグループのプロセスでトランザクション
を発生させるかどうかを指定します。

N ×

receive_from サービス関数が何を使ってメッセージを受信する
かを指定します。

none ×

auto_restart サービスグループを実行中に UAPが異常終了し
た場合のサービスグループの処置を指定します。

Y ×

critical サービスグループを実行中に UAPが異常終了し
た場合の OpenTP1システムの処置を指定します。

Y ×

node_down_restart OpenTP1再開始時，該当するユーザサーバを自
動起動するかどうかを指定します。

N ×

term_watch_time ユーザサーバのサーバプロセスが異常終了した回
数を監視する限界経過時間（単位：分）を指定し
ます。0を指定した場合は，時間監視をしません。

30 ○
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4.2　HiRDBの定義

HiRDBの定義は，テキスト形式の定義ファイルに記述します。ここでは，HA構成で
HiRDBと通信サーバ for Bankを同一マシン上に構築する場合に必要な定義項目だけを
説明します。

ここで説明する定義項目以外の定義項目については，マニュアル「スケーラブルデータ
ベースサーバ HiRDB Version 6　システム定義（UNIX(R)用）」または，マニュアル
「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　システム定義（UNIX(R)用）」を
参照してください。

4.2.1　HiRDBの定義の手順
HiRDBの定義は，次の手順で行ってください。また，HiRDBと通信サーバ for Bankを
同一マシン上に構築する場合に定義してください。

1. 定義ファイルを作成する
HiRDBの定義には，サンプルファイルがありません。定義ファイルについては
「4.2.2　HiRDBの定義項目」を参照してください。

2. 定義ファイルを編集する
必要に応じて，定義ファイルを編集してください。

3. 定義ファイルを所定のディレクトリに格納する

定義ファイルの編集方法，および定義ファイルの格納先については，マニュアル「ス
ケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　システム定義（UNIX(R)用）」また
は，マニュアル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　システム定義
（UNIX(R)用）」を参照してください。

4.2.2　HiRDBの定義項目
HiRDBの定義ファイルの一覧を次に示します。

表 4-19　HiRDBの定義ファイルの一覧

（凡例）
×：サンプルファイルがない

次に，HiRDBの定義を説明します。なお，項目については，マニュアル「スケーラブル
データベースサーバ HiRDB Version 6　システム定義（UNIX(R)用）」または，マニュ

ファイル名 定義の種類 サンプルファイルの有無

pdsys システム共通定義 ×

pdutsys ユニット制御情報定義 ×
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アル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　システム定義（UNIX(R)
用）」を参照してください。また，各定義ファイルの記述例については，「4.6　定義ファ
イルの記述例（通信サーバ for Bank単独での HA構成の場合）」または，「4.7　定義
ファイルの記述例（通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方での HA構成の場合）」
を参照してください。

（1） システム共通定義（pdsys）

システム共通定義には，サンプルファイルがありません。ファイルを作成し，次の表に
示す項目を必ず指定してください。表中にない項目については，環境に合わせて定義で
きます。

表 4-20　システム共通定義

（凡例）
×：必ず「定義値」欄の値を指定する

（2） ユニット制御情報定義（pdutsys）

ユニット制御情報定義には，サンプルファイルがありません。ファイルを作成し，次の
表に示す項目を必ず指定してください。表中にない項目については，環境に合わせて定
義できます。

表 4-21　ユニット制御情報定義

（凡例）
×：必ず「定義値」欄の値を指定する

項目名 説明 定義値 定義値の変更

pd_ha 系切り替えを使用す
るかどうかを指定し
ます。

use ×

pd_mode_conf HiRDBの開始方法を
指定します。

MANUAL2 ×

項目名 説明 定義値 定義値の変更

pd_ha_acttype 系切り替えを使用す
る場合に，サーバ
モードでの系切り替
えを指定します。

server ×



4.　システム定義

73

4.3　通信サーバシステム定義
通信サーバシステム定義は，通信サーバ for Bankの動作を制御するための定義です。通
信サーバシステム定義は，テキスト形式の定義ファイルに記述します。

4.3.1　通信サーバシステム定義の手順
通信サーバシステム定義は，次の手順で行ってください。

1. サンプルファイル（HMpnSvConf.online）を任意のディレクトリにコピーする
サンプルファイルは，次のディレクトリに格納されています。
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/examples
コピーしたファイルを定義ファイルとして使用してください。

2. ファイルのアクセス権を変更する
コピーした定義ファイルに，書き込み権限を追加してください。

3. 定義ファイルを編集する
「4.3.2　通信サーバシステム定義ファイルの記述方法」を参照して，定義ファイルを
編集してください。

4. 手順 3で指定したディレクトリおよびファイルのアクセス権を確認する
通信サーバシステム定義に指定したディレクトリおよびファイルのアクセス権を確認
してください。設定するアクセス権については，「4.3.4　通信サーバシステム定義に
指定するディレクトリおよびファイルのアクセス権」を参照してください。

5. 定義ファイルをマージする
通信サーバ Baseについての定義と手順 3で編集した定義を合わせて，一つのファイ
ルにしてください。通信サーバ Baseについての定義については，マニュアル
「Hitachi Multi Payment Network communications server Base」を参照してくださ
い。

6. ファイル名を変更する
手順 5で作成したファイルの名前を「HMpnSvConf」に変更してください。

7. 定義ファイルをチェックする
定義チェックコマンド（hmpndefchk）を実行して，定義ファイルの内容をチェック
してください。
定義チェックコマンドについては，マニュアル「Hitachi Multi Payment Network 
communications server Base」を参照してください。

8. 定義ファイル（HMpnSvConf）を所定のディレクトリに格納する
定義ファイルは，次のディレクトリに格納してください。
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/conf

9. ファイル初期化コマンド（hmpnrawinit）を実行する
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次のどちらかに当てはまるときは，ファイル初期化コマンドを「-i」オプションを指
定して実行してください。これ以外のときは，この操作は必要ありません。
• セットアップコマンド（hmpnsetup）実行後，初めて通信サーバシステム定義を定
義した

• ロウ論理ボリュームまたは通信サーバシステム定義の「RAW_NAME_TUBANBK」
または「RAW_NAME_SRVCND」の定義値を変更した

ファイル初期化コマンドについては，「10.3　コマンドの詳細　hmpnrawinit（ファ
イル初期化）」を参照してください。ロウ論理ボリュームについては，「3.4.5　ロウ論
理ボリュームの作成」を参照してください。

注意
定義ファイルの変更は，必ず通信サーバが停止している状態で実行してください。

4.3.2　通信サーバシステム定義ファイルの記述方法
定義ファイルの記述形式，および記述時の注意事項について説明します。

（1） 記述形式

定義ファイルは，次の形式で記述します。

タグ
定義ファイル中では，「[」で始まり，「]」で終わる行が，タグとして扱われます。定
義ファイルの項目は，定義の内容によって分類されています。各項目は，決められ
たタグの下に記述してください。定義項目の分類については，「4.3.3　通信サーバシ
ステム定義の定義項目」を参照してください。

セクション
あるタグから，次のタグの前までの 1行以上の定義をセクションといいます。

定義名
定義ファイルの項目は，定義名ごとに記述します。定義ファイル中では，「[」で始
まり，「]」で終わる行以外が，定義名が含まれる行として扱われます。定義名のあ
とには，必ず「=」を記述してください。

定義値

[タグ]
定義名="定義値"　　　　　#コメント
　　　：
定義名="定義値"
 
[タグ]
定義名="定義値"　　　　　#コメント
　　　：
定義名="定義値"
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定義名に対する値を設定します。定義ファイル中では，「=」のあとに記述します。
定義値には，文字列型と数字型の値を指定できます。定義値が文字列の場合は，必
ず「""」で囲んでください。定義値が数字の場合は，「""」で囲む必要はありません。
また，「推奨値」欄の「,」は実際に定義する場合は不要です。

コメント
定義以外に補足する情報がある場合に記述します。コメントは，「#」のあとに記述
してください。

（2） 注意事項

定義ファイルを記述するときは，次の点に注意してください。

定義ファイル全体について
• 1行に記述できる文字列は，2,048文字までです。一つの定義が 2,048文字を超え
る場合は，「,」で区切って，複数行に分けてください。

• 最後の行の末尾では，必ず改行してください。
• マルチバイトコードを含む定義は記述できません。ただし，コメントの場合は記
述できます。

タグについて
• 同じセクション内に，同じタグ名を記述できません。
• [COMMON]タグは，必ず定義ファイルの先頭に記述してください。[COMMON]
タグについては，「4.3.3　通信サーバシステム定義の定義項目」を参照してくださ
い。

定義名について
一つのセクションの中に，同じ定義名を複数記述することはできません。

定義値について
値には，指定属性値以外の値（記号，スペース，タブなど）を使用しないでくださ
い。

4.3.3　通信サーバシステム定義の定義項目
通信サーバシステム定義には，次の種類があります。通信サーバシステム定義の項目は，
通信サーバ for Bankが指定する制限内であれば，すべての項目に任意の値を設定できま
す。

表 4-22　通信サーバシステム定義の種類

定義の種類 タグ

共通定義 [COMMON]

文字コード変換機能定義 [HMPN/CODE]

DB接続リトライ機能定義 [HMPN/DB]
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収納サービス定義には，一般収納サービス定義，国庫金収納サービス定義，および地公
体収納サービス定義があります。定義するときは，このうちの提供するサービスについ
てだけ，定義してください。提供しないサービスについては，定義する必要はありませ
ん。

また，各定義ファイルの記述例については，「4.6　定義ファイルの記述例（通信サーバ
for Bank単独での HA構成の場合）」または，「4.7　定義ファイルの記述例（通信サーバ
Baseと通信サーバ for Bank双方での HA構成の場合）」を参照してください。

（1） 共通定義

共通定義の項目を次の表に示します。共通定義は，[COMMON]タグのセクションに記
述します。

表 4-23　共通定義

（凡例）
－：該当なし

注※
使用できる記号については，MPNの仕様に従ってください。

（2） 文字コード変換機能定義

文字コード変換機能定義の項目を次の表に示します。文字コード変換機能定義は，
[HMPN/CODE]タグのセクションに記述します。

オンライン定義 [HMPN/OL]

HA定義 [HMPN/HA]

収納サービス定義 一般収納サービス定義 [GENERAL_RECEIPT]

国庫金収納サービス定義 [NATIONAL_RECEIPT]

地公体収納サービス定義 [LOCAL_RECEIPT]

定義名 定義内容 定義値の条件 推奨値 説明

 
CENTER_C
ODE

センタコード <英字の大文
字，記号※，
数字 >（10
桁）

－ 自センタコードを指定します。この
定義値を基に，通信サーバ for Bank
は共通ソフトウェアのキューマネー
ジャー名を決定します。

定義の種類 タグ



4.　システム定義

77

表 4-24　文字コード変換機能定義

（凡例）
－：該当なし

注※
「OWN_NAME」および「MPN_NAME」には，AIX 5Lがサポートするコードセット・コン
バーターによって相互に変換できる日本語コードセットを指定してください。コードセット・
コンバーターについては，AIX 5Lのマニュアルを参照してください。

（3） DB接続リトライ機能定義

DB接続リトライ機能定義の項目を次の表に示します。DB接続リトライ機能定義は，
[HMPN/DB]タグのセクションに記述します。

表 4-25　DB接続リトライ機能定義

注意

これらの定義は，HAモニタが系を監視する間隔，DBサーバの起動に掛かる時間などを考慮し
て，値を決定してください。指定した値が小さ過ぎると，DBサーバが起動する前に，DBとの
接続がエラーとなり，通信サーバがダウンするおそれがあります。指定した値が大き過ぎると，
重大な障害が発生して DBサーバと接続できなくなった場合，エラーリターンするまでに時間

定義名 定義内容 定義値の条件 推奨値 説明

 
OWN_NAM
E

動作環境で使用す
る文字コードセッ
ト名

AIX 5Lのコー
ドセット・コ
ンバーター
（iconv）でサ
ポートされて
いる日本語
コードセット
※

IBM-943 通信サーバ for Bankで使
用する文字コードセット
名を指定します。

 
MPN_NAM
E

MPNセンタで使
用する文字コード
セット名

AIX 5Lのコー
ドセット・コ
ンバーター
（iconv）でサ
ポートされて
いる日本語
コードセット
※

JISX0208.1983-
GL

MPN仕様上の文字コード
の規定を満たす日本語
コードセットを指定しま
す。

定義名 定義内容 定義値の条件 推奨値 説明

 
CONNECT
_RETRY_T
IMES

DB再接続リトラ
イ回数

<符号なし整数
>((0～ 2,048))

15 DBとの接続にエラーが発生した
場合に，接続をリトライする回数
を指定します。0を指定した場合
は，リトライしません。

 
CONNECT
_RETRY_I
NTERVAL

DB接続リトライ
間隔（単位：秒）

<符号なし整数
>((1～ 10))

1 DBとの接続がエラーになった場
合に接続をリトライする間隔を指
定します。
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が掛かります。
また，これらの定義は，OpenTP1のシステム環境定義（env）の「system_init_watch_time」
の値とも調整して，値を決定してください。

（4） オンライン定義

オンライン定義の項目を次の表に示します。オンライン定義は，[HMPN/OL]タグのセ
クションに記述します。

表 4-26　オンライン定義

定義名 定義内容 定義値の条
件

推奨値 説明

 
MAX_TRAN
_NUM

有効トランザク
ション数

<符号なし整
数 >((9～
49,999))

－※ 1 通信サーバ for BankとMPNセンタと
の間のトランザクション数の最大値を指
定します。

 
AUTO_OPE
N

自動開局 <文字列
>{AUTO|M
ANUAL}

MANU
AL

通信サーバ for Bank起動時に，自動開
局する場合は「AUTO」，手動開局する
場合は「MANUAL」を指定します。

 
ONLINE_S
EISA

カウンタ通知要
否

<文字列
>{ON|OFF}

ON 閉局時にカウンタ通知電文を受信する場
合は「ON」，受信しない場合は「OFF」
を指定します。

 
OPEN_RET
RY_INTER
VAL

開始要求送出間
隔タイマ（単
位：秒）

<符号なし整
数 >((0～
290))

10 開始要求がタイムアウトになった場合の
再送間隔を指定します。

 
OPEN_RET
RY_TIMES

開始要求送出回
数

<符号なし整
数 >((0～ 2))

0 開始要求の再送回数を指定します。

 
ONLINE_S
TATUS

オンライン収納
サービス状態引
き継ぎ

<文字列
>{ON|OFF}

ON OpenTP1に障害が発生したために通信
サーバ for Bankを再起動した場合に，
開閉局状態を引き継ぐときは「ON」，引
き継がないときは「OFF」を指定しま
す。
HA構成で通信サーバ for Bankを構築
する場合は，必ず「ON」を指定してく
ださい。

 
REC_WATC
H_TIMER

MPNセンタ要
求監視 SUP受
信監視タイマ
（単位：秒）

<符号なし整
数 >((1～
10))

5※ 2 MPNセンタ要求監視 SUPがMPNセ
ンタからの開始要求および終了準備要求
を監視する間隔を指定します。

 
REC_SUP_
CNF_TIME
R

開閉局制御 SPP
状態確認タイマ
（単位：秒）

<符号なし整
数 >((30～
300))

60 MPNセンタ要求監視 SUPがMPNセ
ンタからの開始要求および終了準備要求
を受信するときに，開閉局制御 SPPの
起動完了を監視する間隔を指定します。

 
MPN_OL_S
OFT_ENV_
FILE

共通ソフトウェ
アの環境設定
ファイル（オン
ライン電文用）

<パス名 >
（1～ 255文
字）

－ 共通ソフトウェアの環境設定ファイル
（オンライン電文用）を絶対パスで指定
します。
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MPN_OL_S
OFT_MQ_S
TT_SH

共通ソフトウェ
ア起動コマンド

<パス名 >
（1～
PATH_MAX
文字）

－ 共通ソフトウェアの起動コマンドを絶対
パスで指定します。

 
MPN_OL_S
OFT_MQ_S
TP_SH

共通ソフトウェ
ア停止コマンド

<パス名 >
（1～
PATH_MAX
文字）

－ 共通ソフトウェアの停止コマンドを絶対
パスで指定します。

 
TRC_FILE_
SIZE

プロセス別ト
レースのファイ
ルサイズ（単
位：バイト）

<符号なし整
数 >((4,096
～
2,147,483,64
7))

300,000 一つのプロセス別トレースファイルの最
大サイズを指定します。

 
TRC_FILE_
NUM

プロセス別ト
レースファイル
数

<符号なし整
数 >((1～
16))

7※ 6 プロセス別トレースのファイル数を指定
します。

 
TRC_LEVE
L

トレースレベル <符号なし整
数
>{0|10|20|
30}

10※ 3 トレース出力レベルを指定します。指定
方法については，マニュアル「Hitachi 
Multi Payment Network 
communications server Base」を参照し
てください。

 
TRC_PRC_
LEVEL

プロセス別ト
レースしきい値

<符号なし整
数
>{0|10|20|
30}

0※ 3 プロセス別トレースのしきい値を指定し
ます。指定方法については，マニュアル
「Hitachi Multi Payment Network 
communications server Base」を参照し
てください。

 
TRC_SHM_
LEVEL

統合トレースの
しきい値

<符号なし整
数
>{0|10|20|
30}

0※ 3 統合トレースのしきい値を指定します。
指定方法については，マニュアル
「Hitachi Multi Payment Network 
communications server Base」を参照し
てください。

 
RAW_NAM
E_SRVCND

オンライン状態
格納ファイル用
ロウ論理ボ
リューム名

<パス名 >
（1～
PATH_MAX
文字）

－※ 4 オンライン状態格納ファイル用ロウ論理
ボリューム名を絶対パスで指定します。

 
RAW_NAM
E_TUBANB
K

仕向処理通番
ファイル用ロウ
論理ボリューム
名

<パス名 >
（1～
PATH_MAX
文字）

－※ 4 仕向処理通番ファイル用ロウ論理ボ
リューム名を絶対パスで指定します。

 
OPENTP1_
WATCH_TI
MER

OpenTP1異常
終了監視タイマ
（単位：秒）

<符号なし整
数 >((1～
1,200))

10 OpenTP1が停止しているかどうかを監
視する間隔を指定します。

定義名 定義内容 定義値の条
件

推奨値 説明
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（凡例）
－：該当なし

注※ 1
コマンドによる手動再送を使用しない場合は，OpenTP1の照会 SPP用ユーザサービス定義，
消込 SPP用ユーザサービス定義，および取消 SPP用ユーザサービス定義の「parallel_count」
の値の合計値よりも大きな値を指定してください。OpenTP1の定義については，「4.1　
OpenTP1の定義」を参照してください。

 
OPENTP1_
WATCH_CO
UNT

OpenTP1異常
終了監視回数

<符号なし整
数 >((1～
1,000))

3 OpenTP1が異常終了していると判断す
る回数を指定します。OpenTP1の起動
状態を監視し，連続して停止状態だった
回数が，ここに指定した値を超えた場
合，OpenTP1が異常終了していると判
断されます。

 
RESEND_S
TOP_MODE

停止時再送打ち
切り

<文字列
>{RESEND
|STOP}

RESEN
D

通信サーバ for Bankを停止するとき，
再送処理中の取引があった場合の再送の
扱いを指定します。
RESEND：再送を続けたあと停止しま
す。
STOP：再送を打ち切って停止します。

 
ERR_FILE_
SIZE

エラー電文ファ
イルサイズ（単
位：バイト）

<符号なし整
数
>((307,200
～
2,147,483,64
7))

400,000 エラー電文ログファイル１個当たりの最
大サイズを指定します。

 
ERR_FILE_
NUM

エラー電文ファ
イル数

<符号なし整
数 >((1～
16))

7 エラー電文ログファイル数を指定しま
す。

 MY_HOST 自ホスト名 <英数字 >
（1～ 63文
字）

－ 自ホストのホスト名称を指定します。
OpenTP1のシステム共通定義の
「my_host」の値を指定してください。
ただし，「my_host」を省略，または
「MYHOST」を指定した場合は，
hostnameコマンドを実行して得られた
ホスト名を指定してください。

CHANNEL_
NAME

チャネル名 <文字列 >
半角文字だ
け使用でき
ます。

－ 共通ソフトウェアのキューマネージャー
（オンライン電文用）を作成した際に指
定したチャネル名を
「CHANNEL_NAME="送信チャネル 1:
受信チャネル 1,送信チャネル 2:受信
チャネル 2"」の形式で指定します。
指定できるチャネルは，最大で 100系で
す。なお，最低でも 1系分の送受信チャ
ネルを指定する必要があります。
文字列を区切る場合は，「:」および「,」
を使用してください。※ 5

定義名 定義内容 定義値の条
件

推奨値 説明



4.　システム定義

81

コマンドによる手動再送を使用する場合は，「parallel_count」の合計値に，再送待ちになって
もよい取引の数の最大値を加えた値よりも大きな値を指定してください。
「MAX_TRAN_NUM」の定義値の算出式を次に示します。

注※ 2
「REC_WATCH_TIMER」に設定した時間が経過するたびにMPNセンタ要求監視 SUPを終了
するかどうかを確認するため，「REC_WATCH_TIMER」の値はプロセス停止に影響します。

注※ 3
システム構築時にテストする場合，トラブルシュート時に，詳細な障害情報が必要になった場
合などを除き，トレース出力レベル，プロセス別トレースのしきい値，および統合トレースの
しきい値は推奨値を指定してください。
トレース出力レベル，プロセス別トレースしきい値および統合トレースのしきい値の詳細につ
いては，マニュアル「Hitachi Multi Payment Network communications server Base」を参照
してください。

注※ 4
「RAW_NAME_SRVCND」と「RAW_NAME_TUBANBK」には，異なるロウ論理ボリューム
を指定してください。また，通信サーバ Baseで使用するロウ論理ボリュームを指定しないでく
ださい。
ロウ論理ボリュームについては，「3.4.5　ロウ論理ボリュームの作成」を参照してください。

注※ 5
チャネル名を複数行に分けて指定する場合は，次のように指定してください。

注※ 6
見積もり方法については，「4.5.1　トレースファイルの見積もり」を参照してください。システ
ム構築時に，テストを実施する場合を除き，プロセス別トレースファイル数は 2以上を指定し
てください。

（5） HA定義

HA定義の項目を次に示します。HA定義は [HMPN/HA]タグのセクションに記述しま
す。また，この定義の「HA_KIND」および「SV_GRP」は，必ず両方指定してくださ
い。この定義は，HA構成で構築する場合に必要です。

（MAX_TRAN_NUM定義値）＞（parallel_countの合計値）＋（再送待ちになってもよい取引の数）

CHANNEL_NAME="TO.N0000000000:TO.N9999900000,",
             "TO.N0000000001:TO.N9999900000"
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表 4-27　HA定義

（凡例）
－：該当なし

注※
通信サーバ for Bankが監視するプロセスが障害によって停止した場合，この項目にサーバ識別
名，またはグループ名を設定し，HAモニタの系切り替えコマンド（monswap）を実行します。
通信サーバ for Bankが監視するプロセスとは，OpenTP1監視プロセス，SPP障害監視プロセ
ス，および共通ソフトウェアです。

（6） 収納サービス定義

収納サービス定義には，一般収納サービス定義，国庫金収納サービス定義，および地公
体収納サービス定義があり，それぞれ [GENERAL_RECEIPT]タグ，
[NATIONAL_RECEIPT]タグ，および [LOCAL_RECEIPT]タグのセクションに記述し
ます。定義ファイルには，このうちの提供するサービスの定義だけを記述してください。
提供しないサービスのセクションは，タグを含めて削除するか，行頭に「#」を挿入して
コメント文にしてください。

収納サービス定義を次の表に示します。一般収納サービス定義，国庫金収納サービス定
義，および地公体収納サービス定義の項目は，すべて共通です。なお，各定義内の項目
は，すべて記述してください。

定義名 定義内容 定義値の条件 推奨値 説明

HA_KIND 通信サーバ for 
Bankおよび
HiRDBの構成の
種別

{SRV|GRP} － • 通信サーバ for Bank単独
での HA構成の場合，通
信サーバ for Bankと
HiRDBを別のマシンに
構成するときは，「SRV」
を指定します。また，通
信サーバ for Bankと
HiRDBを同じマシンに
構成するときは，「GRP」
を指定します。

• 通信サーバ Baseと通信
サーバ for Bank双方での
HA構成の場合，「GRP」
を指定します（HiRDB
の構成は任意）。

SV_GRP※ HAモニタの監視
対象名

<アルファ
ベットおよび
数字 >（1～
8文字）
ただし，先頭
にはアルファ
ベットだけを
指定できま
す。

－ •「HA_KIND」に「SRV」
を指定した場合，
OpenTP1を監視対象サー
バとするサーバの識別名
を指定します。

•「HA_KIND」に「GRP」
を指定した場合，監視対
象サーバをグループ化し
た，サーバグループ名を
指定します。
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表 4-28　収納サービス定義

定義名 定義内容 定義値の条件 推奨値 説明

 REF_USV 照会ユーザサー
バ名

<識別子 >（1～ 8
文字）

－ OpenTP1の照会 SPP名を指定し
ます。

 
REF_SVGR
P

照会サービスグ
ループ名

<識別子 >（1～
31文字）

－ OpenTP1の照会 SPP用ユーザ
サービス定義で指定したサービス
グループ名（service_group）を指
定します。

 REF_SV 照会サービス名 <識別子 >（1～
31文字）

－ OpenTP1の照会 SPP用ユーザ
サービス定義で指定したサービス
名（service）を指定します。

 PAY_USV 消込ユーザサー
バ名

<識別子 >（1～ 8
文字）

－ OpenTP1の消込 SPP名を指定し
ます。

 
PAY_SVGR
P

消込サービスグ
ループ名

<識別子 >（1～
31文字）

－ OpenTP1の消込 SPP用ユーザ
サービス定義で指定したサービス
グループ名（service_group）を指
定します。

 PAY_SV 消込サービス名 <識別子 >（1～
31文字）

－ OpenTP1の消込 SPP用ユーザ
サービス定義で指定したサービス
名（service）を指定します。

 CAN_USV 取消ユーザサー
バ名

<識別子 >（1～ 8
文字）

－ OpenTP1の取消 SPP名を指定し
ます。

 
CAN_SVGR
P

取消サービスグ
ループ名

<識別子 >（1～
31文字）

－ OpenTP1の取消 SPP用ユーザ
サービス定義で指定したサービス
グループ名（service_group）を指
定します。

 CAN_SV 取消サービス名 <識別子 >（1～
31文字）

－ OpenTP1の取消 SPP用ユーザ
サービス定義で指定したサービス
名（service）を指定します。

 
PAY_RESE
ND_INTER
VAL

再送確認通知送
出間隔タイマ
（消込サービス）
（単位：秒）

<符号なし整数
>((585～ 3,510))

585 消込依頼電文がタイムアウトに
なった場合の再送間隔を指定しま
す。

 
PAY_RESE
ND_TIMES

再送確認通知送
出回数（消込
サービス）

<符号なし整数
>((0～ 5))

1 消込依頼電文の再送回数を指定し
ます。※

 
CAN_RESE
ND_INTER
VAL

再送確認通知送
出間隔タイマ
（取消サービス）
（単位：秒）

<符号なし整数
>((585～ 3,510))

585 取消依頼電文がタイムアウトに
なった場合の再送間隔を指定しま
す。

 
CAN_RESE
ND_TIMES

再送確認通知送
出回数（取消
サービス）

<符号なし整数
>((0～ 5))

1 取消依頼電文の再送回数を指定し
ます。※
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（凡例）
－：該当なし

注※
電文の再送についての詳細は，「8.3.3　電文の再送」を参照してください。

4.3.4　通信サーバシステム定義に指定するディレクトリおよ
びファイルのアクセス権

通信サーバシステム定義のオンライン定義（[HMPN/OL]）に指定するディレクトリおよ
びファイルには，適切なアクセス権を設定しておく必要があります。適切なアクセス権
が設定されていないと，通信サーバ for Bankは処理を正常に実行できません。

そのため，通信サーバシステム定義を作成したあとには，指定したディレクトリおよび
ファイルのアクセス権を確認してください。各ディレクトリおよびファイルには，次に
示す値以上のアクセス権が必要です。

なお，定義チェックコマンド（hmpndefchk）を実行すると，これらのアクセス権が
チェックされます。定義チェックコマンドについては，マニュアル「Hitachi Multi 
Payment Network communications server Base」を参照してください。

表 4-29　通信サーバシステム定義に指定するディレクトリおよびファイルのアクセス権

PAY_CMD_
RETRY

コマンドによる
手動再送要否
（消込）

<文字列 >{Y|N} － 「Y」を指定すると，電文再送コマ
ンド（hmpnretry），または複数電
文再送コマンド（hmpnretryall）
を実行するタイミングで再送処理
をします。この定義を省略した場
合，「N」が指定されます。※

CAN_CMD_
RETRY

コマンドによる
手動再送要否
（取消）

<文字列 >{Y|N} － 「Y」を指定すると，電文再送コマ
ンド，または複数電文再送コマン
ドを実行するタイミングで再送処
理をします。この定義を省略した
場合，「N」が指定されます。※

定義内容 アクセス権 通信サーバシステム定義の定義名

共通ソフトウェアの環境設定ファイル（オンラ
イン電文用）

440 MPN_OL_SOFT_ENV_FILE

共通ソフトウェア起動コマンド 550 MPN_OL_SOFT_MQ_STT_SH

共通ソフトウェア停止コマンド 550 MPN_OL_SOFT_MQ_STP_SH

オンライン状態格納ファイル用ロウ論理ボ
リューム名

660 RAW_NAME_SRVCND

仕向処理通番ファイル用ロウ論理ボリューム名 660 RAW_NAME_TUBANBK

定義名 定義内容 定義値の条件 推奨値 説明
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4.4　HAモニタの定義

HAモニタの定義は HA環境を構築するための定義です。HAモニタの定義は，テキスト
形式の定義ファイルに記述します。

4.4.1　HAモニタの定義の手順
HAモニタの定義は次の手順で行ってください。

1. 定義ファイルを作成する
HAモニタの定義には，サンプルファイルがありません。定義ファイルについては，
「4.4.2　HAモニタの定義項目」を参照してください。

2. 定義ファイルを編集する
必要に応じて，定義ファイルを編集してください。

3. 定義ファイルを所定のディレクトリに格納する

定義ファイルの編集方法，および定義ファイルの格納先については，マニュアル「高信
頼化システム監視機能　HAモニタ」を参照してください。

4.4.2　HAモニタの定義項目
HAモニタの定義ファイルの一覧を次に示します。なお，障害時に系切り替えする場合に
備え，HiRDBおよび OpenTP1で LANの状態設定ファイルを作成します。LANの状態
設定ファイルの作成については「4.4.3　LANの状態設定ファイルの作成」を参照してく
ださい。

表 4-30　HAモニタの定義ファイル一覧

（凡例）
×：サンプルファイルがない

次に，HAモニタの定義をファイルごとに説明します。各項目の詳細については，マニュ
アル「高信頼化システム監視機能　HAモニタ」を参照してください。また，各定義ファ
イルの記述例については，「4.6　定義ファイルの記述例（通信サーバ for Bank単独での
HA構成の場合）」または，「4.7　定義ファイルの記述例（通信サーバ Baseと通信サー
バ for Bank双方での HA構成の場合）」を参照してください。

ファイル名 定義の種類 サンプルファイルの有無

servers サーバの環境設定 ×

sysdef HAモニタの環境設定 ×
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（1） サーバの環境設定（servers）

サーバ（HiRDB，OpenTP1および通信サーバ Base）の環境設定をします。

サーバの環境設定では，次の 2種類の定義文を使用します。

• server定義文
• resource定義文

設定するサーバおよび定義文は，HA構成の形態によって異なります。

（a）通信サーバ for Bank単独での HA構成の場合

● 通信サーバ for Bankだけを切り替える構成

次の定義文を使用します。

server定義文
サンプルファイルはありません。ファイルを作成し，次の表に示す項目を必ず定義
してください。これらは，現用系と予備系で同じ値を指定してください。
表中にない項目については，環境に合わせて定義できます。
この定義文では，HiRDBと OpenTP1についての定義が必要です。ただし，
HiRDBと通信サーバ for Bankを別のマシンに構築する場合は，OpenTP1の定義だ
けを作成してください。

表 4-31　server定義文（通信サーバ for Bank単独での HA構成－通信サーバ for Bankだ
けを切り替える場合）

項目名 説明 定義値（HiRDB） 定義値（OpenTP1） 定義値
の変更

name HiRDB，OpenTP1のそ
れぞれのセットアップ
ディレクトリを絶対パス
で指定してください。

任意 任意 ○

alias HA定義の「HA_KIND」
に「SRV」を指定した場
合は，「SV_GRP」に指
定した値を指定してくだ
さい。それ以外の場合
は，サーバプログラムの
識別名（サーバの別名）
を任意に指定できます。

任意 任意 ○

acttype サーバの起動方法を指定
します。

server server ×
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（凡例）
○：「説明」欄の条件で，任意の値を指定できる
×：必ず「定義値」欄の値を指定する
－：該当しない

注※ 1
HiRDB，OpenTP1で共通の値となります。

注※ 2
exchange部分は変更できません。

● 通信サーバ Baseおよび通信サーバ for Bankを切り替える構成

次の定義文を使用します。

• server定義文
• resource定義文※

group HA定義の「HA_KIND」
に「GRP」を指定した場
合は，「SV_GRP」で指
定した値を指定してくだ
さい。切り替え種別に
は，「exchange」（連動系
切り替え）を指定してく
ださい。※ 1

グループ名
:exchange
（グループ名部分は任
意）

グループ名
:exchange
（グループ名部分は任
意）

○※ 2

switchtype サーバ障害を検出した場
合，系切り替えを行う指
定をします。

switch switch ×

disk 通信サーバのロウ論理ボ
リューム，および共通ソ
フトウェアのキューマ
ネージャー用の論理ボ
リュームを含むボリュー
ムグループ名を指定して
ください。

－ 任意 ○

lan_updown LANの状態設定ファイ
ルを使用するかどうかを
指定します。

use use ×

fs_name 共通ソフトウェアの
キューマネージャー用論
理ボリュームを絶対パス
で指定してください。

－ 任意 ○

fs_mount_dir 共通ソフトウェアの
キューマネージャー用論
理ボリュームをマウント
するディレクトリを絶対
パスで指定してくださ
い。

－ 任意 ○

項目名 説明 定義値（HiRDB） 定義値（OpenTP1） 定義値
の変更
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注※
この構成の場合，リソースサーバの使用を推奨します。

サンプルファイルはありません。ファイルを作成し，各定義文で，次に示す項目を必ず
定義してください。これらは，現用系と予備系で同じ値を指定してください。

server定義文
server定義文で必要な項目を次の表に示します。
この定義文では，HiRDB，OpenTP1についての定義が必要です。ただし，HiRDB
と通信サーバ for Bankを別のマシンに構築する場合は，OpenTP1の定義だけを作
成してください。
表中にない項目については，環境に合わせて定義できます。

表 4-32　server定義文（通信サーバ for Bank単独での HA構成－通信サーバ Baseおよ
び通信サーバ for Bankを切り替える場合）

項目名 説明 定義値（HiRDB） 定義値（OpenTP1） 定義値
の変更

name HiRDB，OpenTP1のそ
れぞれのセットアップ
ディレクトリを絶対パス
で指定してください。

任意 任意 ○

alias HA定義の「HA_KIND」
に「SRV」を指定した場
合は，「SV_GRP」に指
定した値を指定してくだ
さい。それ以外の場合
は，サーバプログラムの
識別名（サーバの別名）
を任意に指定できます。

任意 任意 ○

acttype サーバの起動方法を指定
します。

server server ×

group HA定義の「HA_KIND」
に「GRP」を指定した場
合は，「SV_GRP」で指
定した値を指定してくだ
さい。切り替え種別に
は，「exchange」（連動系
切り替え）を指定してく
ださい。※ 1

グループ名
:exchange
（グループ名部分は任
意）

グループ名
:exchange
（グループ名部分は任
意）

○※ 2

switchtype サーバ障害を検出した場
合，系切り替えを行う指
定をします。

switch switch ×
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（凡例）
○：「説明」欄の条件で，任意の値を指定できる
×：必ず「定義値」欄の値を指定する

注
ファイル転送機能，オンライン機能に関係する通信サーバおよび共通ソフトウェアのリソース
制御は，リソースサーバで行います。そのため，disk，fs_nameおよび fs_mount_dirは，
server定義文ではなく resource定義文で指定します。
ただし，ファイル転送機能，オンライン機能に関係ない HiRDBおよび OpenTP1のリソース制
御は，自サーバ，リソースサーバのどちらでも行えるため，環境に合わせて指定してください。

注※ 1
HiRDB，OpenTP1で共通の値となります。

注※ 2
exchange部分は変更できません。

resource定義文
resource定義文で必要な項目を次の表に示します。表中にない項目については，環
境に合わせて定義できます。

表 4-33　resource定義文（通信サーバ for Bank単独での HA構成－通信サーバ Baseお
よび通信サーバ for Bankを切り替える場合）

lan_updown LANの状態設定ファイ
ルを使用するかどうかを
指定します。

use use ×

parent 自サーバを起動するため
に必要なリソースサーバ
の識別名（リソースサー
バの別名）を指定してく
ださい。※ 1

任意 任意 ○

項目名 説明 定義値 定義値
の変更

alias server定義文の「parent」で指定した識別
名を指定してください。

任意 ○

group HA定義の「SV_GRP」で指定した値を指
定してください。切り替え種別には
「exchange」（連動系切り替え）を指定して
ください。

グループ名 :exchange
（グループ名部分は任意）

○※ 1

disk 通信サーバのロウ論理ボリューム，および
共通ソフトウェアのキューマネージャー用
の論理ボリュームを含むボリュームグルー
プ名を指定してください。※ 2

任意 ○

項目名 説明 定義値（HiRDB） 定義値（OpenTP1） 定義値
の変更
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（凡例）
○：「説明」欄の条件で，任意の値を指定できる

注※ 1
exchange部分は変更できません。

注※ 2
server定義文での指定内容と重複がないか確認してください。

（b）通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方での HA構成の場合

リソースサーバを使った連動系切り替えを行うため，次の定義文を使用します。

• server定義文
• resource定義文

サンプルファイルはありません。ファイルを作成し，各定義文で，次に示す項目を必ず
定義してください。これらは，現用系と予備系で同じ値を指定してください。

server定義文
server定義文で必要な項目を次の表に示します。
この定義文では，HiRDB，OpenTP1，および通信サーバ Baseついての定義が必要
です。ただし，HiRDBと通信サーバ for Bankを別のマシンに構築する場合は，
OpenTP1，および通信サーバ Baseの定義だけを作成してください。
表中にない項目については，環境に合わせて定義できます。

fs_name 共通ソフトウェアのキューマネージャー用
論理ボリューム，および通信サーバ Base
の受信ファイル格納ディレクトリ用論理ボ
リュームを絶対パスで指定してください。
※ 2

任意 ○

fs_mount_dir 共通ソフトウェアのキューマネージャー用
論理ボリュームをマウントするディレクト
リ，および通信サーバ Baseの受信ファイ
ル格納ディレクトリ用論理ボリュームをマ
ウントするディレクトリを絶対パスで指定
してください。※ 2

任意 ○

項目名 説明 定義値 定義値
の変更
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表 4-34　server定義文（通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方での HA構成）

項目名 説明 定義値（HiRDB） 定義値
（OpenTP1）

定義値（通信
サーバ Base）

※ 1

定義
値の
変更

name HiRDB，
OpenTP1ではそ
れぞれのセット
アップディレクト
リ，通信サーバ
Baseでは通信サー
バ起動シェル※ 2

の絶対パスを指定
してください。

任意 任意 任意 ○

alias HA定義の
「HA_KIND」に
「SRV」を指定した
場合は，
「SV_GRP」に指定
した値を指定して
ください。それ以
外の場合は，サー
バプログラムの識
別名（サーバの別
名）を任意に指定
できます。

任意 任意 任意 ○

acttype サーバの起動方法
を指定します。

server server monitor ×

termcomma
nd

作成したサーバの
終了コマンドを絶
対パスで指定して
ください。

－ － 任意 ○

group HA定義の
「SV_GRP」で指定
した値を指定して
ください。切り替
え種別には
「exchange」（連動
系切り替え）を指
定してください。
※ 3

グループ名
:exchange
（グループ名部分
は任意）

グループ名
:exchange
（グループ名部分
は任意）

グループ名
:exchange
（グループ名部
分は任意）

○※ 4

switchtype サーバ障害を検出
した場合，系切り
替えを行う指定を
します。

switch switch － ×

lan_updown LANの状態設定
ファイルを使用す
るかどうかを指定
します。

use use use ×
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（凡例）
○：「説明」欄の条件で，任意の値を指定できる
×：必ず「定義値」欄の値を指定する
－：該当しない

注
ファイル転送機能，オンライン機能に関係する通信サーバおよび共通ソフトウェアのリソース
制御は，リソースサーバで行います。そのため，disk，fs_nameおよび fs_mount_dirは，
server定義文ではなく resource定義文で指定します。
ただし，ファイル転送機能，オンライン機能に関係ない HiRDBおよび OpenTP1のリソース制
御は，自サーバ，リソースサーバのどちらでも行えるため，環境に合わせて指定してください。

注※ 1
通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方での HA構成の場合，通信サーバシステム定義の
[HMPN/FTHA]タグ下に「SRV_NAME」を指定しないでください。ただし，タグ名
（[HMPN/FTHA]）は指定する必要があります。

注※ 2
オプションを指定する場合は，「actcommand」を定義してください。

注※ 3
HiRDB，OpenTP1，および通信サーバ Baseで共通の値となります。

注※ 4
exchange部分は変更できません。

resource定義文
resource定義文で必要な項目を次の表に示します。表中にない項目については，環
境に合わせて定義できます。

waitserv_ex
ec

HAモニタの実行
サーバ起動完了処
理を実行する前に
「name」で指定し
たサーバの実行完
了を待つかどうか
を指定します。

－ － yes ×

parent 自サーバを起動す
るために必要なリ
ソースサーバの識
別名（リソース
サーバの別名）を
指定してください。
※ 3

任意 任意 任意 ○

項目名 説明 定義値（HiRDB） 定義値
（OpenTP1）

定義値（通信
サーバ Base）

※ 1

定義
値の
変更
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表 4-35　resource定義文（通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方での HA構成）

（凡例）
○：「説明」欄の条件で，任意の値を指定できる

注※ 1
exchange部分は変更できません。

注※ 2
server定義文での指定内容と重複がないか確認してください。

（2） HAモニタの環境設定（sysdef）

HAモニタの環境設定には，サンプルファイルがありません。ファイルを作成し，次の表
に示す項目を必ず定義してください。表中にない項目については，環境に合わせて定義
できます。

表 4-36　HAモニタの環境設定

項目名 説明 定義値 定義値
の変更

alias server定義文の「parent」で指定した識別
名を指定してください。

任意 ○

group HA定義の「SV_GRP」で指定した値を指
定してください。切り替え種別には
「exchange」（連動系切り替え）を指定して
ください。

グループ名 :exchange
（グループ名部分は任意）

○※ 1

disk 通信サーバのロウ論理ボリューム，および
共通ソフトウェアのキューマネージャー用
の論理ボリュームを含むボリュームグルー
プ名を指定してください。※ 2

任意 ○

fs_name 共通ソフトウェアのキューマネージャー用
論理ボリューム，および通信サーバ Base
の受信ファイル格納ディレクトリ用論理ボ
リュームを絶対パスで指定してください。
※ 2

任意 ○

fs_mount_dir 共通ソフトウェアのキューマネージャー用
論理ボリュームをマウントするディレクト
リ，および通信サーバ Baseの受信ファイ
ル格納ディレクトリ用論理ボリュームをマ
ウントするディレクトリを絶対パスで指定
してください。※ 2

任意 ○

定義文の種類 項目名 説明 定義値 定義値の変更

function usrcommand 共通ソフトウェア
を強制停止させる
シェルを絶対パス
で指定してくださ
い。

任意 ○
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（凡例）
○：「説明」欄の条件で，任意の値を指定できる

4.4.3　LANの状態設定ファイルの作成
サーバの切り離しおよび接続を制御するために HAモニタが使用するのが LANの状態設
定ファイルです。HA構成の場合，系切り替えの設定として，OpenTP1用の LANの状
態設定ファイルを必ず作成してください。また，HiRDB用の LANの状態設定ファイル
については，必要に応じて作成してください。なお，HiRDBと通信サーバ for Bankが
別のマシンに構築されている場合，HiRDB用の LANの状態設定ファイルは不要です。

次に示す LANの状態設定ファイルを HAモニタの環境設定用ディレクトリの下に作成し
ます。HAモニタの環境設定用ディレクトリは，HAモニタの定義ファイルの格納先と同
じです。

表 4-37　LANの状態設定ファイル

サンプルファイルの格納先，および各設定ファイルの記述方法については，マニュアル
「高信頼化システム監視機能　HAモニタ」を参照してください。

また，LANの状態設定ファイルの記述例については，「4.6　定義ファイルの記述例（通
信サーバ for Bank単独での HA構成の場合）」または，「4.7　定義ファイルの記述例
（通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方でのHA構成の場合）」を参照してくださ
い。

ファイルの形式 説明

（サーバ識別名）.up LANを接続する場合に使用します。

（サーバ識別名）.down LANを切り離す場合に使用します。
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4.5　トレースの設定
通信サーバシステム定義の設定には，プロセス別トレースのトレースファイルサイズお
よびトレースファイル数の見積もりが必要です。システム構築時にテストを実施すると
き，またはトラブルシュート時に詳細な障害情報が必要になったときには，トレース出
力レベルおよびしきい値の見直しが必要です。また，エラーが発生した電文の内容を記
録するために，エラー電文ファイルのファイルサイズおよびファイル数の見積もりが必
要です。

ここでは，プロセス別トレースのトレースファイルサイズとトレースファイル数の見積
もり方法，トレースの出力レベルとしきい値，およびエラー電文ファイルの見積もり方
法について説明します。通信サーバシステム定義については，「4.3　通信サーバシステ
ム定義」を参照してください。

4.5.1　トレースファイルの見積もり
プロセス別トレースのトレースファイルサイズおよびトレースファイル数の見積もり方
法を説明します。トレースファイルサイズおよびトレースファイル数は，それぞれ通信
サーバシステム定義（オンライン定義）の「TRC_FILE_SIZE」および
「TRC_FILE_NUM」に指定します。

次に，トレースファイルサイズおよびトレースファイル数の見積もり方法を示します。

1. 業務電文の件数，および日数を見積もる
次の項目の見積もりをしてください。
• 1日当たりに受信する業務電文（単位：件）
• トレース情報を保存する期間（単位：日）

（例）
1日当たりに受信する業務電文＝ 100件
トレース情報を保存する期間＝ 7日

2. 総ファイルサイズを算出する
手順 1で見積もった値から，総ファイルサイズを算出してください。
総ファイルサイズは，次の式によって算出します。トレースにはエラーメッセージな
ども出力されるため，手順 1で見積もった値に安全係数 1.25を掛けてください。

業務電文 1件当たりに出力するトレース量は，平均 2,400バイトです。
2,400（バイト）× 100（件）× 7（日）× 1.25＝ 2,100,000（バイト）
この場合は，約 2MBのファイルサイズが必要です。

3. トレースファイルサイズとトレースファイル数を決める
手順 2で見積もった値から，トレースファイルサイズおよびトレースファイル数を見

総ファイルサイズ＝ 1件当たりに出力するトレース量（バイト）× 1日当たりに受信する業務電文（件）
×トレース情報を保存する期間（日）× 1.25
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積もります。トレースファイルは複数個設定できます。トレースファイルサイズおよ
びトレースファイル数は，次の二つの方法で見積もることができます。

トレースファイルサイズから見積もる場合

（例）一つのトレースファイルサイズを 210,000バイトと仮定した場合
2,100,000（バイト）÷ 210,000（バイト）＝ 10（ファイル）※ 1

この場合，通信サーバシステム定義に指定する値は次のようになります。
TRC_FILE_NUM=10
TRC_FILE_SIZE=210,000※ 2

注※ 1
算出したトレースファイル数の値が整数でなかった場合は，小数点第一位を切り
上げてください。

注※ 2
通信サーバシステム定義に指定する時には，桁区切りの「,」を入れないでくださ
い。

トレースファイル数から見積もる場合

（例）トレースファイル数を 7と仮定した場合
2,100,000（バイト）÷ 7（ファイル）＝ 300,000（バイト）※ 1

この場合，通信サーバシステム定義に指定する値は次のようになります。
TRC_FILE_NUM=7
TRC_FILE_SIZE=300,000※ 2

注※ 1
算出したトレースファイルサイズの値が整数でなかった場合は，小数点第一位を
切り上げてください。

注※ 2
通信サーバシステム定義に指定する時には，桁区切りの「,」を入れないでくださ
い。

注意
システム構築時に，テストを実施する場合を除き，トレースファイル数には，2以
上を指定してください。

4.5.2　トレースの出力レベルとしきい値
通信サーバシステム定義に指定する，トレース出力レベル，プロセス別トレースのしき
い値および統合トレースのしきい値について説明します。定義値の変更が必要な場合は，

トレースファイル数（ファイル）＝総ファイルサイズ（バイト）÷トレースファイルサイズ（バイト）

トレースファイルサイズ（バイト）＝総ファイルサイズ（バイト）÷トレースファイル数（ファイル）
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参考にしてください。

トレースにはプロセスごとに取得するプロセス別トレースと，マシン上で動くプロセス
全体のトレース情報を取得する統合トレースがあります。

トレースに出力されるメッセージのエラーレベルは，トレースレベルによって異なりま
す。トレースレベルと出力されるメッセージのエラーレベルを次の表に示します。

表 4-38　トレースレベルと出力されるメッセージ

プロセス別トレースと統合トレースに出力するメッセージは，次の項目で設定します。

• トレース出力レベル
プロセス別トレースおよび統合トレースは，この値より小さい場合に出力されます。

• プロセス別トレースのしきい値
プロセス別トレースは，この値より大きく，トレース出力レベルよりも小さい場合に
出力されます。

• 統合トレースのしきい値
統合トレースは，この値またはトレース出力レベルのどちらかより小さい場合に出力
されます。

トレースレベルとしきい値の関係を次の図に示します。

トレース
レベル

基準 出力されるメッセージ
のエラーレベル

0 システムの稼働時に必ず出力されます。性能への影響は，
無視できる程度です。

エラーメッセージ（-E）ま
で

10 システムの稼働時に必ず出力されます。性能への影響は，
無視できる程度です。

警告メッセージ（-W）まで

20 ユーザーサイトで再現テスト時に出力されます。性能への
影響があっても，処理の流れの概略がわかるレベルです。

注意メッセージ（-C）まで

30 障害調査用です。 付加情報メッセージ（-I）
まで
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図 4-1　トレースレベルとしきい値の関係

上記の図では，次のようなトレースレベルの推奨値を通信サーバシステム定義で指定し
ています。

• トレース出力レベル（TRC_LEVEL）=10
• プロセス別トレースのしきい値（TRC_PRC_LEVEL）=0
• 統合トレースのしきい値（TRC_SHM_LEVEL）=0

推奨値を指定した場合，プロセス別トレースにはトレースレベル 0および 10の内容が出
力されます。また，統合トレースには，トレースレベル 0の内容が出力されます。

注意
次のような場合を除き，トレース出力レベル，プロセス別トレースのしきい値，お
よび統合トレースのしきい値には推奨値を指定してください。
• システム構築時に，テストを実施するとき
• トラブルシュート時に，詳細な障害情報が必要になったとき

4.5.3　エラー電文ファイルの見積もり
エラー電文ファイルのファイルサイズおよびファイル数の見積もり方法を説明します。
エラー電文ファイルには，エラーが発生した電文の内容が記録されます。エラー電文
ファイルサイズおよびエラー電文ファイル数は，それぞれ通信サーバシステム定義（オ
ンライン定義）の「ERR_FILE_SIZE」および「ERR_FILE_NUM」に指定します。

次にエラー電文ファイルサイズおよびエラー電文ファイル数の見積もり方法を示します。

1. 業務電文，および日数を見積もる
次の項目の見積もりをしてください。
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• 1件当たりの業務電文サイズ（単位：バイト）
• 1日当たりに受信する業務電文（単位：件）
• 受信電文中のエラー電文の割合（単位：なし）
• エラー電文情報を保存する期間（単位：日）

（例）
1件当たりの業務電文サイズ＝ 588バイト
1日当たりに受信する業務電文＝ 100件
受信電文中のエラー電文の割合 =0.1
エラー電文情報を保存する期間＝ 90日

2. 総ファイルサイズを算出する
手順 1で見積もった値から，総ファイルサイズを算出してください。
総ファイルサイズは，次の式によって算出します。

1件当たりに出力する出力量は，次の式によって算出します。

（凡例）
↑↑：計算結果の小数点第一位切り上げ

したがって，この例の場合，1件当たりに出力する出力量は，次の値になります。
(↑ 588（バイト）／ 16↑＋ 1)× 74＋ 40=2,852（バイト）
算出した 1件当たりに出力する出力量に基づいて，次のように総ファイルサイズを算
出します。
2,852（バイト）× 100（件）× 0.1× 90（日）＝ 2,566,800（バイト）
この場合は，約 2.4MBのファイルサイズが必要です。

3. エラー電文ファイルサイズとエラー電文ファイル数を決める
手順 2で見積もった値から，エラー電文ファイルサイズおよびエラー電文ファイル数
を見積もります。エラー電文ファイルは複数個設定できます。エラー電文ファイルサ
イズおよびエラー電文ファイル数は，次の二つの方法で見積もることができます。

エラー電文ファイルサイズから見積もる場合

（例）一つのエラー電文ファイルサイズを 400,000バイトと仮定した場合
2,566,800（バイト）÷ 400,000（バイト）＝ 7（ファイル）※ 1

この場合，通信サーバシステム定義には，次の値を指定してください。
ERR_FILE_NUM=7
ERR_FILE_SIZE=400,000※ 2

総ファイルサイズ＝ 1件当たりに出力する出力量（バイト）× 1日当たりに受信する業務電文（件）×
受信電文中のエラー電文の割合×エラー電文情報を保存する期間（日）

1件当たりに出力する出力量＝ (↑ 1件当たりの業務電文サイズ／ 16↑＋ 1)× 74＋ 40

エラー電文ファイル数（ファイル）＝総ファイルサイズ（バイト）÷エラー電文ファイルサイズ（バイ
ト）
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注※ 1
算出したトレースファイル数の値が整数でなかった場合は，小数点第一位を切り
上げてください。

注※ 2
通信サーバシステム定義に指定する時には，桁区切りの「,」を入れないでくださ
い。

エラー電文ファイル数から見積もる場合

（例）エラー電文ファイル数を 7と仮定した場合
2,566,800（バイト）÷ 7（ファイル）＝ 366,686（バイト）※ 1

この場合，通信サーバシステム定義には，次の値を指定してください。
ERR_FILE_NUM=7
ERR_FILE_SIZE=366,686※ 2

注※ 1
算出したトレースファイルサイズの値が整数でなかった場合は，小数点第一位を
切り上げてください。

注※ 2
通信サーバシステム定義に指定する時には，桁区切りの「,」を入れないでくださ
い。

エラー電文ファイルサイズ（バイト）＝総ファイルサイズ（バイト）÷エラー電文ファイル数（ファイ
ル）
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4.6　定義ファイルの記述例（通信サーバ for 
Bank単独での HA構成の場合）

ここでは，次の図を基に，システムを構築する場合の各定義ファイルの記述例を示しま
す。
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図 4-2　通信サーバ for Bankのシステム構築例（通信サーバ for Bank単独での HA構成
の場合）

また，この記述例での前提条件を次に示します。

• HiRDBと通信サーバ for Bankを同一マシン上に構築している
• HAモニタでは，現用系，および予備系でお互いを監視する
• 通信サーバ Baseのファイル転送機能と通信サーバ for Bankのオンライン機能を両方
使用する
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• 通信サーバ for Bankのオンライン機能に障害があった場合だけ，通信サーバ Baseの
ファイル転送機能は予備系に切り替わる

表 4-39　セットアップディレクトリのパス（通信サーバ for Bank単独での HA構成の場
合）

表 4-40　共通ソフトウェアに必要な設定項目（通信サーバ for Bank単独での HA構成の
場合）

表 4-41　HAモニタの監視対象プログラムに必要な設定項目（通信サーバ for Bank単独
での HA構成の場合）

ソフトウェア名 記述例の値

共通ソフトウェア /var/mpncm

通信サーバ /home/HMPN

OpenTP1 /home/OpenTP1

HiRDB /home/HiRDB

設定項目 記述例の値

ネットワーク設定 ホスト名 host_HMPN

エイリアス IPアドレ
ス

xxx.xxx.xxx.105

共有ディスクに確保されているボリュームグルー
プ

/dev/vg01

キューマネージャー用論理ボリューム /dev/MQHAlvl

キューマネージャーの
チャネル

オンライン電文用 TO.N0000000000:TO.N9999900000

TO.N0000000001:TO.N9999900000

ファイル転送用 TO.F0000000000:TO.F9999900000

TO.F0000000001:TO.F9999900000

設定項目 通信サーバ
Base

通信サーバ
for Bank

（OpenTP1）

HiRDB

ネットワーク設定 ホスト名 － host_TP1 host_DB

エイリアス
IPアドレス

－ xxx.xxx.xxx.
103

xxx.xxx.xxx.
104

サーバプログラム名 － /home/
OpenTP1

/home/
HiRDB

サーバ識別名 － mpnBANK mpnDB

サーバグループ名 － MPNSVR

使用しているリソースサーバ名 － mpnRES

共有ディスクに確保されているボリュームグループ /dev/vg01
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（凡例）
－：該当なし

表 4-42　共有ディスク上に作成するボリューム（通信サーバ for Bank単独での HA構成
の場合）

4.6.1　OpenTP1の定義の記述例
OpenTP1の定義の記述例を次に示します。OpenTP1の定義については，「4.1　
OpenTP１の定義」を参照してください。なお，ユーザサービス定義ファイルは，通信
サーバシステム定義で指定する各 SPPのユーザサーバ名と同じです。また，この記述例
では，再送 SPP用ユーザサービス定義の項目を指定しています。

• システム環境定義（env）

ボリュームグループに格納されているボリューム /dev/
rHMPNFTS
T

/dev/rlvbk01 －

/dev/
rHMPNFTF
L

/dev/rlvbk02

/dev/lvlft01

種類 記述例の値

共通ソフト
ウェア

キューマネージャー用論理ボリュー
ム

/dev/MQHAlvl

通信サーバ
for Bank

オンライン状態格納ファイル用ロウ
論理ボリューム

/dev/rlvbk01

仕向処理通番ファイル用ロウ論理ボ
リューム

/dev/rlvbk02

通信サーバ
Base

受信ファイル格納ディレクトリ用論
理ボリューム

/dev/lvlft01

状態管理ファイル用ロウ論理ボ
リューム

/dev/rHMPNFTST

受信ファイルリスト用ロウ論理ボ
リューム

/dev/rHMPNFTFL

設定項目 通信サーバ
Base

通信サーバ
for Bank

（OpenTP1）

HiRDB
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• システムサービス構成定義（sysconf）

• プロセスサービス定義（prc）

• ログサービス定義（log）

• ユーザサービスデフォルト定義（usrrc）

• 開閉局制御 SPP用ユーザサービス定義（HMpnOpcl）

set mode_conf                 = MANUAL1
set user_command_online       = "/home/HMPN/bin/HMpnUsrCmdOnline"
set system_init_watch_time    = 600
putenv HMPNDIR   /home/HMPN
putenv LANG      Ja_JP
putenv LIBPATH   /home/HMPN/lib:¥
/home/OpenTP1/lib:¥
/usr/lib:¥
/lib
putenv NLSPATH   /home/HMPN/lib/msg/%L/%N
putenv PATH      /home/OpenTP1/bin:¥
/home/HMPN/bin:¥
/usr/bin

ha_conf = Y

prcsvpath /home/HMPN/aplib

set log_notify_out      = Y
set log_notify_allno    = N
set log_notify_prcid    = N
set log_notify_prcno    = N
set log_notify_sysid    = N
set log_notify_date     = N
set log_notify_time     = N
set log_notify_hostname = N
set log_notify_pgmid    = N

putenv HMPNDIR         /home/HMPN
putenv PDHOST          host_DB
putenv PDNAMEPORT      22777
putenv PDUSER          '"mpnadm"/"mpnadm"'
putenv LIBPATH         /usr/lib:/lib:¥
/home/HMPN/lib:¥
/home/HiRDB/client/lib:¥
/home/OpenTP1/lib
putenv NLSPATH         /home/HMPN/lib/msg/%L/%N:¥
${NLSPATH}
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• 一般照会 SPP用ユーザサービス定義（HMpnRef）

• 一般消込 SPP用ユーザサービス定義（HMpnPay）

• 一般取消 SPP用ユーザサービス定義（HMpnCan）

set service_group       = "hmpn_commng_srvgrp"
set module              = " HMpnOpcl "
set service             = "hmpn_open=hmpn_open",¥
"hmpn_close=hmpn_close",¥
"hmpn_pre_close=hmpn_pre_close",¥
"hmpn_counter=hmpn_counter",¥
"hmpn_rec_chk=hmpn_rec_chk"
set parallel_count      = 1
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set message_buflen      = 1024
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = Y
set service_hold        = N
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set termed_after_service= N
set schedule_method     = msgque
set rpc_request_cancel_for_timedout= N
set term_watch_time     = 30

set service_group       = "hmpn_ref_srvgrp"
set service             = "hmpn_ref_srv=hmpn_ref_srv",¥
"hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnRef "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5

set service_group       = "hmpn_pay_srvgrp"
set service             = "hmpn_pay_srv=hmpn_pay_srv",¥
"hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnPay "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5



4.　システム定義

107

• 国庫金照会 SPP用ユーザサービス定義（HMpnNRef）

• 国庫金消込 SPP用ユーザサービス定義（HMpnNPay）

• 国庫金取消 SPP用ユーザサービス定義（HMpnNCan）

set service_group       = "hmpn_can_srvgrp"
set service             = "hmpn_can_srv=hmpn_can_srv",¥
"hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnCan "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 2,4

set service_group       = "hmpn_natref_srvgrp"
set service             = "hmpn_ref_srv=hmpn_ref_srv",¥
"hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnNRef "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5

set service_group       = "hmpn_natpay_srvgrp"
set service             = "hmpn_pay_srv=hmpn_pay_srv",¥
"hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnNPay "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5
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• 地公体照会 SPP用ユーザサービス定義（HMpnLRef）

• 地公体消込 SPP用ユーザサービス定義（HMpnLPay）

• 地公体取消 SPP用ユーザサービス定義（HMpnLCan）

set service_group       = "hmpn_natcan_srvgrp"
set service             = "hmpn_can_srv=hmpn_can_srv",¥
"hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnNCan "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 2,4

set service_group       = "hmpn_locref_srvgrp"
set service             = "hmpn_ref_srv=hmpn_ref_srv",¥
"hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnLRef "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5

set service_group       = "hmpn_locpay_srvgrp"
set service             = "hmpn_pay_srv=hmpn_pay_srv",¥
"hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnLPay "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5
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• 再送 SPP用ユーザサービス定義（HMpnRet）

• MPNセンタ要求監視 SUP用ユーザサービス定義（HMpnWat）

4.6.2　HiRDBの定義の記述例
HiRDBの定義の記述例を次に示します。HiRDBの定義については，「4.2　HiRDBの定
義」を参照してください。

• システム共通定義（pdsys）

set service_group       = "hmpn_loccan_srvgrp"
set service             = "hmpn_can_srv=hmpn_can_srv",¥
"hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnLCan "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 2,4

set service_group       = "hmpn_retry_srvgrp"
set service             = "hmpn_retry=hmpn_retry",¥
"hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnRet "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 1

set module              = "HMpnWat"
set atomic_update       = N
set receive_from        = none
set auto_restart        = Y
set critical            = Y
set service_hold        = N
set node_down_restart   = N
set term_watch_time     = 30

set pd_ha = use
set pd_ha_ipaddr_inherit = Y
pdunit -x host_DB -u UT01 -d "/home/HiRDB"
set pd_mode_conf = MANUAL2
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• ユニット制御情報定義（pdutsys）

4.6.3　通信サーバシステム定義の記述例
通信サーバシステム定義の記述例を次に示します。この記述例の場合，一般収納サービ
ス，国庫金収納サービス，および地公体収納サービスを提供しています。通信サーバシ
ステム定義については，「4.3　通信サーバシステム定義」を参照してください。

set pd_hostname = host_HA01
set pd_ha_acttype = server
set pd_ha_ipaddr_inherit = Y

[COMMON]
CENTER_CODE            = "TEST999900"
 

[HMPN/CODE]
OWN_NAME               = "IBM-943"
MPN_NAME               = "JISX0208.1983-GL"
 

[HMPN/DB]
CONNECT_RETRY_TIMES    = 15
CONNECT_RETRY_INTERVAL = 1
 

[HMPN/OL]
MAX_TRAN_NUM           = 40
AUTO_OPEN              = "MANUAL"
ONLINE_SEISA           = "ON"
OPEN_RETRY_INTERVAL    = 10
OPEN_RETRY_TIMES       = 0
ONLINE_STATUS          = "ON"
REC_WATCH_TIMER        = 5
REC_SUP_CNF_TIMER      = 60
MPN_OL_SOFT_ENV_FILE   = "/var/mpncm/conf/mpncm_ol.env"
MPN_OL_SOFT_MQ_STT_SH  = "/home/SP/bin/hamqm_start_csb"
MPN_OL_SOFT_MQ_STP_SH  = "/home/SP/bin/hamqm_stop_csb"
TRC_FILE_SIZE          = 300000
TRC_FILE_NUM           = 7
TRC_LEVEL              = 10
TRC_PRC_LEVEL          = 0
TRC_SHM_LEVEL          = 0
RAW_NAME_SRVCND        = "/dev/rlvbk01"
RAW_NAME_TUBANBK       = "/dev/rlvbk02"
OPENTP1_WATCH_TIMER    = 10
OPENTP1_WATCH_COUNT    = 3
RESEND_STOP_MODE       = "RESEND"
ERR_FILE_SIZE          = 400000
ERR_FILE_NUM           = 7
MY_HOST                = "host_TP1"
CHANNEL_NAME="TO.N0000000000:TO.N9999900000,TO.N0000000001:TO.N9999900000"
 

[HMPN/HA]
HA_KIND                = "GRP"
SV_GRP                 = "MPNSVR"
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[GENERAL_RECEIPT]
REF_USV                = "HMpnRef"
REF_SVGRP              = "hmpn_ref_srvgrp"
REF_SV                 = "hmpn_ref_srv"
PAY_USV                = "HMpnPay"
PAY_SVGRP              = "hmpn_pay_srvgrp"
PAY_SV                 = "hmpn_pay_srv"
CAN_USV                = "HMpnCan"
CAN_SVGRP              = "hmpn_can_srvgrp"
CAN_SV                 = "hmpn_can_srv"
PAY_RESEND_INTERVAL    = 585
PAY_RESEND_TIMES       = 1
CAN_RESEND_INTERVAL    = 585
CAN_RESEND_TIMES       = 1
PAY_CMD_RETRY          = "N"
CAN_CMD_RETRY          = "N"
 

[NATIONAL_RECEIPT]
REF_USV                = "HMpnNRef"
REF_SVGRP              = "hmpn_natref_srvgrp"
REF_SV                 = "hmpn_ref_srv"
PAY_USV                = "HMpnNPay"
PAY_SVGRP              = "hmpn_natpay_srvgrp"
PAY_SV                 = "hmpn_pay_srv"
CAN_USV                = "HMpnNCan"
CAN_SVGRP              = "hmpn_natcan_srvgrp"
CAN_SV                 = "hmpn_can_srv"
PAY_RESEND_INTERVAL    = 585
PAY_RESEND_TIMES       = 1
CAN_RESEND_INTERVAL    = 585
CAN_RESEND_TIMES       = 1
PAY_CMD_RETRY          = "N"
CAN_CMD_RETRY          = "N"
 

[LOCAL_RECEIPT]
REF_USV                = "HMpnLRef"
REF_SVGRP              = "hmpn_locref_srvgrp"
REF_SV                 = "hmpn_ref_srv"
PAY_USV                = "HMpnLPay"
PAY_SVGRP              = "hmpn_locpay_srvgrp"
PAY_SV                 = "hmpn_pay_srv"
CAN_USV                = "HMpnLCan"
CAN_SVGRP              = "hmpn_loccan_srvgrp"
CAN_SV                 = "hmpn_can_srv"
PAY_RESEND_INTERVAL    = 585
PAY_RESEND_TIMES       = 1
CAN_RESEND_INTERVAL    = 585
CAN_RESEND_TIMES       = 1
PAY_CMD_RETRY          = "N"
CAN_CMD_RETRY          = "N"
 

[HMPN/FT]
FILE_WATCH_TIME     = 10
C_FILE_DIR_NAME     = "/var/mpncm/rcvfile/"
MPN_SOFT_ENV_FILE   = "/var/mpncm/conf/mpncm_ft.env"
MPN_SOFT_MQ_STT_SH  = "/home/SP/bin/hamqm_start_ft"
MPN_SOFT_MQ_STP_SH  = "/home/SP/bin/hamqm_stop_ft"
MPN_SOFT_RCV_STT_SH = "/var/mpncm/ft/start.sh"
MPN_SOFT_RCV_STP_SH = "/var/mpncm/ft/end.sh"
TRC_FILE_SIZE       = 150000
TRC_FILE_NUM        = 7
TRC_LEVEL           = 10
TRC_PRC_LEVEL       = 0
TRC_SHM_LEVEL       = 0
RAW_NAME_STAT       = "/dev/rHMPNFTST"
RAW_NAME_FLIST      = "/dev/rHMPNFTFL"
CHANNEL_NAME="TO.F0000000000:TO.F9999900000,TO.F0000000001:TO.F9999900000"
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なお，サンプルファイルでは，「CENTER_CODE」，「RAW_NAME_SRVCND」，および
「RAW_NAME_TUBANBK」の値を設定していません。また，「MY_HOST」には
"host_TP1"という記述がありますが，サンプルファイルを使用する時は環境に応じた値
を設定する必要があります。

4.6.4　HAモニタの定義の記述例
HAモニタの定義の記述例を次に示します。HAモニタの定義については，「4.4　HAモ
ニタの定義」を参照してください。

• サーバの環境設定（servers）
現用系

/* server定義文（通信サーバfor Bank（OpenTP1）の場合） */
server  name
             /home/OpenTP1
       ,alias
             mpnBANK
       ,acttype
             server
       ,patrol
             10
       ,initial
             online
       ,pairdown
             nouse
       ,group
             MPNSVR:exchange
       ,switchtype
             switch
       ,lan_updown
             use
       ,parent
             mpnRES;
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予備系

/* server定義文（HiRDBの場合） */
server  name
             /home/HiRDB
       ,alias
             mpnDB
       ,acttype
             server
       ,patrol
             10
       ,initial
             online
       ,pairdown
             nouse
       ,group
             MPNSVR:exchange
       ,switchtype
             switch
       ,lan_updown
             use
       ,parent
             mpnRES;
 

/* resource定義文 */
resource  alias
             mpnRES
         ,group
             MPNSVR:exchange
         ,disk
             /dev/vg01
         ,fs_name
             /dev/MQHAlvl:/dev/lvlft01
         ,fs_mount_dir
             /MQHA:/var/mpncm/rcvfile;
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• HAモニタの環境設定（sysdef）
現用系

/* server定義文（通信サーバfor Bank（OpenTP1）の場合） */
server  name  
             /home/OpenTP1
       ,alias
             mpnBANK
       ,acttype
             server
       ,patrol
             10
       ,initial
             standby
       ,pairdown
             nouse
       ,group
             MPNSVR:exchange
       ,switchtype
             switch
       ,lan_updown
             use
       ,parent
             mpnRES;
 

/* server定義文（HiRDBの場合） */
server  name
             /home/HiRDB
       ,alias
             mpnDB
       ,acttype
             server
       ,patrol
             10
       ,initial
             standby
       ,pairdown
             nouse
       ,group
             MPNSVR:exchange
       ,switchtype
             switch
       ,lan_updown
             use
       ,parent
             mpnRES;
 

/* resource定義文 */
resource  alias
             mpnRES
         ,group
             MPNSVR:exchange
         ,disk
             /dev/vg01
         ,fs_name
             /dev/MQHAlvl:/dev/lvlft01
         ,fs_mount_dir
             /MQHA:/var/mpncm/rcvfile;
 



4.　システム定義

115

予備系

• LANの状態設定ファイル
mpnBANK.up

mpnBANK.down

mpnDB.up

environment name   host_HA01
            ,address
                   1
            ,patrol
                   30
            ,lan   path11
            ,lanport
                   HAmon;
function     cpudown
                   online,
             pathpatrol
                   5,
             connect_retry
                   5:200,
             usrcommand
                   /home/SP/bin/usrcmd_mpn;
 

environment name   host_HA02
            ,address
                   2
            ,patrol
                   30
            ,lan   path21
            ,lanport
                   HAmon;
function     cpudown
                  online,
             pathpatrol
                   5,
             connect_retry
                   5:200,
             usrcommand　
                   /home/SP/bin/usrcmd_mpn;
 

#!/bin/sh
# Network Configuration for ONLINE
#
set -x
/etc/ifconfig en0 inet xxx.xxx.xxx.103 alias netmask 255.255.255.0 broadcast 
xxx.xxx.xxx.255

#!/bin/sh
# Network Configuration for OFFLINE
#
set -x
/etc/ifconfig en0 inet xxx.xxx.xxx.103 delete
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mpnDB.down

4.6.5　/etc/hostsファイルおよび /etc/servicesファイルの記
述例

/etc/hostsファイルおよび /etc/servicesファイルは次のように設定します。/etc/hosts
ファイルおよび /etc/servicesファイルの詳細については，マニュアル「高信頼化システ
ム監視機能　HAモニタ」を参照してください。

• /etc/hostsファイルの設定

• /etc/servicesファイルの設定

#!/bin/sh
# Network Configuration for ONLINE
#
set -x
/etc/ifconfig en0 inet xxx.xxx.xxx.104 alias netmask 255.255.255.0 broadcast 
xxx.xxx.xxx.255

#!/bin/sh
# Network Configuration for OFFLINE
#
set -x
/etc/ifconfig en0 inet xxx.xxx.xxx.104 delete

HiRDBのエイリアス IPとホスト名 xxx.xxx.xxx.104 host_DB

OpenTP1のエイリアス IPとホスト名 xxx.xxx.xxx.103 host_TP1

HAモニタ監視パスのサービス名 HAmon           7778/udp
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4.7　定義ファイルの記述例（通信サーバ Base
と通信サーバ for Bank双方での HA構成の
場合）

ここでは，次の図を基に，システムを構築する場合の各定義ファイルの記述例を示しま
す。
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図 4-3　通信サーバ for Bankのシステム構築例（通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank
双方での HA構成の場合）

また，この記述例での前提条件を次に示します。
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• HiRDBと通信サーバ for Bankを同一マシン上に構築している
• HAモニタでは，現用系，および予備系でお互いを監視する

表 4-43　セットアップディレクトリのパス（通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双
方での HA構成の場合）

表 4-44　共通ソフトウェアに必要な設定項目（通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank
双方での HA構成の場合）

表 4-45　HAモニタの監視対象プログラムに必要な設定項目（通信サーバ Baseと通信
サーバ for Bank双方での HA構成の場合）

ソフトウェア名 記述例の値

共通ソフトウェア /var/mpncm

通信サーバ /home/HMPN

OpenTP1 /home/OpenTP1

HiRDB /home/HiRDB

設定項目 記述例の値

ネットワーク設定 ホスト名 host_HMPN

エイリアス IPアドレ
ス

xxx.xxx.xxx.105

共有ディスクに確保されているボリュームグルー
プ

/dev/vg02

キューマネージャー用論理ボリューム /dev/MQHAlvl

キューマネージャーの
チャネル

オンライン電文用 TO.N0000000000:TO.N9999900000

TO.N0000000001:TO.N9999900000

ファイル転送用 TO.F0000000000:TO.F9999900000

TO.F0000000001:TO.F9999900000

設定項目 通信サーバ Base 通信サーバ for 
Bank（OpenTP1）

HiRDB

ネットワーク設定 ホスト名 host_HMPNFT host_TP1 host_DB

エイリアス IPア
ドレス

xxx.xxx.xxx.105 xxx.xxx.xxx.103 xxx.xxx.xxx.104

サーバプログラム名 /home/start_FT /home/OpenTP1 /home/HiRDB

サーバ識別名 mpnBASE mpnBANK mpnDB

サーバグループ名 MPNSVR

使用しているリソースサーバ名 mpnRES

共有ディスクに確保されているボ
リュームグループ

/dev/vg02
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（凡例）
－：該当なし

表 4-46　共有ディスク上に作成するボリューム（通信サーバ Baseと通信サーバ for 
Bank双方での HA構成の場合）

4.7.1　OpenTP1の定義の記述例
OpenTP1の定義の記述例を次に示します。OpenTP1の定義については，「4.1　
OpenTP１の定義」を参照してください。なお，ユーザサービス定義ファイルは，通信
サーバシステム定義で指定する各 SPPのユーザサーバ名と同じです。また，この記述例
では，再送 SPP用ユーザサービス定義の項目を指定しています。

• システム環境定義（env）

ボリュームグループに格納されている
ボリューム

/dev/
rHMPNFTST

/dev/rlvbk01 －

/dev/
rHMPNFTFL

/dev/rlvbk02

/dev/lvlft01

種類 記述例の値

共通ソフト
ウェア

キューマネージャー用論理ボリュー
ム

/dev/MQHAlvl

通信サーバ
for Bank

オンライン状態格納ファイル用ロウ
論理ボリューム

/dev/rlvbk01

仕向処理通番ファイル用ロウ論理ボ
リューム

/dev/rlvbk02

通信サーバ
Base

受信ファイル格納ディレクトリ用論
理ボリューム

/dev/lvlft01

状態管理ファイル用ロウ論理ボ
リューム

/dev/rHMPNFTST

受信ファイルリスト用ロウ論理ボ
リューム

/dev/rHMPNFTFL

設定項目 通信サーバ Base 通信サーバ for 
Bank（OpenTP1）

HiRDB
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• システムサービス構成定義（sysconf）

• プロセスサービス定義（prc）

• ログサービス定義（log）

• ユーザサービスデフォルト定義（usrrc）

• 開閉局制御 SPP用ユーザサービス定義（HMpnOpcl）

set mode_conf                 = MANUAL1
set user_command_online       = "/home/HMPN/bin/HMpnUsrCmdOnline"
set system_init_watch_time    = 600
putenv HMPNDIR   /home/HMPN
putenv LANG      Ja_JP
putenv LIBPATH   /home/HMPN/lib:¥
                 /home/OpenTP1/lib:¥
                 /usr/lib:¥
                 /lib
putenv NLSPATH   /home/HMPN/lib/msg/%L/%N
putenv PATH      /home/OpenTP1/bin:¥
                 /home/HMPN/bin:¥
                 /usr/bin

ha_conf = Y

prcsvpath /home/HMPN/aplib

set log_notify_out      = Y
set log_notify_allno    = N
set log_notify_prcid    = N
set log_notify_prcno    = N
set log_notify_sysid    = N
set log_notify_date     = N
set log_notify_time     = N
set log_notify_hostname = N
set log_notify_pgmid    = N

putenv HMPNDIR       /home/HMPN
putenv PDHOST        host_DB
putenv PDNAMEPORT    22777
putenv PDUSER        '"mpnadm"/"mpnadm"'
putenv LIBPATH       /usr/lib:/lib:¥
                     /home/HMPN/lib:¥
                     /home/HiRDB/client/lib:¥
                     /home/OpenTP1/lib
putenv NLSPATH       /home/HMPN/lib/msg/%L/%N:¥
                     ${NLSPATH}
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• 一般照会 SPP用ユーザサービス定義（HMpnRef）

• 一般消込 SPP用ユーザサービス定義（HMpnPay）

• 一般取消 SPP用ユーザサービス定義（HMpnCan）

set service_group       = "hmpn_commng_srvgrp"
set module              = " HMpnOpcl "
set service             = "hmpn_open=hmpn_open",¥
                          "hmpn_close=hmpn_close",¥
                          "hmpn_pre_close=hmpn_pre_close",¥
                          "hmpn_counter=hmpn_counter",¥
                          "hmpn_rec_chk=hmpn_rec_chk"
set parallel_count      = 1
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set message_buflen      = 1024
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = Y
set service_hold        = N
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set termed_after_service= N
set schedule_method     = msgque
set rpc_request_cancel_for_timedout= N
set term_watch_time     = 30

set service_group       = "hmpn_ref_srvgrp"
set service             = "hmpn_ref_srv=hmpn_ref_srv",¥
                          "hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnRef "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5

set service_group       = "hmpn_pay_srvgrp"
set service             = "hmpn_pay_srv=hmpn_pay_srv",¥
                          "hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnPay "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5
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• 国庫金照会 SPP用ユーザサービス定義（HMpnNRef）

• 国庫金消込 SPP用ユーザサービス定義（HMpnNPay）

• 国庫金取消 SPP用ユーザサービス定義（HMpnNCan）

set service_group       = "hmpn_can_srvgrp"
set service             = "hmpn_can_srv=hmpn_can_srv",¥
                          "hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnCan "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 2,4

set service_group       = "hmpn_natref_srvgrp"
set service             = "hmpn_ref_srv=hmpn_ref_srv",¥
                          "hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnNRef "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5

set service_group       = "hmpn_natpay_srvgrp"
set service             = "hmpn_pay_srv=hmpn_pay_srv",¥
                          "hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnNPay "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5
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• 地公体照会 SPP用ユーザサービス定義（HMpnLRef）

• 地公体消込 SPP用ユーザサービス定義（HMpnLPay）

• 地公体取消 SPP用ユーザサービス定義（HMpnLCan）

set service_group       = "hmpn_natcan_srvgrp"
set service             = "hmpn_can_srv=hmpn_can_srv",¥
                          "hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnNCan "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 2,4

set service_group       = "hmpn_locref_srvgrp"
set service             = "hmpn_ref_srv=hmpn_ref_srv",¥
                          "hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnLRef "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5

set service_group       = "hmpn_locpay_srvgrp"
set service             = "hmpn_pay_srv=hmpn_pay_srv",¥
                          "hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnLPay "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 3,5
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• 再送 SPP用ユーザサービス定義（HMpnRet）

• MPNセンタ要求監視 SUP用ユーザサービス定義（HMpnWat）

4.7.2　HiRDBの定義の記述例
HiRDBの定義の記述例を次に示します。HiRDBの定義については，「4.2　HiRDBの定
義」を参照してください。

• システム共通定義（pdsys）

set service_group       = "hmpn_loccan_srvgrp"
set service             = "hmpn_can_srv=hmpn_can_srv",¥
                          "hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnLCan "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 2,4

set service_group       = "hmpn_retry_srvgrp"
set service             = "hmpn_retry=hmpn_retry",¥
                          "hmpn_health=hmpn_health"
set module              = " HMpnRet "
set hold                = N
set hold_recovery       = N
set atomic_update       = N
set receive_from        = queue
set type                = other
set critical            = N
set service_hold        = Y
set node_down_restart   = N
set server_type         = "betran"
set cancel_normal_terminate = N
set service_term_watch_time = 0
set schedule_method     = msgque
set term_watch_time     = 30
set parallel_count      = 1

set module              = "HMpnWat"
set atomic_update       = N
set receive_from        = none
set auto_restart        = Y
set critical            = Y
set service_hold        = N
set node_down_restart   = N
set term_watch_time     = 30

set pd_ha = use
set pd_ha_ipaddr_inherit = Y
pdunit -x host_DB -u UT01 -d "/home/HiRDB"
set pd_mode_conf = MANUAL2
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• ユニット制御情報定義（pdutsys）

4.7.3　通信サーバシステム定義の記述例
通信サーバシステム定義の記述例を次に示します。この記述例の場合，一般収納サービ
ス，国庫金収納サービス，および地公体収納サービスを提供しています。通信サーバシ
ステム定義については，「4.3　通信サーバシステム定義」を参照してください。

set pd_hostname = host_HA01
set pd_ha_acttype = server
set pd_ha_ipaddr_inherit = Y

[COMMON]
CENTER_CODE            = "TEST999900"

 
[HMPN/CODE]
OWN_NAME               = "IBM-943"
MPN_NAME               = "JISX0208.1983-GL"

 
[HMPN/DB]
CONNECT_RETRY_TIMES    = 15
CONNECT_RETRY_INTERVAL = 1

 
[HMPN/OL]
MAX_TRAN_NUM           = 40
AUTO_OPEN              = "MANUAL"
ONLINE_SEISA           = "ON"
OPEN_RETRY_INTERVAL    = 10
OPEN_RETRY_TIMES       = 0
ONLINE_STATUS          = "ON"
REC_WATCH_TIMER        = 5
REC_SUP_CNF_TIMER      = 60
MPN_OL_SOFT_ENV_FILE   = "/var/mpncm/conf/mpncm_ol.env"
MPN_OL_SOFT_MQ_STT_SH  = "/home/SP/bin/hamqm_start_csb"
MPN_OL_SOFT_MQ_STP_SH  = "/home/SP/bin/hamqm_stop_csb"
TRC_FILE_SIZE          = 300000
TRC_FILE_NUM           = 7
TRC_LEVEL              = 10
TRC_PRC_LEVEL          = 0
TRC_SHM_LEVEL          = 0
RAW_NAME_SRVCND        = "/dev/rlvbk01"
RAW_NAME_TUBANBK       = "/dev/rlvbk02"
OPENTP1_WATCH_TIMER    = 10
OPENTP1_WATCH_COUNT    = 3
RESEND_STOP_MODE       = "RESEND"
ERR_FILE_SIZE          = 400000
ERR_FILE_NUM           = 7
MY_HOST                = "host_TP1"
CHANNEL_NAME="TO.N0000000000:TO.N9999900000,TO.N0000000001:TO.N9999900000"

 
[HMPN/HA]
HA_KIND                = "GRP"
SV_GRP                 = "MPNSVR"
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[GENERAL_RECEIPT]
REF_USV                = "HMpnRef"
REF_SVGRP              = "hmpn_ref_srvgrp"
REF_SV                 = "hmpn_ref_srv"
PAY_USV                = "HMpnPay"
PAY_SVGRP              = "hmpn_pay_srvgrp"
PAY_SV                 = "hmpn_pay_srv"
CAN_USV                = "HMpnCan"
CAN_SVGRP              = "hmpn_can_srvgrp"
CAN_SV                 = "hmpn_can_srv"
PAY_RESEND_INTERVAL    = 585
PAY_RESEND_TIMES       = 1
CAN_RESEND_INTERVAL    = 585
CAN_RESEND_TIMES       = 1
PAY_CMD_RETRY          = "N"
CAN_CMD_RETRY          = "N"
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なお，サンプルファイルでは，「CENTER_CODE」，「RAW_NAME_SRVCND」，および
「RAW_NAME_TUBANBK」の値を設定していません。また，「MY_HOST」には
"host_TP1"という記述がありますが，サンプルファイルを使用する時は環境に応じた値
を設定する必要があります。

4.7.4　HAモニタの定義の記述例
HAモニタの定義の記述例を次に示します。HAモニタの定義については，「4.4　HAモ
ニタの定義」を参照してください。

 
[NATIONAL_RECEIPT]
REF_USV                = "HMpnNRef"
REF_SVGRP              = "hmpn_natref_srvgrp"
REF_SV                 = "hmpn_ref_srv"
PAY_USV                = "HMpnNPay"
PAY_SVGRP              = "hmpn_natpay_srvgrp"
PAY_SV                 = "hmpn_pay_srv"
CAN_USV                = "HMpnNCan"
CAN_SVGRP              = "hmpn_natcan_srvgrp"
CAN_SV                 = "hmpn_can_srv"
PAY_RESEND_INTERVAL    = 585
PAY_RESEND_TIMES       = 1
CAN_RESEND_INTERVAL    = 585
CAN_RESEND_TIMES       = 1
PAY_CMD_RETRY          = "N"
CAN_CMD_RETRY          = "N"
 

[LOCAL_RECEIPT]
REF_USV                = "HMpnLRef"
REF_SVGRP              = "hmpn_locref_srvgrp"
REF_SV                 = "hmpn_ref_srv"
PAY_USV                = "HMpnLPay"
PAY_SVGRP              = "hmpn_locpay_srvgrp"
PAY_SV                 = "hmpn_pay_srv"
CAN_USV                = "HMpnLCan"
CAN_SVGRP              = "hmpn_loccan_srvgrp"
CAN_SV                 = "hmpn_can_srv"
PAY_RESEND_INTERVAL    = 585
PAY_RESEND_TIMES       = 1
CAN_RESEND_INTERVAL    = 585
CAN_RESEND_TIMES       = 1
PAY_CMD_RETRY          = "N"
CAN_CMD_RETRY          = "N"
 
[HMPN/FT]
FILE_WATCH_TIME     = 10
C_FILE_DIR_NAME     = "/var/mpncm/rcvfile/"
MPN_SOFT_ENV_FILE   = "/var/mpncm/conf/mpncm_ft.env"
MPN_SOFT_MQ_STT_SH  = "/home/SP/bin/hamqm_start_ft"
MPN_SOFT_MQ_STP_SH  = "/home/SP/bin/hamqm_stop_ft"
MPN_SOFT_RCV_STT_SH = "/var/mpncm/ft/start.sh"
MPN_SOFT_RCV_STP_SH = "/var/mpncm/ft/end.sh"
TRC_FILE_SIZE       = 150000
TRC_FILE_NUM        = 7
TRC_LEVEL           = 10
TRC_PRC_LEVEL       = 0
TRC_SHM_LEVEL       = 0
RAW_NAME_STAT       = "/dev/rHMPNFTST"
RAW_NAME_FLIST      = "/dev/rHMPNFTFL"
CHANNEL_NAME="TO.F0000000000:TO.F9999900000,TO.F0000000001:TO.F9999900000"
 
[HMPN/FTHA]
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• サーバの環境設定（servers）
現用系

/* server定義文（通信サーバBaseの場合） */
server  name
             /home/start_FT
       ,alias
             mpnBASE
       ,acttype
             monitor
       ,termcommand
             /home/stop_FT
       ,initial
             online
       ,group
             MPNSVR:exchange
       ,lan_updown
             use
       ,waitserv_exec
             yes
       ,parent
             mpnRES;
 

/* server定義文（通信サーバfor Bank（OpenTP1）の場合） */
server  name
             /home/OpenTP1
       ,alias
             mpnBANK
       ,acttype
             server
       ,patrol
             10
       ,initial
             online
       ,pairdown
             nouse
       ,group
             MPNSVR:exchange
       ,switchtype
             switch
       ,lan_updown
             use
       ,parent
             mpnRES;
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予備系

/* server定義文（HiRDBの場合） */
server  name
             /home/HiRDB
       ,alias
             mpnDB
       ,acttype
             server
       ,patrol
             10
       ,initial
             online
       ,pairdown
             nouse
       ,group
             MPNSVR:exchange
       ,switchtype
             switch
       ,lan_updown
             use
       ,parent
             mpnRES;
 

/* resource定義文 */
resource  alias
             mpnRES
         ,group
             MPNSVR:exchange
         ,disk
             /dev/vg02
         ,fs_name
             /dev/MQHAlvl:/dev/lvlft01
         ,fs_mount_dir
             /MQHA:/var/mpncm/rcvfile;
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/* server定義文（通信サーバBaseの場合） */
server  name
             /home/start_FT
       ,alias
             mpnBASE
       ,acttype
             monitor
       ,termcommand
             /home/stop_FT
       ,initial
             standby
       ,group
             MPNSVR:exchange
       ,lan_updown
             use
       ,waitserv_exec
             yes
       ,parent
             mpnRES;
 

/* server定義文（通信サーバfor Bank（OpenTP1）の場合） */
server  name
             /home/OpenTP1
       ,alias
             mpnBANK
       ,acttype
             server
       ,patrol
             10
       ,initial
             standby
       ,pairdown
             nouse
       ,group
             MPNSVR:exchange
       ,switchtype
             switch
       ,lan_updown
             use
       ,parent
             mpnRES;
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• HAモニタの環境設定
現用系

予備系

/* server定義文（HiRDBの場合） */
server  name
             /home/HiRDB
       ,alias
             mpnDB
       ,acttype
             server
       ,patrol
             10
       ,initial
             standby
       ,pairdown
             nouse
       ,group
             MPNSVR:exchange
       ,switchtype
             switch
       ,lan_updown
             use
       ,parent
             mpnRES;
 

/* resource定義文 */
resource  alias
             mpnRES
         ,group
             MPNSVR:exchange
         ,disk
             /dev/vg02
         ,fs_name
             /dev/MQHAlvl:/dev/lvlft01
         ,fs_mount_dir
             /MQHA:/var/mpncm/rcvfile;
 

environment name   host_HA01
            ,address
                   1
            ,patrol
                   30
            ,lan   path11
            ,lanport
                   HAmon;
function     cpudown
                   online,
             pathpatrol
                   5,
             connect_retry
                   5:200,
             usrcommand
                   /home/SP/bin/usrcmd_mpn;
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• LANの状態設定ファイル
mpnBASE.up

mpnBASE.down

mpnBANK.up

mpnBANK.down

mpnDB.up

environment name   host_HA02
            ,address
                   2
            ,patrol
                   30
            ,lan   path21
            ,lanport
                   HAmon;
function     cpudown
                   online,
             pathpatrol
                   5,
             connect_retry
                   5:200,
             usrcommand
                   /home/SP/bin/usrcmd_mpn;
 

#!/bin/sh
# Network Configuration for ONLINE
#
set -x
/etc/ifconfig en0 inet xxx.xxx.xxx.105 alias netmask 255.255.255.0 broadcast 
xxx.xxx.xxx.255

#!/bin/sh
# Network Configuration for OFFLINE
#
set -x
/etc/ifconfig en0 inet xxx.xxx.xxx.105 delete

#!/bin/sh
# Network Configuration for ONLINE
#
set -x
/etc/ifconfig en0 inet xxx.xxx.xxx.103 alias netmask 255.255.255.0 broadcast 
xxx.xxx.xxx.255

#!/bin/sh
# Network Configuration for OFFLINE
#
set -x
/etc/ifconfig en0 inet xxx.xxx.xxx.103 delete

#!/bin/sh
# Network Configuration for ONLINE
#
set -x
/etc/ifconfig en0 inet xxx.xxx.xxx.104 alias netmask 255.255.255.0 broadcast 
xxx.xxx.xxx.255
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mpnDB.down

4.7.5　/etc/hostsファイルおよび /etc/servicesファイルの記
述例

/etc/hostsファイルおよび /etc/servicesファイルは次のように設定します。/etc/hosts
ファイルおよび /etc/servicesファイルの詳細については，マニュアル「高信頼化システ
ム監視機能　HAモニタ」を参照してください。

• /etc/hostsファイルの設定

• /etc/servicesファイルの設定

#!/bin/sh
# Network Configuration for OFFLINE
#
set -x
/etc/ifconfig en0 inet xxx.xxx.xxx.104 delete

HiRDBのエイリアス IPとホスト名 xxx.xxx.xxx.104 host_DB

OpenTP1のエイリアス IPとホスト名 xxx.xxx.xxx.103 host_TP1

通信サーバ Baseのエイリアス IPとホスト名 xxx.xxx.xxx.105 host_HMPNFT

HAモニタ監視パスのサービス名 HAmon           7778/udp
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5　 DBへのテーブルの作成
この章では，HiRDBにテーブルを作成する方法について説明
します。

5.1　DBに作成するテーブルの種類

5.2　電文履歴格納用テーブルの作成

5.3　収納カウンタ情報格納用テーブルの作成

5.4　再送電文格納用テーブルの作成
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5.1　DBに作成するテーブルの種類

HiRDBに作成するテーブルの種類と，各テーブルの概要について説明します。

作成するテーブルは，次のとおりです。

• 電文履歴格納用テーブル
通信サーバ for BankとMPNセンタとの間で送受信した電文の履歴が格納されます。
電文履歴格納用テーブルは，照会サービス用，消込サービス用，および取消サービス
用の三つのテーブルが必要です。

• 収納カウンタ情報格納用テーブル
通信サーバ for BankがMPNセンタから取得した収納カウンタ情報が格納されます。
収納カウンタ情報には，通信サーバ for BankとMPNセンタとの間の収納情報の集計
値が含まれています。収納カウンタ情報格納用テーブルは一つだけ必要です。

• 再送電文格納用テーブル
通信サーバ for Bankで，コマンドによる手動再送をする場合に必要です。電文再送コ
マンド（hmpnretry），または複数電文再送コマンド（hmpnretryall）を実行する場
合の取引情報が格納されます。格納された情報は次のように利用します。
• 再送待ちで登録しているトランザクション番号の抽出
• 指定した条件に合致するレコードの出力
• 指定した条件に合致するレコードの複数出力
• 指定した条件に合致するレコード情報の更新
• 指定した日付以前に合致する仕向処理年月日の取引情報の削除

また，再送電文格納用テーブルは一つだけ必要です。
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5.2　電文履歴格納用テーブルの作成
電文履歴格納用テーブルの作成手順，および作成するテーブルの形式について説明しま
す。

5.2.1　作成手順
電文履歴格納用テーブルは，次の手順で作成します。電文履歴格納用テーブルは，照会
サービス用，消込サービス用，および取消サービス用の三つが必要です。なお，テーブ
ルは，スキーマ定義権限を持ったユーザーが作成してください。

1. RDエリアの容量を見積もる
電文の格納に必要となる RDエリアの容量を見積もってください。RDエリアの容量
の見積もり方法については，「付録 A　HiRDBの RDエリアの見積もり方法」を参照
してください。

2. RDエリアを作成する
手順 1で見積もった容量の RDエリアを作成してください。RDエリアの作成手順に
ついては，マニュアル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　システ
ム運用ガイド（UNIX(R)用）」または，マニュアル「スケーラブルデータベースサー
バ HiRDB Version 7　システム運用ガイド（UNIX(R)用）」を参照してください。

3. サンプル SQLファイルを任意のディレクトリにコピーする
サンプル SQLファイルは，次のディレクトリに格納されています。
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/examples/sql
使用するサンプル SQLファイルは，作成するテーブルによって異なります。サンプ
ル SQLファイルの一覧を次に示します。

表 5-1　サンプル SQLファイル

4. テーブルごとに SQLファイルを編集する
SQLファイルの編集例を次に示します。下線で示している部分に，手順 2で作成し
た RDエリア名を指定してください。サンプル SQLファイルに記載されている内容
のうち，太字で示している部分は，編集しないでください。サンプル SQLファイル
の Indexは，例です。業務に合わせて，適宜設定してください。
なお，「テーブル ID」と記載している部分は，SQLファイル中では，次のテーブル
IDが記載されています。

ファイル名 種別

HMpnBkTlgrmRef.sql 照会サービス用サンプル SQLファイル

HMpnBkTlgrmPay.sql 消込サービス用サンプル SQLファイル

HMpnBkTlgrmCan.sql 取消サービス用サンプル SQLファイル
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• 照会サービス用サンプル SQLファイルの場合：MBMSGLGMPREFR
• 消込サービス用サンプル SQLファイルの場合：MBMSGLGMPERSERSND
• 取消サービス用サンプル SQLファイルの場合：MBMSGLGMPCNCLRSND

5. HiRDBのデータベース定義ユティリティ（pddef）を実行する
次の形式で，データベース定義ユティリティを実行してください。引数には，手順 4
で作成した SQLファイル名を指定します。

データベース定義ユティリティの詳細については，マニュアル「スケーラブルデータ
ベースサーバ HiRDB Version 6　コマンドリファレンス (UNIX(R)用 )」または，マ
ニュアル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　コマンドリファレン
ス (UNIX(R)用 )」を参照してください。

5.2.2　テーブルの形式
電文履歴格納用テーブルの形式を次に示します。テーブルの形式は，照会サービス用，
消込サービス用，および取消サービス用の三つのテーブルで共通です。

CREATE TABLE テーブルID(
                 STRG_ATTH_INFO  CHAR(24) NOT NULL
                 ,CHNL_PRCS_SRL_NUM  CHAR(22) NOT NULL
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：（中略）
 
                         ,PROD_DAY DATE NOT NULL
                         ,PROD_TM TIME NOT NULL
) IN MPNAREA;
CREATE Index テーブルID_IDX1 ON テーブルID(
ORGN_TRD_IND_PRCS_SRL_NUM  ASC
　　,TLGRM_KD  ASC
　　,RES_CODE  ASC
　　,CHNL_TYPE  ASC
　　,IND_PRCS_DATE  ASC
) IN MPNAREA;
CREATE Index テーブルID_IDX2 ON テーブルID(
　　　　　　CHNL_PRCS_SRL_NUM  ASC
　　　　　　,CSTMR_NUM_PAY_NUM ASC
　　　　　　,DMND_NUM_DSTGSH_NUM ASC
　　　　　　,DMND_AMNT ASC
 
　　　　　　　　：（中略）
 
) IN MPNAREA;

%pddef < 電文履歴格納用テーブル作成SQLファイル名
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表 5-2　電文履歴格納用テーブルの形式

項目名 内容 DB属性 サイズ
（単位：バ
イト）

桁
数

PPデ
フォルト

値※ 1

STRG_ATTH_INFO 紐付け情報※ 2 CHAR 24 24 ALL 
SPACE

CHNL_PRCS_SRL_NUM チャネル処理通番※ 2 CHAR 22 22 ALL 
SPACE

CHNL_PRCS_DATE チャネル処理年月日※ 2 DATE 4 8 システム
日付

CHNL_PRCS_TM チャネル処理時刻※ 2 TIME 3 6 システム
時刻

TLGRM_VERN 電文バージョン※ 2 CHAR 2 2 ALL 
SPACE

TLGRM_KD 電文種別 CHAR 4 4 ALL 
SPACE

TRADE_KD 取引種別※ 2 CHAR 4 4 ALL 
SPACE

HIND_CENTR_CODE 被仕向センタコード CHAR 10 10 ALL 
SPACE

IND_CENTR_CODE 仕向センタコード CHAR 10 10 ALL 
SPACE

FIN_INSTIT_CODE 金融機関コード CHAR 8 8 ALL 
SPACE

OFFICE_CODE 店舗コード CHAR 6 6 ALL 
SPACE

TERMNL_NUM 端末番号※ 2 CHAR 4 4 ALL 
SPACE

RCPT_ORG_CODE 収納機関コード CHAR 8 8 ALL 
SPACE

RCPT_ORG_NAME_KAN
A

収納機関名（カナ） CHAR 24 24 ALL 
SPACE

RCPT_ORG_NAME_KAN
JI

収納機関名（漢字） NCHAR 24 12 ALL 
SPACE
（全角）

IND_PRCS_DATE 仕向処理年月日 DATE 4 8 システム
日付

IND_PRCS_TM 仕向処理時刻 TIME 3 3 システム
時刻

IND_PRCS_SRL_NUM 仕向処理通番 CHAR 8 8 ALL 
SPACE

ORGN_TRD_IND_PRCS_
SRL_NUM

元取引仕向処理通番 CHAR 8 8 ALL 
SPACE

RCPT_AMNT 収納金額 DEC 6 11 ZERO
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ORGL_TLGRM_KD_COD
E

オリジナル電文種別コー
ド

CHAR 4 4 ALL 
SPACE

ORGL_RES_CODE オリジナルレスポンス
コード

CHAR 4 4 ALL 
SPACE

RES_CODE レスポンスコード CHAR 4 4 ALL 
SPACE

CLBT_CENTR_RES_COD
E

共同センタレスポンス
コード※ 2

CHAR 4 4 ALL 
SPACE

REV_AGNCY_CODE 歳入代理店コード CHAR 8 8 ALL 
SPACE

CHNL_TYPE チャネル区分 CHAR 2 2 ALL 
SPACE

INSIDE_CHNL_TYPE 内部チャネル区分※ 2 CHAR 2 2 ALL 
SPACE

PUB_PAY_AMNT_TYPE 納付金区分 CHAR 2 2 ALL 
SPACE

INPUT_TYPE 入力区分 CHAR 2 2 ALL 
SPACE

RCPT_DAY 収納日 DATE 4 8 NULL

PAY_RCV_DAY 入金日 DATE 4 8 NULL

CSTMR_NUM_PAY_NUM お客様番号 /納付番号 CHAR 20 20 ALL 
SPACE

CONF_NUM 確認番号 CHAR 6 6 ALL 
SPACE

PUB_PAY_TYPE 納付区分 CHAR 16 16 ALL 
SPACE

DMND_NUM_DSTGSH_N
UM

請求番号 /識別番号 CHAR 20 20 ALL 
SPACE

COMM_BRDN_TYPE 手数料負担区分 CHAR 1 1 ALL 
SPACE

PUB_PAY_MTHD 納付方式 CHAR 1 1 ALL 
SPACE

DMND_AMNT 請求金額 DEC 6 11 ZERO

DMND_AMNT_PRNC_AM
NT

請求金額元金 DEC 6 11 ZERO

ARRE 延滞金 DEC 6 11 ZERO

CNSM_TAX_AMNT 消費税額 DEC 6 11 ZERO

NT_IN_COMM 国庫金内手数料 DEC 6 11 ZERO

OTHR_STOR_BOND_AM
NT

他店券金額 DEC 6 11 ZERO

項目名 内容 DB属性 サイズ
（単位：バ
イト）

桁
数

PPデ
フォルト
値※ 1
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（凡例）
－：該当なし

注※ 1
PPデフォルト値は，レコード作成時に設定されます。
PPデフォルト値が「ALL SPACE」の場合は半角スペースです。ただし，
「RCPT_ORG_NAME_KANJI」だけは全角スペースです。PPデフォルト値が「ZERO」の場
合，属性が CHARのときは文字の ZERO，属性が DEC/INTのときは数値の 0になります。

注※ 2
通信サーバヘッダー部の項目が，設定されます。

STAMP_TAX_AMNT 印紙税額 INT 4 3 ZERO

ERASE_LIMIT 消込期限 DATE 4 8 NULL

PAY_BRNCH_CODE 支払店舗コード※ 2 CHAR 4 4 ALL 
SPACE

PAY_ACNT_TYPE 支払科目コード※ 2 CHAR 3 3 ALL 
SPACE

PAY_ACNT_NUM 支払口座番号※ 2 CHAR 10 10 ALL 
SPACE

PAY_ACNT_OWNER_KA
NA

支払口座名義人（カナ）※
2

CHAR 48 48 ALL 
SPACE

IB_CONT_PRSN_NUM 契約者 ID※ 2 CHAR 30 30 ALL 
SPACE

FIN_INSTIT_VOLUN_IN
FO

金融機関任意情報 CHAR 20 20 ALL 
SPACE

RCPT_ORG_VOLUN_INF
O

収納機関任意情報 CHAR 40 40 ALL 
SPACE

TLGRM_HEADER_DPRT 電文（ヘッダー部） CHAR 160 16
0

－

TLGRM_BITMAP_DPRT 電文（ビットマップ部） CHAR 32 32 ALL 
SPACE

TLGRM_DATA_DPRT 電文（データ部）※ 3 VARCHA
R

6,706 6,7
06

－

TMOUT_FLAG タイムアウトフラグ CHAR 1 1 ZERO

REMARKS 備考※ 3 VARCHA
R

101 10
1

NULL

PROD_DAY 作成日付 DATE 4 8 システム
日付

PROD_TM 作成時刻 TIME 3 6 システム
時刻

合計 7,496 － －

項目名 内容 DB属性 サイズ
（単位：バ
イト）

桁
数

PPデ
フォルト
値※ 1
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注※ 3
記載しているサイズは，最大値です。

なお，「ORGN_TRD_IND_PRCS_SRL_NUM（元取引仕向処理通番）」に設定される値
は，使用するサービス，通信サーバヘッダー部の電文種別コード，およびヘッダー部の
オリジナル電文種別コードによって異なります。設定される値を次に示します。

表 5-3　元取引仕向処理通番に設定される値

注※
再送に成功した場合の応答電文のオリジナル電文種別コードです。このオリジナル電文種別
コードは，MPNセンタで書き換えられます。

サービス名 電文種別コード オリジナル電文種別
コード

設定値

照会サービス 1110，1120，1130，
1190

－ ALL SPACE

消込サービス 1211，1221，1231，
1291，2210，2220，
2230，2290

－ MPNヘッダー部に設定
されている仕向処理通
番

取消サービス 1311，1321，1331，
1391，2310，2320，
2330，2390

－ 通信サーバヘッダー部
に設定されている元取
引仕向処理通番

再送確認サービス 1710，1720，1730，
1790，2710，2720，
2730，2790

1211，1221※，1231
※，1291※，2210，
2220※，2230※，
2290※

MPNヘッダー部に設定
されている仕向処理通
番

1311，1321※，1331
※，1391※，2310，
2320※，2330※，
2390※

通信サーバヘッダー部
に設定されている元取
引仕向処理通番
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5.3　収納カウンタ情報格納用テーブルの作成
収納カウンタ情報格納用テーブルの作成手順，および作成するテーブルの形式について
説明します。

5.3.1　作成手順
収納カウンタ情報格納用テーブルは，次の手順で作成します。なお，テーブルは，ス
キーマ定義権限を持ったユーザーが作成してください。

1. RDエリアの容量を見積もる
収納カウンタ情報の格納に必要となる RDエリアの容量を見積もってください。RD
エリアの容量の見積もり方法については，「付録 A　HiRDBの RDエリアの見積もり
方法」を参照してください。

2. RDエリアを作成する
手順 1で見積もった容量の RDエリアを HiRDBに作成してください。RDエリアの
作成手順については，マニュアル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 
6　システム運用ガイド（UNIX(R)用）」または，マニュアル「スケーラブルデータ
ベースサーバ HiRDB Version 7　システム運用ガイド（UNIX(R)用）」を参照してく
ださい。

3. サンプル SQLファイル（HMpnBkCntr.sql）を任意のディレクトリにコピーする
サンプル SQLファイルは，次のディレクトリに格納されています。
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/examples/sql

4. SQLファイルを編集する
コピーした SQLファイルを編集して，テーブル作成用 SQLファイルを作成してくだ
さい。
SQLファイルの編集例を次に示します。下線で示している部分に，手順 2で作成し
た RDエリア名を指定してください。サンプル SQLファイルに記載されている内容
のうち，太字で示している部分は，編集しないでください。サンプル SQLファイル
には Indexは記載されていません。業務に合わせて，適宜設定してください。

CREATE TABLE MBMPCNTR(
　　　　IND_CENTR_CODE  CHAR(10) NOT NULL
 
　　　　：（中略）
 
　　　　,PROD_DATE DATE NOT NULL
　　　　,PROD_TM TIME NOT NULL
) IN MPNAREA;
 
CREATE Index MBMPCNTR_IDX1 ON MBMPCNTR (
　　　　CNTR_DATE  ASC
　　　　,CNTR_ACQR_TYPE  ASC
) IN MPNAREA;
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5. HiRDBのデータベース定義ユティリティ（pddef）を実行する
次の形式で，データベース定義ユティリティを実行してください。引数には，手順 4
で作成した SQLファイル名を指定します。

データベース定義ユティリティの詳細については，マニュアル「スケーラブルデータ
ベースサーバ HiRDB Version 6　コマンドリファレンス (UNIX(R)用 )」または，マ
ニュアル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　コマンドリファレン
ス (UNIX(R)用 )」を参照してください。

5.3.2　テーブルの形式
収納カウンタ情報格納用テーブルの形式を次に示します。

表 5-4　収納カウンタ情報格納用テーブルの形式

（凡例）
－：該当なし

注※ 1
PPデフォルト値は，レコード作成時に設定されます。
PPデフォルト値が「ALL SPACE」の場合は半角スペースです。PPデフォルト値が「ZERO」
の場合，属性が CHARのときは文字の ZERO，属性が DEC/INTのときは数値の 0になりま

%pddef < 収納カウンタ情報格納用テーブル作成SQLファイル名

項目名 内容 DB属性 サイズ
（単位：バイト）

桁数 PPデ
フォルト
値※ 1

IND_CENTR_COD
E

仕向センタコード CHAR 10 10 ALL 
SPACE

CNTR_DATE カウンタ年月日 DATE 4 8 システム
日付

CNTR_ACQR_TYP
E

カウンタ取得タイプ※
2

CHAR 1 1 ALL 
SPACE

INQUIRY_CNT 照会件数 INT 4 8 ZERO

ERSE_CNT 消込件数 INT 4 8 ZERO

ERSE_AMNT 消込金額 DEC 8 15 ZERO

CNCL_CNT 取消件数 INT 4 8 ZERO

CNCL_AMNT 取消金額 DEC 8 15 ZERO

PROD_DATE レコード作成日付 DATE 4 8 システム
日付

PROD_TM レコード作成時刻 TIME 3 6 システム
時刻

合計 50 － －



5.　DBへのテーブルの作成

145

す。

注※ 2
0：収納カウンタ情報取得コマンド（hmpncntget）からのカウンタ取得
1：MPNセンタの閉局時のカウンタ取得（カウンタ通知電文の収納カウンタ 1の情報）
2：MPNセンタの閉局時のカウンタ取得（カウンタ通知電文の収納カウンタ 2の情報）
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5.4　再送電文格納用テーブルの作成
再送電文格納用テーブルの作成手順，および作成するテーブルの形式について説明しま
す。

5.4.1　作成手順
再送電文格納用テーブルは，次の手順で作成します。なお，テーブルは，スキーマ権限
を持ったユーザーが作成してください。

1. RDエリアの容量を見積もる
電文再送コマンド（hmpnretry），または複数電文再送コマンド（hmpnretryall）を
実行する場合，取引情報の格納に必要となる RDエリアの容量を見積もってくださ
い。RDエリアの容量の見積もり方法については，「付録 A　HiRDBの RDエリアの
見積もり方法」を参照してください。

2. RDエリアを作成する
手順 1で見積もった容量の RDエリアを HiRDBに作成してください。RDエリアの
作成手順については，マニュアル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 
6　システム運用ガイド（UNIX(R)用）」または，マニュアル「スケーラブルデータ
ベースサーバ HiRDB Version 7　システム運用ガイド（UNIX(R)用）」を参照してく
ださい。

3. サンプル SQLファイル（HMpnRetry.sql）を任意のディレクトリにコピーする
サンプル SQLファイルは，次のディレクトリに格納されています。
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/examples/sql

4. SQLファイルを編集する
SQLファイルの編集例を次に示します。下線で示している部分に，手順 2で作成し
た RDエリア名を指定してください。サンプル SQLファイルに記載されている内容
のうち，下線で示している部分以外は，編集しないでください。

5. HiRDBのデータベース定義ユティリティ（pddef）を実行する
次の形式で，データベース定義ユティリティを実行してください。引数には，手順 4
で作成した SQLファイル名を指定します。

CREATE TABLE HMPNRETRY(
 
　　　　：（中略）
 
) IN MPNAREA; 
 
CREATE Unique Index HMPNRETRY_IDX1  ON HMPNRETRY(
 
　　　　：（中略）
 
) IN MPNAREA; 
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データベース定義ユティリティの詳細については，マニュアル「スケーラブルデータ
ベースサーバ HiRDB Version 6　コマンドリファレンス (UNIX(R)用 )」または，マ
ニュアル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　コマンドリファレン
ス (UNIX(R)用 )」を参照してください。

5.4.2　テーブルの形式
再送電文格納用テーブルの形式を次に示します。

%pddef < 再送電文格納用テーブル作成SQLファイル名
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表 5-5　再送電文格納用テーブルの形式

（凡例）
－：該当なし

項目名 内容 DB属性 サイズ
（単位：バイト）

桁数 PPデ
フォルト

値※ 1

IND_CENTR_CODE 仕向セン
タコード

CHAR 10 10 －

RCPT_ORG_CODE 収納機関
コード

CHAR 8 8

FIN_INSTIT_CODE 金融機関
コード

CHAR 8 8

IND_PRCS_DATE 仕向処理
年月日

DATE 4 8

IND_PRCS_TM 仕向処理
時刻

TIME 3 6

IND_PRCS_SRL_NUM 仕向処理
通番

CHAR 8 8

IND_TRN_SRL_NUM 仕向トラ
ンザク
ション番
号

CHAR 5 5

TRADE_TYPE 取引種別 CHAR 2 2

STATUS ステータ
ス

CHAR 4 4

PROCESS_DATE 前回処理
日付

DATE 4 8

PROCESS_TIME 前回処理
時間

TIME 3 6

HMPN_HEADER_DPR
T

通信サー
バヘッ
ダー部※
2

VARCHAR 256 255

TLGRM_HEADER_DPR
T

電文
（ヘッ
ダー部）
※ 2

CHAR 160 160

TLGRM_BITMAP_DPR
T

電文
（ビット
マップ
部）※ 2

VARCHAR 17 16

TLGRM_DATA_DPRT 電文
（データ
部）※ 2

VARCHAR 6,706 6,700

合計 7,198 － －
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注※ 1
PPデフォルト値は，レコード作成時に設定されます。ただし，この場合，設定されません。

注※ 2
再送電文の通信サーバヘッダー部，または電文（ヘッダー部，ビットマップ部，データ部）で
す。
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6　 ユーザーコールバックの作
成
この章では，ユーザーコールバックの役割，作成手順などにつ
いて説明します。ユーザーコールバックは，必要に応じて作成
および使用してください。

6.1　ユーザーコールバックの役割

6.2　ユーザーコールバックが呼び出されるタイミング

6.3　ユーザーコールバックで参照および編集できる部分

6.4　作成手順

6.5　ユーザーコールバックインターフェース

6.6　金融機関任意情報編集インターフェース
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6.1　ユーザーコールバックの役割
ユーザーコールバックとは，ユーザー固有の処理をするために，ユーザーが処理をコー
ディングする部分のことです。ユーザーコールバックを利用すると，通信サーバ for 
Bankと金融業務プログラムとの間で送受信する電文，および通信サーバ for Bankと
MPNセンタとの間で送受信する電文を参照または編集できます。

ユーザーコールバックを使用した処理の例を次に示します。

• 任意の DBに情報を書き込む（ただし，電文履歴格納用テーブル，収納カウンタ情報
格納用テーブル，および再送電文格納用テーブルの内容は，ユーザーコールバックか
らは変更しないでください）。

• 電文種別に応じた情報を金融機関任意情報に設定する。
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6.2　ユーザーコールバックが呼び出されるタイ
ミング

ユーザーコールバックは，次の SPPから呼び出されて実行されます。各 SPPの機能に
ついては，「1.5.1　通信サーバ for Bankのプロセス構造」を参照してください。

• 照会 SPP
• 消込 SPP
• 取消 SPP

ユーザーコールバックが呼び出されるのは，MPNセンタへ電文を送信する直前と，
MPNセンタから電文を受信した直後です。ユーザーコールバックが呼び出されるタイミ
ングを次の図に示します。

図 6-1　ユーザーコールバックが呼び出されるタイミング
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6.3　ユーザーコールバックで参照および編集で
きる部分

通信サーバ for Bankが送受信する電文には，ユーザーコールバックを使用して参照およ
び編集できる部分と，できない部分があります。電文の構成については，「1.6　通信
サーバ for Bankが送受信する電文」を参照してください。

ユーザーコールバックを使うと，通信サーバヘッダー部の中の通信制御部，およびデー
タ部の中の金融機関任意情報を参照または編集できます。金融機関任意情報を編集する
場合は，金融機関任意情報編集インターフェースを使用する必要があります。金融機関
任意情報編集インターフェースは，ユーザーコールバック内で呼び出して使用してくだ
さい。金融機関任意情報編集インターフェースについては，「6.6　金融機関任意情報編
集インターフェース」を参照してください。

また，通信サーバヘッダー部のフォーマットについては，「付録 C　通信サーバヘッダー
部のフォーマット」を参照してください。なお，ヘッダー部，ビットマップ部，および
データ部のフォーマットは，MPNの仕様に従っています。
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6.4　作成手順
ユーザーコールバックは，次の手順で作成します。なお，ユーザーコールバックは，通
信サーバ管理者が作成してください。

1. サンプルファイルを任意のディレクトリにコピーする
サンプルファイルは，次のディレクトリに格納されています。
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/examples/uoc
このディレクトリには，次のサンプルファイルが格納されています。

表 6-1　ユーザーコールバックのサンプルファイル

なお，サンプルファイルは，直接編集しないでください。必ずコピーしたサンプル
ファイルを使用してください。

2. ファイルの属性を変更する
コピーしたファイルに，書き込み権限を追加してください。

3. コピーしたファイルを編集し，処理を追加する
ユーザーコールバックの仕様については，「6.5　ユーザーコールバックインター
フェース」を参照してください。
なお，コールバックの戻り値には，送信前ユーザーコールバックと受信後コールバッ
クを区別できるように，値を設定してください。設定できる値は，5,001～ 8,000の
整数値です。

4. コピーしたメイクファイルを編集する
必要に応じて，メイクファイルを編集してください。メイクファイルの編集例を次に
示します。
• 作成したソースファイルを追加する場合
作成したソースファイルを追加する場合は，Makefile.uoc.aixを編集します。太字
と下線で示した部分に，ファイル名を追加してください。

ファイル名 種別

HMpnRefUoc.c 照会サービス用サンプルファイル

HMpnRefUoc.h 照会サービス用ヘッダーファイル

HMpnPayUoc.c 消込サービス用サンプルファイル

HMpnPayUoc.h 消込サービス用ヘッダーファイル

HMpnCanUoc.c 取消サービス用サンプルファイル

HMpnCanUoc.h 取消サービス用ヘッダーファイル

Define.inc.aix メイクファイル

Makefile

Makefile.uoc.aix
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• リンケージするライブラリを追加する場合
リンケージするライブラリを追加する場合は，Define.inc.aixを編集します。太字
と下線で示した部分に，追加するライブラリのパス，およびライブラリ名を追加し
てください。

「6.6　金融機関任意情報編集インターフェース」の関数を使用する場合の例を示し
ます。

5. ライブラリを生成する
次の形式で，メイクを実行してください。なお，メイクを実行するには，環境変数
「HMPNDIR」に通信サーバ for Bankのセットアップディレクトリが設定されている
必要があります。環境変数の設定については，「3.4.4　通信サーバ for Bankの環境設
定」を参照してください。

メイクを実行すると，ライブラリが生成されます。生成されるライブラリは，次のと
おりです。

表 6-2　ユーザーコールバックのライブラリ

6. 通信サーバ for Bankが稼働中の場合，停止する
通信サーバ for Bankの停止方法については，「8.2.4　通信サーバ for Bankの停止」
を参照してください。

OBJS1 =¥
　　　　HMpnRefUoc.o ¥
　　　　追加するファイル名（照会サービス用ライブラリに追加する場合）
OBJS2 = ¥
　　　　HMpnPayUoc.o ¥
　　　　追加するファイル名（消込サービス用ライブラリに追加する場合）
OBJS3 = ¥
　　　　HMpnCanUoc.o ¥
　　　　追加するファイル名（取消サービス用ライブラリに追加する場合）

#*************************************************************************#
# for linking                                                             #
#*************************************************************************#
COMMON_LDFLAGS   = -brtl -bnoentry -bexpall
COMMON_LIBS      = -L（追加するライブラリのパス） -l（追加するライブラリ名）
ALL_LDFLAGS      = $(COMMON_LDFLAGS) $(COMMON_LIBS)

COMMON_LIBS      = -L$(HMPNDIR)/lib -lhmpncom

% make

ファイル名 種別

libhmpnrefuoc.a 照会サービス用ライブラリ

libhmpnpayuoc.a 消込サービス用ライブラリ

libhmpncanuoc.a 取消サービス用ライブラリ
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7. スーパーユーザーでログインする
生成したライブラリを所定のディレクトリに格納するために，スーパーユーザーでロ
グインしてください。なお，スーパーユーザーでログインしている間は，手順 8～
10以外の操作をしないように注意してください。

8. 既存のライブラリを移動する
バックアップのために，既存のライブラリを任意のディレクトリに移動してくださ
い。ライブラリは，次のディレクトリに格納されています。
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/lib

9. 生成したライブラリを所定のディレクトリにコピーする
次の形式で，手順 5で生成したライブラリを（通信サーバ for Bankセットアップ
ディレクトリ）/libにコピーしてください。

10.コピーしたライブラリのアクセス権とオーナーを変更する
次の形式で，コピーしたライブラリのアクセス権とオーナーを変更してください。

11.通信サーバ管理者でログインする
通信サーバ for Bankを起動するために，通信サーバ管理者でログインしてください。

12.通信サーバ for Bankを起動する
通信サーバ for Bankの起動方法については，「8.2.1　通信サーバ for Bankの起動」
を参照してください。

# cp libhmpn*uoc.a （通信サーバfor Bankセットアップディレクトリ）/lib

# chmod 555 libhmpn*uoc.a
# chown 通信サーバ管理者のID：グループID　libhmpn*uoc.a
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6.5　ユーザーコールバックインターフェース
ユーザーコールバックインターフェースは，通信サーバヘッダー部の通信制御部を参照
および編集するためのインターフェースです。通信制御部を参照または編集する場合は，
ユーザーコールバックインターフェースを使用して，ユーザーコールバックを呼び出し
てください。

ユーザーコールバックインターフェースには，照会サービス用，消込サービス用，およ
び取消サービス用があります。

6.5.1　照会サービス用
照会サービス用のMPNセンタへの送信前ユーザーコールバックと，MPNセンタからの
受信後ユーザーコールバックについて説明します。

（1） MPNセンタへの送信前ユーザーコールバック

形式

引数
引数には，通信サーバ for Bankが設定する引数と，ユーザーが設定できる引数があ
ります。

通信サーバ for Bankが設定する引数
• inHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信サーバ for Bankで管理している通信制御部の先頭アドレスを示すポイン
ターです。参照用であるため，ユーザーコールバック内で変更しないでくだ
さい。

• sndMpnMsg（電文先頭ポインター）
MPNセンタへ送信する電文の先頭アドレスを示すポインターです。参照用で
あるため，ユーザーコールバック内で変更しないでください。

• kubun（納付金区分）
sndMpnMsgで示すMPN電文内の納付金区分と同じ値の文字列です。

ユーザーが設定できる引数
• outHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信制御部の先頭アドレスを示すポインターです。通信制御部を編集しない
場合は，このポインターを操作しないでください。
通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更とならない場合は，デー
タを直接編集してください。
通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更となる場合は，設定され

int  HMpnRefBfrUoc(unsigned char* inHeaderOrg
                 ,unsigned char* sndMpnMsg
                 ,unsigned char* kubun
                 ,unsigned char** outHeaderOrg)
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ている領域を解放し，ユーザーコールバック内で新しく領域を確保してくだ
さい。新しく確保した領域に通信制御部のデータを作成し，その領域をこの
ポインターに指定してください。

注意
outHeaderOrgには，NULLを設定しないでください。NULLを設定した場合
の通信サーバ for Bankの動作は，保証できません。

戻り値
0：正常終了
5,001～ 8,000：エラーリターン
その他：リターンコード不正

注意
• エラーリターンした場合，通信サーバ for Bankもエラーリターンして処理を中断
し，金融業務プログラムにエラーを通知します。

• エラーリターンした場合，新しく作成した領域のポインターを解放する必要はあ
りませんが，編集した通信制御部の内容は反映されません。

• 通信サーバ for Bankがリターンコード不正と判断した場合，金融業務プログラム
にエラーを通知します。

（2） MPNセンタからの受信後ユーザーコールバック

形式

引数
引数には，通信サーバ for Bankが設定する引数と，ユーザーが設定できる引数があ
ります。

通信サーバ for Bankが設定する引数
• inHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信サーバ for Bankで管理している通信制御部の先頭アドレスを示すポイン
ターです。参照用であるため，ユーザーコールバック内で変更しないでくだ
さい。MPNセンタへの送信前ユーザーコールバックで通信制御部を編集した
場合は，編集後の通信制御部のポインターが設定されます。

• rcvMpnMsg（電文先頭ポインター）
MPNセンタから受信した電文の先頭アドレスを示すポインターです。参照用
であるため，ユーザーコールバック内で変更しないでください。

• kubun（納付金区分）
rcvMpnMsgで示すMPN電文内の納付金区分と同じ値の文字列です。

ユーザーが設定できる引数

int  HMpnRefAftUoc(unsigned char* inHeaderOrg
                 ,unsigned char* rcvMpnMsg
                 ,unsigned char* kubun
                 ,unsigned char** outHeaderOrg)
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• outHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信制御部の先頭アドレスを示すポインターです。通信制御部を編集しない
場合は，このポインターを操作しないでください。
通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更とならない場合は，デー
タを直接編集してください。
通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更となる場合は，設定され
ている領域を解放し，ユーザーコールバック内で新しく領域を確保してくだ
さい。新しく確保した領域に通信制御部のデータを作成し，その領域をこの
ポインターに指定してください。

注意
outHeaderOrgには，NULLを設定しないでください。NULLを設定した場合
の通信サーバ for Bankの動作は，保証できません。

戻り値
0：正常終了
5,001～ 8,000：エラーリターン
その他：リターンコード不正

注意
• エラーリターンした場合，通信サーバ for Bankもエラーリターンして処理を中断
し，金融業務プログラムにエラーを通知します。

• エラーリターンした場合，新しく作成した領域のポインターを解放する必要はあ
りませんが，編集した通信制御部の内容は反映されません。

• 通信サーバ for Bankがリターンコード不正と判断した場合，金融業務プログラム
にエラーを通知します。

• MPNセンタで正常に照会処理が終了したあと，ユーザーコールバック内でエラー
リターンした場合，通信サーバ for BankとMPNセンタでの処理結果が不一致と
なります。ユーザーコールバック作成時は，この点に注意してください。

6.5.2　消込サービス用
消込サービス用のMPNセンタへの送信前ユーザーコールバックと，MPNセンタからの
受信後ユーザーコールバックについて説明します。

（1） MPNセンタへの送信前ユーザーコールバック

形式

引数
引数には，通信サーバ for Bankが設定する引数と，ユーザーが設定できる引数があ

int  HMpnPayBfrUoc(unsigned char* inHeaderOrg
                 ,unsigned char* sndMpnMsg
                 ,unsigned char* kubun
                 ,unsigned char** outHeaderOrg)
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ります。

通信サーバ for Bankが設定する引数
• inHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信サーバ for Bankで管理している通信制御部の先頭アドレスを示すポイン
ターです。参照用であるため，ユーザーコールバック内で変更しないでくだ
さい。

• sndMpnMsg（電文先頭ポインター）
MPNセンタへ送信する電文の先頭アドレスを示すポインターです。参照用で
あるため，ユーザーコールバック内で変更しないでください。

• kubun（納付金区分）
sndMpnMsgで示すMPN電文内の納付金区分と同じ値の文字列です。

ユーザーが設定できる引数
• outHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信制御部の先頭アドレスを示すポインターです。通信制御部を編集しない
場合は，このポインターを操作しないでください。
通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更とならない場合は，デー
タを直接編集してください。
通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更となる場合は，設定され
ている領域を解放し，ユーザーコールバック内で新しく領域を確保してくだ
さい。新しく確保した領域に通信制御部のデータを作成し，その領域をこの
ポインターに指定してください。

注意
outHeaderOrgには，NULLを設定しないでください。NULLを設定した場合
の通信サーバ for Bankの動作は，保証できません。

戻り値
0：正常終了
5,001～ 8,000：エラーリターン
その他：リターンコード不正

注意
• エラーリターンした場合，通信サーバ for Bankもエラーリターンして処理を中断
し，金融業務プログラムにエラーを通知します。

• エラーリターンした場合，新しく作成した領域のポインターを解放する必要はあ
りませんが，編集した通信制御部の内容は反映されません。

• 通信サーバ for Bankがリターンコード不正と判断した場合，金融業務プログラム
にエラーを通知します。

（2） MPNセンタからの受信後ユーザーコールバック

形式
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引数
引数には，通信サーバ for Bankが設定する引数と，ユーザーが設定できる引数があ
ります。

通信サーバ for Bankが設定する引数
• inHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信サーバ for Bankで管理している通信制御部の先頭アドレスを示すポイン
ターです。参照用であるため，ユーザーコールバック内で変更しないでくだ
さい。MPNセンタへの送信前ユーザーコールバックで通信制御部を編集した
場合は，編集後の通信制御部のポインターが設定されます。

• rcvMpnMsg（電文先頭ポインター）
MPNセンタから受信した電文の先頭アドレスを示すポインターです。参照用
であるため，ユーザーコールバック内で変更しないでください。

• kubun（納付金区分）
rcvMpnMsgで示すMPN電文内の納付金区分と同じ値の文字列です。

ユーザーが設定できる引数
• outHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信制御部の先頭アドレスを示すポインターです。通信制御部を編集しない
場合は，このポインターを操作しないでください。
通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更とならない場合は，デー
タを直接編集してください。
通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更となる場合は，設定され
ている領域を解放し，ユーザーコールバック内で新しく領域を確保してくだ
さい。新しく確保した領域に通信制御部のデータを作成し，その領域をこの
ポインターに指定してください。

注意
outHeaderOrgには，NULLを設定しないでください。NULLを設定した場合
の通信サーバ for Bankの動作は，保証できません。

戻り値
0：正常終了
5,001～ 8,000：エラーリターン
その他：リターンコード不正

注意
• エラーリターンした場合，通信サーバ for Bankもエラーリターンして処理を中断
し，金融業務プログラムにエラーを通知します。

• エラーリターンした場合，新しく作成した領域のポインターを解放する必要はあ

int  HMpnPayAftUoc(unsigned char* inHeaderOrg
                 ,unsigned char* rcvMpnMsg
                 ,unsigned char* kubun
                 ,unsigned char** outHeaderOrg)
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りませんが，編集した通信制御部の内容は反映されません。
• 通信サーバ for Bankがリターンコード不正と判断した場合，金融業務プログラム
にエラーを通知します。

• MPNセンタで正常に照会処理が終了したあと，ユーザーコールバック内でエラー
リターンした場合，通信サーバ for BankとMPNセンタでの処理結果が不一致と
なります。ユーザーコールバック作成時は，この点に注意してください。

6.5.3　取消サービス用
取消サービス用のMPNセンタへの送信前ユーザーコールバックと，MPNセンタからの
受信後ユーザーコールバックについて説明します。

（1） MPNセンタへの送信前ユーザーコールバック

形式

引数
引数には，通信サーバ for Bankが設定する引数と，ユーザーが設定できる引数があ
ります。

通信サーバ for Bankが設定する引数
• inHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信サーバ for Bankで管理している通信制御部の先頭アドレスを示すポイン
ターです。参照用であるため，ユーザーコールバック内で変更しないでくだ
さい。

• sndMpnMsg（電文先頭ポインター）
MPNセンタへ送信する電文の先頭アドレスを示すポインターです。参照用で
あるため，ユーザーコールバック内で変更しないでください。

• kubun（納付金区分）
sndMpnMsgで示すMPN電文内の納付金区分と同じ値の文字列です。

ユーザーが設定できる引数
• outHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信制御部の先頭アドレスを示すポインターです。通信制御部を編集しない
場合は，このポインターを操作しないでください。
通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更とならない場合は，デー
タを直接編集してください。
通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更となる場合は，設定され
ている領域を解放し，ユーザーコールバック内で新しく領域を確保してくだ
さい。新しく確保した領域に通信制御部のデータを作成し，その領域をこの
ポインターに指定してください。

int  HMpnCanBfrUoc(unsigned char* inHeaderOrg
                 ,unsigned char* sndMpnMsg
                 ,unsigned char* kubun
                 ,unsigned char** outHeaderOrg)
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注意
outHeaderOrgには，NULLを設定しないでください。NULLを設定した場合
の通信サーバ for Bankの動作は，保証できません。

戻り値
0：正常終了
5,001～ 8,000：エラーリターン
その他：リターンコード不正

注意
• エラーリターンした場合，通信サーバ for Bankもエラーリターンして処理を中断
し，金融業務プログラムにエラーを通知します。

• エラーリターンした場合，新しく作成した領域のポインターを解放する必要はあ
りませんが，編集した通信制御部の内容は反映されません。

• 通信サーバ for Bankがリターンコード不正と判断した場合，金融業務プログラム
にエラーを通知します。

（2） MPNセンタからの受信後ユーザーコールバック

形式

引数
引数には，通信サーバ for Bankが設定する引数と，ユーザーが設定できる引数があ
ります。

通信サーバ for Bankが設定する引数
• inHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信サーバ for Bankで管理している通信制御部の先頭アドレスを示すポイン
ターです。参照用であるため，ユーザーコールバック内で変更しないでくだ
さい。MPNセンタへの送信前ユーザーコールバックで通信制御部を編集した
場合は，編集後の通信制御部のポインターが設定されます。

• rcvMpnMsg（電文先頭ポインター）
MPNセンタから受信した電文の先頭アドレスを示すポインターです。参照用
であるため，ユーザーコールバック内で変更しないでください。

• kubun（納付金区分）
rcvMpnMsgで示すMPN電文内の納付金区分と同じ値の文字列です。

ユーザーが設定できる引数
• outHeaderOrg（通信制御部先頭ポインター）
通信制御部の先頭アドレスを示すポインターです。通信制御部を編集しない
場合は，このポインターを操作しないでください。

int  HMpnCanAftUoc(unsigned char* inHeaderOrg
                 ,unsigned char* rcvMpnMsg
                 ,unsigned char* kubun
                 ,unsigned char** outHeaderOrg)
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通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更とならない場合は，デー
タを直接編集してください。
通信制御部を編集して，通信制御部のサイズが変更となる場合は，設定され
ている領域を解放し，ユーザーコールバック内で新しく領域を確保してくだ
さい。新しく確保した領域に通信制御部のデータを作成し，その領域をこの
ポインターに指定してください。

注意
outHeaderOrgには，NULLを設定しないでください。NULLを設定した場合
の通信サーバ for Bankの動作は，保証できません。

戻り値
0：正常終了
5,001～ 8,000：エラーリターン
その他：リターンコード不正

注意
• エラーリターンした場合，通信サーバ for Bankもエラーリターンして処理を中断
し，金融業務プログラムにエラーを通知します。

• エラーリターンした場合，新しく作成した領域のポインターを解放する必要はあ
りませんが，編集した通信制御部の内容は反映されません。

• 通信サーバ for Bankがリターンコード不正と判断した場合，金融業務プログラム
にエラーを通知します。

• MPNセンタで正常に照会処理が終了したあと，ユーザーコールバック内でエラー
リターンした場合，通信サーバ for BankとMPNセンタでの処理結果が不一致と
なります。ユーザーコールバック作成時は，この点に注意してください。
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6.6　金融機関任意情報編集インターフェース
金融機関任意情報編集インターフェースは，電文の中の金融機関任意情報を編集するた
めのインターフェースです。電文上の任意情報を編集する場合は，次に示すインター
フェースを使用して，編集用の関数を呼び出してください。

形式

引数
• mode（処理モード）
金融機関任意情報の処理モードを指定します。
0：editData，editLenを取得し，編集処理をします。
1：電文上の任意情報の削除処理をします。

• editLen（editDataのデータ長）
editDataに指定したデータの長さを指定してください。editLenは，modeに 0
を指定している場合にだけ参照されます。

• editData（編集データ）
編集するデータを指定します。editDataに指定したデータが，電文の金融機関任
意情報に設定されます。editDataは，modeに 0を指定している場合にだけ参照
されます。

戻り値
次に示す戻り値を基に，ユーザーコールバック内の処理を決定してください。
0：正常終了
1：第 1引数のエラー
2：mode（処理モード）の値が 0（編集）で，editData（編集データ）の値が
NULLの場合のエラー
3：システムコールエラー
4または 5：内部処理エラー
6：mode（処理モード）の値が 0（編集）で，かつ第 2引数の値が 1以上 20以下で
はない場合のエラー

#include <HMpnCmnEditBnk.h>
int  HMpnEditBnk(int mode, int editLen, char* editData)
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7　 通信サーバ for Bankのイン
ターフェース
この章では，通信サーバ for Bankのインターフェースについ
て説明します。

7.1　業務系プロセスインターフェース
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7.1　業務系プロセスインターフェース
業務系プロセスインターフェースとは，通信サーバ for Bankの業務系 SPPと金融業務
プログラムとの間で，電文を送受信するためのインターフェースです。

ここでは，各業務系 SPPの機能，および各サービスを呼び出すときの RPC通信に必要
な情報について説明します。

サービスの呼び出し方法の詳細については，マニュアル「OpenTP1 Version 5 分散トラ
ンザクション処理機能　OpenTP1　クライアント使用の手引」およびマニュアル
「OpenTP1 Version 5 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　プログラム作成リ
ファレンス　C言語編」，または，マニュアル「OpenTP1 Version 6 分散トランザクショ
ン処理機能　OpenTP1　クライアント使用の手引　TP1/Client/W，TP1/Client/P編」お
よびマニュアル「OpenTP1 Version 6 分散トランザクション処理機能　OpenTP1　プロ
グラム作成リファレンス　C言語編」を参照してください。

7.1.1　照会 SPP用インターフェース
照会 SPP用インターフェースは，照会 SPPと金融業務プログラムの間で照会処理に必
要な電文を送受信するためのインターフェースです。

照会 SPPの機能および照会 SPP呼び出し時の RPC通信に必要な情報について説明しま
す。

（1） 照会 SPPの機能

照会 SPPは，次の順序で照会電文を処理します。

1. 金融業務プログラムが，照会要求のための情報を作成する

2. 金融業務プログラムが，照会サービスを呼び出す

3. 通信サーバ for Bankが，MPNセンタへ照会依頼電文を送信する

4. 通信サーバ for Bankが，MPNセンタから照会応答電文を受信する

5. 通信サーバ for Bankが，照会結果を金融業務プログラムに送信する

照会電文の処理の流れを次の図に示します。
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図 7-1　照会電文の処理の流れ

（2） RPC通信に必要な情報

照会サービスを呼び出すときの RPC通信に必要な情報について説明します。

サービスグループ名
OpenTP1の各照会 SPP用ユーザサービス定義，および通信サーバシステム定義の
収納サービス定義で指定したサービスグループ名を設定してください。

サービス名
OpenTP1の各照会 SPP用ユーザサービス定義，および通信サーバシステム定義の
収納サービス定義で指定したサービス名を設定してください。

RPCの形態
同期応答型 RPC

入力パラメタ
金融業務プログラムからの照会依頼電文，および電文長を設定してください。

出力パラメタ
金融業務プログラムへの照会応答電文を格納する領域，および応答電文長を設定し
てください。

なお，通信サーバ for Bankが RPC通信に使用する領域については，「7.1.4　外部入出力
領域」を参照してください。

注意
照会サービスを呼び出すときは，金融業務プログラムの RPC応答待ち時間が，RPC
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から応答が届くまでの時間より長く設定されている必要があります。そのため，
サービス呼び出し元 UAP（金融業務プログラム）の定義および環境変数に，次のよ
うに値を設定してください。
• 設定する定義および環境変数

SPPおよび SUPの場合：ユーザサービス定義の「watch_time」
CUPの場合：環境変数の「DCWATCHTIM」

• 設定する値
「0」または「15以上」の値を設定してください。なお，「0」を指定した場合は，
応答を受信するまで，無限に待ち続けます。

7.1.2　消込 SPP用インターフェース
消込 SPP用インターフェースは，消込 SPPと金融業務プログラムとの間で消込処理に
必要な電文を送受信するためのインターフェースです。

消込 SPPの機能および消込 SPP呼び出し時の RPC通信に必要な情報について説明しま
す。

（1） 消込 SPPの機能

消込 SPPは，次の順序で消込電文を処理します。

1. 金融業務プログラムが，消込要求のための情報を作成する

2. 金融業務プログラムが，消込サービスを呼び出す

3. 通信サーバ for Bankが，MPNセンタへ消込依頼電文を送信する

4. 通信サーバ for Bankが，MPNセンタから消込応答電文を受信する

5. 通信サーバ for Bankが，消込結果を金融業務プログラムに送信する

6. 金融業務プログラムが，金融機関の口座から支払い金額を引き落とす

消込電文の処理の流れを次の図に示します。
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図 7-2　消込電文の処理の流れ

（2） RPC通信に必要な情報

消込サービスを呼び出すときの RPC通信に必要な情報について説明します。

サービスグループ名
OpenTP1の各消込 SPP用ユーザサービス定義，および通信サーバシステム定義の
収納サービス定義で指定したサービスグループ名を設定してください。

サービス名
OpenTP1の各消込 SPP用ユーザサービス定義，および通信サーバシステム定義の
収納サービス定義で指定したサービス名を設定してください。

RPCの形態
同期応答型 RPC

入力パラメタ
金融業務プログラムからの消込依頼電文，および電文長を設定してください。

出力パラメタ
金融業務プログラムへの消込応答電文を格納する領域，および応答電文長を設定し
てください。

なお，通信サーバ for Bankが RPC通信に使用する領域については，「7.1.4　外部入出力
領域」を参照してください。



7.　通信サーバ for Bankのインターフェース

172

注意
消込サービスを呼び出すときは，金融業務プログラムの RPC応答待ち時間が，RPC
から応答が届くまでの時間より長く設定されている必要があります。そのため，
サービス呼び出し元 UAP（金融業務プログラム）の定義および環境変数に，次のよ
うに値を設定してください。
• 設定する定義および環境変数

SPPおよび SUPの場合：ユーザサービス定義の「watch_time」
CUPの場合：環境変数の「DCWATCHTIM」

• 設定する値
「0」または「次の計算式以上の値」を設定してください。なお，「0」を指定した
場合は，応答を受信するまで，無限に待ち続けます。

7.1.3　取消 SPP用インターフェース
取消 SPP用インターフェースは，取消 SPPと金融業務プログラムとの間で取消処理に
必要な電文を送受信するためのインターフェースです。

取消 SPPの機能および取消 SPP呼び出し時の RPC通信に必要な情報について説明しま
す。

（1） 取消 SPPの機能

取消 SPPは，次の順序で取消電文を処理します。

1. 金融業務プログラムが，取消要求のための情報を作成する

2. 金融業務プログラムが，取消サービスを呼び出す

3. 通信サーバ for Bankが，MPNセンタへ取消依頼電文を送信する

4. 通信サーバ for Bankが，MPNセンタから取消応答電文を受信する

5. 通信サーバ for Bankが，取消結果を金融業務プログラムに送信する

6. 金融業務プログラムが，金融機関の口座に，支払い金額を元に戻す

取消電文の処理の流れを次の図に示します。
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図 7-3　取消電文の処理の流れ

（2） RPC通信に必要な情報

取消サービスを呼び出すときの RPC通信に必要な情報について説明します。

サービスグループ名
OpenTP1の各取消 SPP用ユーザサービス定義，および通信サーバシステム定義の
収納サービス定義で指定したサービスグループ名を設定してください。

サービス名
OpenTP1の各取消 SPP用ユーザサービス定義，および通信サーバシステム定義の
収納サービス定義で指定したサービス名を設定してください。

RPCの形態
同期応答型 RPC

入力パラメタ
金融業務プログラムからの取消依頼電文，および電文長を設定してください。

出力パラメタ
金融業務プログラムへの取消応答電文を格納する領域，および応答電文長を設定し
てください。

なお，通信サーバ for Bankが RPC通信に使用する領域については，「7.1.4　外部入出力
領域」を参照してください。
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注意
取消サービスを呼び出すときは，金融業務プログラムの RPC応答待ち時間が，RPC
から応答が届くまでの時間より長く設定されている必要があります。そのため，
サービス呼び出し元 UAP（金融業務プログラム）の定義および環境変数に，次のよ
うに値を設定してください。
• 設定する定義および環境変数

SPPおよび SUPの場合：ユーザサービス定義の「watch_time」
CUPの場合：環境変数の「DCWATCHTIM」

• 設定する値
「0」または「次の計算式以上の値」を設定してください。なお，「0」を指定した
場合は，応答を受信するまで，無限に待ち続けます。

7.1.4　外部入出力領域
金融業務プログラムとの通信に使用する，通信サーバ for Bankの入出力領域について説
明します。

（1） 入力領域

通信サーバ for Bankが使用する外部入力領域について次に示します。

表 7-1　外部入力領域

注※
通信サーバヘッダー部のフォーマットについては「付録 C　通信サーバヘッダー部のフォー
マット」を参照してください。

（2） 出力領域

通信サーバ for Bankが使用する外部出力領域について次に示します。

サービス関数名 領域 入力内容 説明

hmpn_ref_srv
hmpn_pay_srv
hpmn_can_srv

RPCコール入力電文 金融業務プログラムか
らの依頼電文

MPN電文に通信サー
バヘッダー部を追加し
た電文※

RPCコール入力電文長 金融業務プログラムか
らの依頼電文の長さ

RPCコール入力電文の
長さ
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表 7-2　外部出力領域

注※
金融業務プログラムでは，通信サーバヘッダー部，MPN電文のヘッダー部，ビットマップ部，
およびデータ部の最大長を考慮し，設定してください。また，通信サーバヘッダー部のフォー
マットについては「付録 C　通信サーバヘッダー部のフォーマット」を参照してください。

（3） 出力領域サイズチェック

通信サーバ for Bankが使用する出力領域のサイズチェックの内容，およびチェックした
ときの通信サーバ for Bankの動きについて説明します。

（a）出力領域サイズチェックの内容

出力領域サイズチェックの内容について，次に示します。RPCコール出力領域がチェッ
クの対象になります。

表 7-3　出力領域サイズチェックの内容

出力領域サイズチェックの場合，出力される「位置コード」および「要因コード」につ
いては，マニュアル「Hitachi Multi Payment Network communications serverメッ
セージ」を参照してください。

（b）通信サーバ for Bankの処理

出力領域サイズチェックした場合の通信サーバ for Bankの処理について次に示します。

• RPC出力領域が最低長（19バイト）未満のとき
最低長（19バイト）未満のとき，処理が続行できないため，通信サーバヘッダー部に
「リターンコード」を設定し，金融業務プログラムへ戻ります。そのほかの領域は

サービス関数名 領域 出力内容 説明

hmpn_ref_srv
hmpn_pay_srv
hpmn_can_srv

RPCコール出力電文領
域

通信サーバ for Bank
で編集した応答電文

MPN電文に通信サー
バヘッダー部を追加し
た電文※

RPCコール出力電文長 通信サーバ for Bank
で編集した応答電文の
長さ

RPCコール出力電文の
長さ

チェック条件 チェック内容 チェックするタイミング

RPC出力領域長 <最低長（19バ
イト）

金融業務プログラムへ応答する
場合に必要な長さがあるか

各業務系 SPPが呼び出された
直後

RPC出力領域長 <通信サーバ
ヘッダー長

通信サーバ for Bankでエラー
となった場合にエラーリターン
できる長さがあるか

• MPNセンタ接続前のデータ
解析後

• MPNセンタ接続前の各業務
系 SPPへのコールバック後

RPC出力領域長 <MPNセンタ応
答電文長

通信サーバ for Bankから応答
電文を送信できる長さがあるか

MPNセンタからの応答電文を
受信した直後
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ALL0を設定し，戻ります。これらの場合，電文履歴は保存されません。
また，このとき，「KDMPBS003-E」のメッセージが表示されます。

• RPC出力領域が通信サーバヘッダー長未満のとき
通信サーバヘッダー長未満のとき，通信サーバヘッダー部に「リターンコード」，「位
置コード」および「要因コード」を設定し，金融業務プログラムへ戻ります。そのほ
かの領域は ALL0を設定し，戻ります。これらの場合，電文履歴は保存されません。
また，このとき，「KDMPBS003-E」のメッセージが表示されます。

• RPC出力領域がMPNセンタ応答電文長未満のとき
MPNセンタ応答電文長未満のとき，通信サーバヘッダー部に「リターンコード」，
「位置コード」および「要因コード」を設定し，金融業務プログラムへ戻ります。その
ほかの領域は ALL0を設定し，戻ります。これらの場合だけ，電文履歴は保存されま
す。
また，このとき，「KDMPBS004-E」のメッセージが表示されます。

通信サーバヘッダー部については，「付録 C　通信サーバヘッダー部のフォーマット」を
参照してください。

出力領域サイズチェックした場合に表示されるメッセージの内容については，マニュア
ル「Hitachi Multi Payment Network communications serverメッセージ」を参照して
ください。
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8　 システム運用
この章では，通信サーバ for Bankの起動 /停止，および運用
管理の方法について説明します。

8.1　システム運用の流れ

8.2　起動と停止

8.3　システムの管理
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8.1　システム運用の流れ
通信サーバ for Bankは，次の手順で運用します。ただし，状態表示，収納カウンタ情報
取得，および電文の再送については，この手順で運用しない場合があります。各手順に
ついては，図中に示した個所を参照してください。

図 8-1　システム運用の流れ

システム運用の流れ
1. 通信サーバ for Bankの起動
通信サーバ for Bankを起動します。起動方法については，「8.2.1　通信サーバ
for Bankの起動」を参照してください。

2. 通信サーバ for Bankの開局
オンライン処理を開始するために，通信サーバ for Bankを開局します。開局方
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法については，「8.2.2　通信サーバ for Bankの開局」を参照してください。
3. 状態表示
必要に応じて，通信サーバ for Bankの収納サービスの状態を表示します。状態
表示については，「8.3.1　状態表示」を参照してください。

4. 収納カウンタ情報取得
必要に応じて，MPNセンタが保有している収納カウンタ情報をオンラインで取
得します。収納カウンタ情報の取得方法については，「8.3.2　収納カウンタ情報
取得」を参照してください。

5. 電文の再送
必要に応じて，送信した消込依頼電文または取消依頼電文がタイムアウトした場
合に，再度電文を送信します。電文の再送方法については，「8.3.3　電文の再送」
を参照してください。

6. 通信サーバ for Bankの閉局
オンライン処理を終了するために，通信サーバ for Bankを閉局します。閉局方
法については，「8.2.3　通信サーバ for Bankの閉局」を参照してください。

7. 通信サーバ for Bankの停止
通信サーバ for Bankを停止します。停止方法については，「8.2.4　通信サーバ
for Bankの停止」を参照してください。
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8.2　起動と停止
通信サーバ for Bankの起動 /停止および開局 /閉局の方法について説明します。

通信サーバ for Bankの起動と開局は ,連動することもできます。

8.2.1　通信サーバ for Bankの起動
通信サーバ for Bankを起動する前に，HAモニタおよび HiRDBを起動しておいてくだ
さい。

HAモニタの起動方法については，マニュアル「高信頼化システム監視機能　HAモニ
タ」を参照してください。また，HiRDBの起動方法については，マニュアル「スケーラ
ブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　システム運用ガイド（UNIX(R)用）」また
はマニュアル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　システム運用ガイ
ド（UNIX(R)用）」を参照してください。

通信サーバ for Bankの起動操作は，HA構成の形態によって異なります。HA構成の形
態については，「2.3　HA構成の形態」を参照してください。それぞれの場合での操作を
次に示します。

• 通信サーバ for Bank単独での HA構成の場合
現用系で通信サーバ for Bankを起動するには，通信サーバ for Bankの起動コマンド
（hmpnstart）を実行してください。予備系では，通信サーバ for Bankの起動コマン
ドのオプションに「-b」を指定して実行してください。また，強制起動する場合は，
通信サーバ for Bankの起動コマンドのオプションに「-n」を指定してください。
なお，ファイル転送を使用する場合は通信サーバ Baseを起動します。通信サーバ
Baseの起動方法については，マニュアル「Hitachi Multi Payment Network 
communications server Base」を参照してください。

• 通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方でのHA構成の場合
次の操作で通信サーバ Baseと通信サーバ for Bankをそれぞれ起動してください（順
不同）。

通信サーバ Base
現用系，予備系ともに，HAモニタのコマンド（monbegin）を実行してくださ
い。

通信サーバ for Bank
現用系では，通信サーバ for Bankの起動コマンドを実行してください。予備系で
は，通信サーバ for Bankの起動コマンドのオプションに「-b」を指定して実行し
てください。また，強制起動する場合は，通信サーバ for Bankの起動コマンドの
オプションに「-n」を指定してください。

通信サーバ for Bankの起動コマンドの詳細については，「10.3　コマンドの詳細　
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hmpnstart（通信サーバ for Bankの起動）」を参照してください。また，HAモニタのコ
マンドの詳細については，マニュアル「高信頼化システム監視機能　HAモニタ」を参照
してください。

注意
• 通信サーバ for Bankを起動する前に，システム日付および時刻を合わせておいて
ください。通信サーバ for Bankの起動中にシステム日付および時刻を変更した場
合，そのあとの通信サーバ for Bankの動作は保証できません。

• 前回停止時に強制停止した場合，前回異常終了した場合，および起動に失敗した
場合は，必ず強制起動してください。

通信サーバ for Bankの起動コマンドを実行すると，次の順序でプロセスが起動されま
す。

1. OpenTP1
2. 共通ソフトウェア
3. OpenTP1監視プロセス
4. SPP障害監視プロセス
5. MPNセンタ要求監視 SUP
6. 開閉局制御 SPP 
7. 業務系 SPP

各プロセスについては，「1.5.1　通信サーバ for Bankのプロセス構造」を参照してくだ
さい。

8.2.2　通信サーバ for Bankの開局
開局とは，オンライン処理を開始するために通信サーバ for Bankの開局処理をする操作
です。開局には，次の方法があります。

• 自動開局
• コマンドによる手動開局

自動開局とは，通信サーバ for Bankの起動後に自動で開局することです。自動開局の場
合は，開局の操作は必要ありません。手動開局とは，コマンドを実行して開局すること
です。

開局すると，業務系 SPPが起動されます。開局後は，開閉局状態が「開局中」になって
いることを確認してください。開閉局状態の確認方法については，「8.3.1　状態表示」を
参照してください。

注意
• 自動開局，手動開局に関係なく，通信できるチャネルが一つもない場合は開局で
きません。

• 開局要求がタイムアウトした場合，MPNセンタ側の開閉局状態は，開局状態にな
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る場合と閉局状態になる場合があります。開局要求がタイムアウトした場合およ
び共通ソフトウェアからエラーリターンの応答があった場合は，出力されるエ
ラーメッセージに従って対処してください。

• 開局コマンド（hmpnopen）が異常終了した場合は，閉局状態になります。出力
されるエラーメッセージに従って対処したあと，再度開局コマンドを実行してく
ださい。

• MPNセンタから開始要求を受信した場合は，自動で開局します。

（1） 自動開局

通信サーバシステム定義の「AUTO_OPEN」に「AUTO」が設定されている場合は，通
信サーバ for Bankの起動時に自動開局されます。

通信サーバ for Bankに障害が発生して自動再起動した場合は，通信サーバシステム定義
の「ONLINE_STATUS」の設定によって異なります。

•「ONLINE_STATUS」の設定が「ON」の場合
前回停止時の状態が引き継がれます。したがって，前回停止時の状態が「開局中」ま
たは「開局処理中」であれば，自動開局されます。前回停止時の状態が「予備閉局中」
であれば，「予備閉局中」になります。

•「ONLINE_STATUS」の設定が「OFF」の場合
通信サーバシステム定義の「AUTO_OPEN」の設定が「AUTO」であれば，自動開局
されます。

通信サーバシステム定義については，「4.3　通信サーバシステム定義」を参照してくだ
さい。

（2） コマンドによる手動開局

通信サーバシステム定義の「AUTO_OPEN」に「MANUAL」が設定されている場合は，
手動で開局します。手動開局する場合は，開局コマンドを実行してください。また，強
制開局する場合は，開局コマンドのオプションに「-F」を指定してください。

開局コマンドの詳細については，「10.3　コマンドの詳細　hmpnopen（開局）」を参照し
てください。

注意
MPNセンタと通信サーバ for Bankの開閉局状態が一致しない場合は，必ず強制開
局してください。

8.2.3　通信サーバ for Bankの閉局
閉局とは，オンライン処理を終了するために，通信サーバ for Bankの閉局処理をする操
作です。閉局するには，閉局コマンド（hmpnclose）を実行してください。また，強制
閉局する場合は，閉局コマンドのオプションに「-F」を指定してください。
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閉局コマンドの詳細については，「10.3　コマンドの詳細　hmpnclose（閉局）」を参照
してください。

なお，閉局後は，開閉局状態が「閉局中」になっていることを確認してください。開閉
局状態の確認方法については，「8.3.1　状態表示」を参照してください。

注意
• 閉局要求がタイムアウトした場合，MPNセンタ側の開閉局状態は，開局状態にな
る場合と閉局状態になる場合があります。開局要求がタイムアウトした場合およ
び共通ソフトウェアからエラーリターンの応答があった場合は，出力されるエ
ラーメッセージに従って対処してください。

• MPNセンタと通信サーバ for Bankで開閉局状態が一致しない場合に閉局すると
きは，必ず強制閉局してください。

• 閉局コマンドが異常終了した場合は，MPNセンタと通信サーバ for Bankで開閉
局状態の不一致が起こっているおそれがあります。閉局コマンドが異常終了した
場合は，強制閉局してください。閉局できない場合は，MPNセンタに連絡してく
ださい。

• MPNセンタでの障害発生時，MPNセンタのメンテナンス時などは，MPNセン
タからの終了要求によって，自動で閉局されます。

予備閉局
予備閉局とは，照会サービスは受け付けないで，消込サービスおよび取消サービス
は受け付ける状態にすることです。予備閉局する場合は，閉局コマンドのオプショ
ンに「-p」または「-t」を指定してください。指定したオプションによって，処理が
異なります。
• オプションに「-p」を指定した場合
照会サービスが終了し，収納サービスの状態が「予備閉局中」になります。「予備
閉局中」の状態を解除するには，開局コマンド（hmpnopen）を実行してくださ
い。また，予備閉局したあとに，閉局するときは，閉局コマンドを実行してくだ
さい。

• オプションに「-t」を指定した場合
収納サービスの状態が「予備閉局中」になったあと，閉局実行待ち時間が経過す
ると，閉局処理が実行されます。

8.2.4　通信サーバ for Bankの停止
通信サーバ for Bankの停止操作は HA構成の形態によって異なります。HA構成の形態
については，「2.3　HA構成の形態」を参照してください。それぞれの場合での操作を次
に示します。

• 通信サーバ for Bank単独での HA構成の場合
現用系，予備系ともに，通信サーバ for Bankの停止コマンド（hmpnstop）を実行し
てください。また，強制停止する場合は，通信サーバ for Bankの停止コマンドのオプ
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ションに「-F」を指定してください。
• 通信サーバ Baseと通信サーバ for Bank双方でのHA構成の場合
次の操作で通信サーバ Baseと通信サーバ for Bankをそれぞれ停止してください（順
不同）。

通信サーバ Base
現用系で HAモニタのコマンド（monend）を実行してください。予備系は現用
系と連動して停止します。

通信サーバ for Bank
現用系，予備系ともに，通信サーバ for Bankの停止コマンドを実行してくださ
い。強制停止する場合は，通信サーバ for Bankの停止コマンドのオプションに
「-F」を指定してください。

通信サーバ for Bankの停止コマンドの詳細については，「10.3　コマンドの詳細　
hmpnstop（通信サーバ for Bankの停止）」を参照してください。

注意
強制停止した場合は，次回起動時に必ず強制起動してください。

通信サーバ for Bankの停止コマンドを実行すると，次の順序でプロセスが停止されま
す。

1. 業務系 SPP
2. 開閉局制御 SPP
3. MPNセンタ要求監視 SUP
4. SPP障害監視プロセス
5. 共通ソフトウェア
6. OpenTP1監視プロセス
7. OpenTP1

各プロセスについては，「1.5.1　通信サーバ for Bankのプロセス構造」を参照してくだ
さい。なお，開閉局状態が「開局中」の場合に通信サーバ for Bankの停止コマンドを実
行すると，閉局処理が実行されたあと，プロセスが停止されます。

なお，HiRDBおよび HAモニタについては，通信サーバ for Bankを停止したあとで，
HiRDB，HAモニタの順で停止してください。HiRDBの停止方法については，マニュア
ル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 6　システム運用ガイド
（UNIX(R)用）」またはマニュアル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7
　システム運用ガイド（UNIX(R)用）」を参照してください。また，HAモニタの停止方
法については，マニュアル「高信頼化システム監視機能　HAモニタ」を参照してくださ
い。
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8.3　システムの管理
通信サーバ for Bankの収納サービスの状態の表示方法，収納カウンタ情報の取得方法，
電文の再送方法，およびファイルの運用方法について説明します。これらの手順は，必
要に応じて実行してください。

8.3.1　状態表示
状態表示とは，通信サーバ for Bankの収納サービスの状態を表示する操作です。状態を
表示するには，状態表示コマンド（hmpnstat）を実行してください。

状態表示コマンドを実行すると，状態が表示されます。状態表示コマンドの詳細につい
ては，「10.3　コマンドの詳細　hmpnstat（状態表示）」を参照してください。

8.3.2　収納カウンタ情報取得
収納カウンタ情報取得とは，MPNセンタが保有している収納カウンタ情報をオンライン
で取得する操作です。収納カウンタ情報には，通信サーバ for BankとMPNセンタとの
間の収納情報の集計値が含まれており，オンライン取引の精査に利用できます。

収納カウンタ情報の取得には，次の方法があります。

• 自動取得
• コマンドによる手動取得

自動取得の場合は，閉局時に収納カウンタ情報が自動で取得されます。自動取得される
かどうかは，通信サーバシステム定義によって異なります。通信サーバシステム定義に
自動取得をしない設定をしている場合，または通信サーバ for Bankの終了時以外に取得
したい場合は，コマンドを実行して，手動で取得してください。

金融機関の取扱日に収納カウンタ情報で精査をする場合は，コマンドを実行して，手動
で収納カウンタ情報を取得することを推奨します。

また，収納カウンタ情報を取得したあとに閉局するときには，収納カウンタ情報の取得
に成功したことを確認してください。

（1） 自動取得

収納カウンタ情報を自動取得する場合は，あらかじめ通信サーバシステム定義の
「ONLINE_SEISA」に「ON」を設定してください。

「ONLINE_SEISA」に「ON」を設定している場合は，閉局時に，MPNセンタからカウ
ンタ通知電文を受信します。受信したカウンタ通知電文には，当日分と前日分の収納カ
ウンタ情報が含まれています。取得した収納カウンタ情報は，DBに保存されます。ただ
し，カウンタ年月日が次に示す条件に当てはまる場合は，DBに登録しないでMPNセン
タへエラー応答（電文種別 1630）を返します。
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• 数字以外のデータがある場合
• 年数が 0の場合
• 存在しない月の場合
• 存在しない日付の場合

収納カウンタ情報を格納する形式については，「5.3　収納カウンタ情報格納用テーブル
の作成」を参照してください。

通信サーバシステム定義については，「4.3　通信サーバシステム定義」を参照してくだ
さい。

注意
収納カウンタ情報を自動取得する場合は，JAMMOにMPNセンタ管理情報を申請
するときに，サーバ情報の「カウンタ通知要否」項目を「要」にしてください。

（2） コマンドによる手動取得

収納カウンタ情報取得コマンド（hmpncntget）を実行してください。ただし，収納カウ
ンタ情報取得コマンドは，収納サービスの状態が「開局中」または「予備閉局中」のと
きだけ実行できます。

収納カウンタ情報取得コマンドを実行すると，収納カウンタ情報が標準出力に表示され
ます。また，コマンド実行時にオプションを指定して，DBに保存することもできます。
なお，取得できる収納カウンタ情報は，コマンド実行日の当日，前日および前々日だけ
です。

収納カウンタ情報取得コマンドの詳細については，「10.3　コマンドの詳細　
hmpncntget（収納カウンタ情報取得）」を参照してください。

8.3.3　電文の再送
再送とは，送信した消込依頼電文または取消依頼電文がタイムアウトした場合に，再度
電文を送信する操作です。再送には，次の方法があります。

• 自動再送
• コマンドによる手動再送

自動再送は，消込 SPPまたは取消 SPPが自動的に行います。手動再送は，手動でコマ
ンドを入力して行います。コマンドを入力すると，再送 SPPが再送処理を行います。

電文を再送する処理の流れを次に示します。なお，消込 SPP，取消 SPPそれぞれでの電
文処理の流れについては，「7.1　業務系プロセスインターフェース」を参照してくださ
い。
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図 8-2　再送の流れ

次に，自動再送，手動再送それぞれについて説明します。

（1） 自動再送

消込依頼電文を自動再送する場合は，通信サーバシステム定義の
「PAY_RESEND_TIMES」に 1以上の値を指定してください。また，取消依頼電文を自
動再送する場合は，通信サーバシステム定義の「CAN_RESEND_TIMES」に 1以上の
値を指定してください。

自動再送の場合は，消込依頼電文または取消依頼電文がタイムアウトすると，消込 SPP
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または取消 SPPが自動で電文を再送処理します。再送する回数および間隔は，通信サー
バシステム定義に定義します。なお，自動再送の場合は，消込依頼電文または取消依頼
電文がタイムアウトすると，再送が成功するまで消込 SPPまたは取消 SPPが占有され
ます。

注意
自動再送で電文を再送できるのは，最初に消込依頼電文または取消依頼電文を送信
した日だけです。翌日の 00:30:01以降は，電文は再送されません。

（2） コマンドによる手動再送

消込依頼電文を手動再送する場合は，通信サーバシステム定義の「PAY_CMD_RETRY」
に「Y」を指定してください。また，取消依頼電文を手動再送する場合は，通信サーバシ
ステム定義の「CAN_CMD_RETRY」に「Y」を指定してください。

手動再送する場合は，電文再送コマンド（hmpnretry）または複数電文再送コマンド
（hmpnretryall）を実行します。これらのコマンドを実行すると，再送 SPPが一括して
再送処理をします。再送の対象となるのは，再送電文格納用テーブルに格納されている
電文のうち，コマンドの引数に指定した条件を満たす電文です。

再送電文格納用テーブルには，次の電文が格納されています。

•「PAY_RESEND_TIMES」に 0が指定されている場合に，消込応答電文の受信がタイ
ムアウトした消込依頼電文

•「CAN_RESEND_TIMES」に 0が指定されている場合に，取消応答電文の受信がタイ
ムアウトした取消依頼電文

•「PAY_RESEND_TIMES」に 1以上の値が指定されている場合に，指定した回数だけ
再送処理しても再送確認応答の受信がタイムアウトした消込依頼電文 

•「CAN_RESEND_TIMES」に 1以上の値が指定されている場合に，指定した回数だけ
再送処理しても再送確認応答の受信がタイムアウトした取消依頼電文 

注意
• コマンドによる手動再送は，定期的に実行してください。
再送対象の電文が多く蓄積すると有効トランザクション数が不足するため，新し
い取引ができなくなります。
有効トランザクション数とは，通信サーバシステム定義のMAX_TRAN_NUMで
指定した値のことです。

• 手動再送後には，再送電文格納用テーブルの不要なデータを定期的に削除してく
ださい。
再送電文格納用テーブルに格納されているデータは，電文再送コマンド
（hmpnretry）または複数電文再送コマンド（hmpnretryall）を実行しても削除さ
れません。定期的に再送取引削除コマンド（hmpnretrydelete）を実行して，不要
なデータを削除してください。

電文再送コマンド，複数電文再送コマンド，および再送取引削除コマンドの詳細につい



8.　システム運用

189

ては，「10.3　コマンドの詳細」の「hmpnretry（電文再送）」，「hmpnretryall（複数電
文再送）」，または「hmpnretrydelete（再送取引削除）」を参照してください。





191

9　 障害時の運用
この章では，共有メモリ領域を解放する方法，障害情報の取得
方法，障害時の対応方法などについて説明します。

9.1　共有メモリ領域の解放

9.2　障害情報の取得

9.3　通信サーバ for Bankの障害対策
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9.1　共有メモリ領域の解放
通信サーバ for Bankに障害が発生し，異常終了した場合に，共有メモリ領域が解放され
ないことがあります。この場合は，共有メモリ解放コマンド（hmpnshmfree）を実行し
て，共有メモリ領域を解放してください。

共有メモリ解放コマンドを実行すると，共有メモリの内容が共有メモリ内容退避ファイ
ルに保存され，共有メモリ領域が解放されます。また，オプションを指定すると，共有
メモリ領域を解放しないまま，共有メモリの内容をファイルに保存できます。

共有メモリ解放コマンドの詳細については，「10.3　コマンドの詳細　hmpnshmfree
（共有メモリ解放）」を参照してください。また，共有メモリ内容退避ファイルについて
は，「9.2.1　ファイルに出力される障害情報」を参照してください。

注意
通信サーバ for Bankの起動中に共有メモリ解放コマンドを実行する場合は，必ず
「-n」オプションを指定してください。
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9.2　障害情報の取得
通信サーバ for Bankに障害が発生した場合は，障害情報を取得して，障害の内容を調査
できます。

障害情報は，ファイルに出力されています。通信サーバ for Bankに障害が発生した場合
は，これらのファイルを取得し，保存しておいてください。また，必要に応じて，環境
変数の設定内容を取得し，保存しておいてください。

なお，電文の送受信に失敗した場合，または電文解析に失敗した場合，出力されるメッ
セージおよび電文履歴から障害の内容を確認してください。ただし，「KDMPBS002-E」
のメッセージが出力され，エラー電文ファイルが作成された場合は，電文履歴は取得で
きません。しかし，この場合，「位置コード」および「要因コード」で障害情報を確認で
きます。「KDMPBS002-E」のメッセージについては，マニュアル「Hitachi Multi 
Payment Network communications server メッセージ」を参照してください。

9.2.1　ファイルに出力される障害情報
障害時に取得するファイル，およびプロセス起動時に生成されるファイルについて説明
します。

（1） 障害発生時に取得するファイル

障害発生時は，次のファイルを取得してください。

表 9-1　障害発生時に取得するファイル

障害情報 取得するファイル

通信サーバ for Bankの障害
情報

AIX 5Lの syslog

統合トレースファイル
/opt/hitachi/HNTRLib/spool/hntr[n].log

通信サーバ運用・制御情報
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/work/※ 1

状態管理ファイル，仕向処理通番ファイル
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/work/adm/※ 1

プロセス起動時に生成されるファイル
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/spool/※ 2

共有メモリ内容退避ファイル
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/work/shm/※ 3

エラー電文ファイル
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/spool/telegram/
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注※ 1
このディレクトリ下のファイルはリンクファイルです。そのため，ファイルを保存する時には，
リンク先のファイルを保存する必要があります。ファイルの保存後は，必ず次のコマンドを実
行し，リンク先ファイルが保存されていることを確認してください。確認したファイル名にリ
ンク記号「＠」がない場合は，実際のファイルが保存されています。

注※ 2
プロセス起動時に生成されるファイルについては，「9.2.1(2)　プロセス起動時に生成される
ファイル」を参照してください。

注※ 3
「HMpnShmSav1」～「HMpnShmSav4」の四つのファイルが順番に使用されます。最後に更
新されたファイルの大きさが 10KBを超えていた場合に，その次のファイルが，内容を初期化
された上で保存に使用されます。なお，ファイルを手動で更新または削除した場合は，保存す
るファイルが変更されることがあります。

注※ 4
共通ソフトウェアの環境設定ファイル（オンライン電文用）で，共通ソフトウェアログファイ
ルの出力先を指定できます。

注※ 5
通信制御モジュールのログファイルの出力先は，共通ソフトウェアの購入元に確認してくださ
い。

注※ 6
共通ソフトウェアの環境設定ファイル（オンライン電文用）が格納されているディレクトリは，
共通ソフトウェアの購入元に確認してください。

（2） プロセス起動時に生成されるファイル

プロセス起動時に生成されるファイルを次に示します。なお，これらのファイルは，す
べて（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/spoolに生成されます。

共通ソフトウェア情報 共通ソフトウェアログファイル※ 4

通信制御モジュールのログファイル※ 5

共通ソフトウェアの環境設定ファイル（オンライン電文用）※ 6

OpenTP1の障害情報 （OpenTP1トレースファイル作成ディレクトリ）/（OpenTP1トレース
ファイル，およびコアファイル）

（OpenTP1セットアップディレクトリ）/spool/

障害解析用情報 （OpenTP1定義ファイル格納ディレクトリ）/（OpenTP1定義ファイル）

通信サーバシステム定義ファイル
（通信サーバ for Bankセットアップディレクトリ）/conf/HMpnSvConf

コマンド異常終了時にカレントディレクトリに出力されるコアダンプ

# ls -lF

障害情報 取得するファイル
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表 9-2　プロセス起動時に生成されるファイル

生成されるファイ
ル

ディレクトリ ディレクトリ名 ファイルに出力される内容

UAPトレースファ
イル

dcerr コマンドログ用
ディレクトリ

OpenTP1の仕様になります。UAPト
レースファイルの詳細については，マ
ニュアル「OpenTP1 Version 5 分散ト
ランザクション処理機能　OpenTP1　
クライアント使用の手引」または，マ
ニュアル「OpenTP1 Version 6 分散ト
ランザクション処理機能　OpenTP1　
クライアント使用の手引　TP1/Client/
W，TP1/Client/P編」を参照してくだ
さい。

プロセス別トレー
スファイル（MPN
センタ要求監視
SUP）

ctr_watcher MPNセンタ要求
監視 SUPログ用
ディレクトリ

MPNセンタ要求監視 SUPのエラー
メッセージ，警告メッセージおよび動
作履歴

プロセス別トレー
スファイル（開閉
局制御 SPP）

ctr_opclmng 開閉局制御 SPP
ログ用ディレクト
リ

開閉局制御 SPPのエラーメッセージ，
警告メッセージおよび動作履歴

プロセス別トレー
スファイル（シス
テム開始完了コマ
ンド）

システム開始 /完了コマンドのエラー
メッセージ，および警告メッセージ

プロセス別トレー
スファイル（業務
系 SPP障害監視プ
ロセス）

ctr_spp 障害監視プロセス
用ディレクトリ

業務系 SPP障害監視プロセスのエラー
メッセージ，および警告メッセージ

プロセス別トレー
スファイル
（OpenTP1監視プ
ロセス）

OpenTP1監視プロセスのエラーメッ
セージ，および警告メッセージ

プロセス別トレー
スファイル（一般
照会 SPP）

dc_refer 照会 SPPログ用
ディレクトリ

一般照会 SPPのエラーメッセージ，警
告メッセージおよび動作履歴

プロセス別トレー
スファイル（地公
体照会 SPP）

地公体照会 SPPのエラーメッセージ，
警告メッセージおよび動作履歴

プロセス別トレー
スファイル（国庫
金照会 SPP）

国庫金照会 SPPのエラーメッセージ，
警告メッセージおよび動作履歴
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9.2.2　環境変数の設定内容
必要に応じて，通信サーバ管理者の実行環境に設定されている環境変数の一覧をファイ
ルに出力してください。コマンドの実行例を次に示します。

9.2.3　DBのテーブルに取得される障害情報
通信サーバ for Bankは，DBの電文履歴格納用テーブルに，通信サーバ for Bankと
MPNセンタとの間で送受信した電文の履歴を格納しています。この電文履歴情報から，
障害の内容を調査できます。

詳細については，「表 5-2　電文履歴格納用テーブルの形式」を参照してください。

プロセス別トレー
スファイル（一般
消込 SPP）

dc_payment 消込 SPPログ用
ディレクトリ

一般消込 SPPのエラーメッセージ，警
告メッセージおよび動作履歴

プロセス別トレー
スファイル（地公
体消込 SPP）

地公体消込 SPPのエラーメッセージ，
警告メッセージおよび動作履歴

プロセス別トレー
スファイル（国庫
金消込 SPP）

国庫金消込 SPPのエラーメッセージ，
警告メッセージおよび動作履歴

プロセス別トレー
スファイル（一般
取消 SPP）

dc_cancel 取消 SPPログ用
ディレクトリ

一般取消 SPPのエラーメッセージ，警
告メッセージおよび動作履歴

プロセス別トレー
スファイル（地公
体取消 SPP）

地公体取消 SPPのエラーメッセージ，
警告メッセージおよび動作履歴

プロセス別トレー
スファイル（国庫
金取消 SPP）

国庫金取消 SPPのエラーメッセージ，
警告メッセージおよび動作履歴

プロセス別トレー
スファイル（再送
SPP）

dc_retry 再送 SPPログ用
ディレクトリ

再送 SPPのエラーメッセージ，警告
メッセージおよび動作履歴

$ env > 環境変数の設定内容を出力するファイル名

生成されるファイ
ル

ディレクトリ ディレクトリ名 ファイルに出力される内容
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9.3　通信サーバ for Bankの障害対策

通信サーバ for Bankの障害対策として，プロセス監視機能があります。ここでは，プロ
セス監視機能の概要，各プロセスで障害が発生した場合の対処方法，および共通ソフト
ウェアのチャネルの障害について説明します。

9.3.1　プロセス監視機能の概要
プロセス監視機能とは，通信サーバ for Bankの運用に必要なプロセスの障害監視をする
機能です。プロセス監視機能では，プロセス監視デーモンまたは監視プロセスが，監視
対象のプロセスがあるかどうかを監視します。

監視の結果，障害が検知された場合は，プロセスごとに決められた障害時の処理が実行
されます。障害時の処理については，「9.3.2　各プロセスの障害と対処」を参照してくだ
さい。

（1） プロセス監視の種類

プロセス監視の種類を次に示します。

プロセス監視デーモン
通信サーバ for Bankのオンライン機能，および共通ソフトウェアのオンライン電文
処理を監視しています。
プロセス監視デーモンに障害が発生した場合は，OSがプロセス監視デーモンを再起
動します。

OpenTP1監視プロセス
OpenTP1を監視しています。通信サーバシステム定義のオンライン定義で，監視す
る間隔，および監視する回数を指定してください。
オンライン定義については，「4.3.3(4)オンライン定義」を参照してください。

SPP障害監視プロセス
各業務系 SPPを監視しています。OpenTP1の定義の各ユーザサービス定義で，各
プロセスの異常終了回数を監視する限界経過時間，状態回復時の条件などを指定し
てください。
OpenTP1の定義の各ユーザサービス定義については，「4.1.2　OpenTP1の定義項
目」を参照してください。

（2） 監視対象のプロセス

通信サーバ for Bankのプロセスは，プロセス監視デーモン，OpenTP1監視プロセス，
および SPP障害監視プロセスによって監視されます。これらのプロセスは，監視対象と
するプロセスがそれぞれ異なります。監視対象のプロセスを次の図に示します。
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図 9-1　監視対象のプロセス

（3） プロセス監視の開始と終了

プロセス監視デーモン，OpenTP1監視プロセス，および SPP障害監視プロセスは，通
信サーバ for Bankが起動したときに監視を開始し，通信サーバ for Bankが停止したと
きに監視を終了します。その間，一定間隔でプロセスを監視します。プロセスの監視期
間を次に示します。

図 9-2　プロセスの監視期間

9.3.2　各プロセスの障害と対処
運用中に各プロセスで障害が発生すると，システムの回復が必要になります。各プロセ
スで障害が発生した場合の，通信サーバ for Bankの処理，およびシステムを回復させる
ための対処を，次の表に示します。
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注意
予備系の通信サーバ for Bankが待機状態ではない間に，現用系の通信サーバ for 
Bankに障害が発生した場合，系切り替えは行われません。この場合，障害が発生し
た要因を取り除いたあと，予備系の通信サーバ for Bankを待機状態にし，通信サー
バ for Bankの起動コマンド（hmpnstart）で強制起動してください。

表 9-3　各プロセスでの障害と対処

障害が発生したプロセス 通信サーバ for Bankの処理 ユーザーの対処

共通ソフトウェア 系切り替えを行います。 障害が発生した要因を取り除いた
あと，通信サーバ for Bankを待機
サーバとして起動し，必要であれ
ば HiRDBを待機サーバとして起
動し，予備系として待機させてく
ださい。

HiRDB(通信サーバ for Bankと
同一マシン上に構築する場合 )

障害が発生した要因を取り除いた
あと，通信サーバ for Bankおよび
HiRDBを待機サーバとして起動
し，予備系として待機させてくだ
さい。

HiRDB(通信サーバ for Bankと
別マシン上に構築する場合 )

通信サーバシステム定義で指
定した DB接続リトライを行
い，HiRDBの再起動を待ち
合わせたあとに処理を続行し
ます。HiRDBの起動が間に
合わなかった場合は，業務処
理がエラーになります。

障害が発生した要因を取り除いた
あと，HiRDBを起動してくださ
い。

OpenTP1 系切り替えを行います。 障害が発生した要因を取り除いた
あと，通信サーバ for Bankを待機
サーバとして起動し，必要であれ
ば HiRDBを待機サーバとして起
動し，予備系として待機させてく
ださい。

プロセス監視デーモン OSで再起動します。 必要であれば障害が発生した要因
を取り除いてください。

OpenTP1監視プロセス 系切り替えを行います。 障害が発生した要因を取り除いた
あと，通信サーバ for Bankを待機
サーバとして起動し，必要であれ
ば HiRDBを待機サーバとして起
動し，予備系として待機させてく
ださい。

SPP障害監視プロセス※

MPNセンタ要求監視 SUP
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注※
SPP障害監視プロセス自体の障害では，メッセージが表示されます。メッセージに従って障害
が発生した要因を取り除いてください。

9.3.3　共通ソフトウェアのチャネルの障害
共通ソフトウェアでは，プロセスの障害以外に，チャネルの状態不正が発生するおそれ
があります。チャネルの状態が，RUNNINGまたは STOPPED以外の場合，警告メッ
セージまたはエラーメッセージが表示されます。メッセージが表示されたあと，チャネ
ルの状態を調査し，障害が発生した要因を取り除いてください。回復したあと，必要に
応じて開局してください。

開閉局制御 SPP

業務系 SPP ダウンした業務系 SPPを再
起動します。
ただし，業務系 SPPが閉塞
した場合，系切り替えを行い
ます。業務系 SPPが閉塞し
なかった場合，処理を続行し
ます。

系切り替えが発生した場合，障害
が発生した要因を取り除いたあと，
通信サーバ for Bankを待機サーバ
として起動し，必要であれば
HiRDBを待機サーバとして起動
し，予備系として待機させてくだ
さい。それ以外の場合は，障害が
発生した要因を取り除いてくださ
い。

障害が発生したプロセス 通信サーバ for Bankの処理 ユーザーの対処
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10　コマンドリファレンス
この章では，コマンドの概要，コマンドを使用できるユー
ザー，コマンドの使用方法などについて説明します。

10.1　コマンドを実行する前に

10.2　コマンド一覧

10.3　コマンドの詳細
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10.1　コマンドを実行する前に
コマンドを実行できるユーザー，およびコマンド実行時の注意事項について説明します。

10.1.1　コマンドを実行できるユーザー
コマンドの実行に必要な権限は，コマンドの種類によって異なります。

セットアップコマンド（hmpnsetup）の場合
セットアップコマンドを実行するユーザーは，スーパーユーザーである必要があり
ます。なお，スーパーユーザーの環境には，環境変数 LANG，および TZを必ず設
定してください。

上記以外のコマンドの場合
上記以外のコマンドを実行するユーザーは，次の条件をすべて満たしている必要が
あります。
• 通信サーバ管理者である
通信サーバ for Bankの運用コマンドを実行するユーザーには，OpenTP1の実行
権限が必要です。また，OpenTP1のユーザサービスデフォルト定義に，HiRDB
の使用権限を持ったユーザーを設定しておく必要があります。OpenTP1のユーザ
サービスデフォルト定義については，「4.1.2　OpenTP1の定義項目」を参照して
ください。

• 共通ソフトウェア実行可能者である
共通ソフトウェア実行可能者とは，共通ソフトウェアのオペレーターのことです。

10.1.2　コマンド実行時の注意
コマンド実行時は，次の点に注意してください。

環境変数について
コマンドを実行するには，通信サーバ for Bankの環境変数が設定されている必要が
あります。環境変数については，「3.4.4　通信サーバ for Bankの環境設定」を参照
してください。

オプションの指定について
コマンドのオプションの値として，ワイルドカードは使用できません。

メッセージの出力について
メッセージの可変部分を通信サーバ for Bankが特定できない場合は，メッセージの
可変部分に「*」が出力されます。
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10.2　コマンド一覧
通信サーバ for Bankで実行するコマンドは，収納サービスの状態によって実行できるコ
マンドと実行できないコマンドがあります。通信サーバ for Bankで実行できるコマンド
および各コマンドを実行できるタイミングを次に示します。

表 10-1　コマンド一覧

コマンド 機能 オプ
ション

収納サービスの状態

開局中 閉局中 予備閉
局中

開局処
理中

閉局処
理中

停止中

hmpnstart 通信サー
バ for 
Bankの
起動※

任意 × × × × × ○

hmpnstop 通信サー
バ for 
Bankの
停止

-Fな
し

○ ○ ○ × × ×

-Fあ
り

○ ○ ○ ○ ○ ○

hmpnopen オンライ
ン開始
（開局）

-Fな
し

× ○ ○ × × ×

-Fあ
り

○ ○ ○ × × ×

hmpnclose オンライ
ン終了
（閉局）

-c ○ × ○ × × ×

-cおよ
び -F

○ ○ ○ × × ×

-p ○ × × × × ×

-t ○ × ○ × × ×

hmpnstat 状態表示 任意 ○ ○ ○ ○ ○ ×

hmpncntget 収納カウ
ンタ情報
取得

任意 ○ × ○ × × ×

hmpnretry 電文再送 任意 ○ × ○ × × ×

hmpnretryall 複数電文
再送

任意 ○ × ○ × × ×

hmpnretrydelet
e

再送取引
削除

任意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

hmpnshmfree 共有メモ
リ解放

-nなし × × × × × ○

-nあり ○ ○ ○ ○ ○ ○



10.　コマンドリファレンス

204

（凡例）
○：実行できる
×：実行できない
－：該当なし

注※
実行できるタイミングが，現用系と予備系で異なります。詳しくは，「10.3　コマン
ドの詳細　hmpnstart（通信サーバ for Bankの起動）」を参照してください。

hmpnsetup セット
アップ

任意 － － － － － －

hmpnrawinit ファイル
初期化

任意 × × × × × ○

コマンド 機能 オプ
ション

収納サービスの状態

開局中 閉局中 予備閉
局中

開局処
理中

閉局処
理中

停止中
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10.3　コマンドの詳細
各コマンドの記述形式，機能などについて説明します。

hmpnstart（通信サーバ for Bankの起動）

形式

hmpnstart [-n|-b]

機能

通信サーバ for Bankを起動します。SPP，SUP，および共通ソフトウェアも，プロセス
の起動処理中に起動されます。

通信サーバ for Bankの起動コマンドは，OpenTP1の起動中には実行できません。また，
通信サーバ for Bankの起動コマンドを実行できるタイミングは，現用系と予備系で異な
ります。

通信サーバ for Bankの起動コマンドを実行できるタイミングを次に示します。

（凡例）
○：実行できる
×：実行できない

次のような場合は，必ず強制起動してください。

• 前回停止時に，強制停止した
• 前回異常終了した
• 起動に失敗した

注意
• 通信サーバシステム定義の「AUTO_OPEN」に「AUTO」が設定されている場合
は，プロセス起動時に自動開局されます。自動開局処理後は，必ず収納サービス
の状態を確認してください。収納サービスの状態の確認方法については，「状態表
示コマンド（hmpnstat）」を参照してください。

• 障害停止した場合，通信サーバ for Bankの起動コマンドは，次の共通ソフトウェ

系の種別および状態 オプション

なし -n -b

現用系 停止中 ○ ○ ×

起動中 × × ×

予備系 停止中 × × ○

待機中 × × ×
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アのプロセスが停止している状態を確認し，実行してください。これらのプロセ
スが一つでも起動している状態で実行すると，通信サーバ for Bankのプロセスを
正常に起動できません。

オンライン電文用キューマネージャー配下のプロセス
• amqhasmx
• amqrrmfa
• amqzllp0
• amqzlaa0
• amqzxma0
• runmqchi

オプション

-n

通信サーバ for Bankを強制起動する場合に指定します。

-b

HA構成で通信サーバ for Bankを構築している場合に，予備系を起動するときに指定し
ます。起動後は，待機状態になります。

注意
•「-b」オプションを指定してコマンドを実行する前には，オプションを指定しない
状態でコマンドを実行して，通信サーバ for Bankが正常に動作することを必ず確
認してください。

•「-b」オプションを指定してコマンドを実行したあとには，HAモニタの機能を使
用して，OpenTP1が待機状態になっていることを必ず確認してください。確認方
法については，マニュアル「高信頼化システム監視機能　HAモニタ」を参照して
ください。

戻り値

0：正常終了

0以外：エラーリターン

hmpnstop（通信サーバ for Bankの停止）

形式

hmpnstop [-F]

機能

通信サーバ for Bankを停止します。
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オプション

-F

通信サーバ for Bankを強制停止する場合に指定します。

強制停止を指定した場合は，仕掛中のプロセスも強制的に停止します。

強制停止した場合は，次回起動時に必ず強制起動を指定してください。強制停止した場
合は開閉局制御 SPPが正常に終了していないため，通常起動では正常に起動できませ
ん。

戻り値

0：正常終了

0以外：エラーリターン

hmpnopen（開局）

形式

hmpnopen [-F] [-t 業務系 SPP起動待ち時間 ]

機能

MPNセンタに開始要求を通知し，収納サービスの状態を「開局中」にします。

MPNセンタ側の開閉局状態と収納サービスの状態が一致しない場合は，強制開局してく
ださい。

注意
• 共通ソフトウェアの送受信チャネルの接続状態が一つも RUNNINGではない場
合，開局できません。

• 開局要求がタイムアウトした場合，MPNセンタ側の開閉局状態は，開局状態にな
る場合と閉局状態になる場合があります。開局要求がタイムアウトした場合およ
び共通ソフトウェアからエラーリターンの応答があった場合は，出力されるエ
ラーメッセージに従って対処してください。

• 開局コマンドが異常終了した場合は，閉局状態になります。出力されるエラー
メッセージに従って対処したあと，再度開局コマンドを実行してください。

オプション

-F

強制開局する場合に指定します。強制開局を指定した場合は，収納サービスの状態が
「開局中」の場合でも，MPNセンタに開始要求を通知します。
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-t 業務系 SPP起動待ち時間～ <符号なし整数 >((1～ 600))（単位：秒）

業務系 SPPの起動待ち時間を指定します。このオプションを省略した場合は，業務系
SPP起動待ち時間は「0」となります。

RPCタイマの算出方法
指定された業務系 SPP起動待ち時間と定義を用いて RPCタイマを算出します。

戻り値

0：正常終了

0以外：エラーリターン

hmpnclose（閉局）

形式

hmpnclose {-c [-F] | -p | -t 閉局実行待ち時間 }

機能

MPNセンタに終了要求を通知し，収納サービスの状態を「閉局中」または「予備閉局
中」にします。

MPNセンタ側の開閉局状態と収納サービスの状態が一致しない場合は，強制閉局してく
ださい。

注意
• 閉局要求がタイムアウトした場合，MPNセンタ側の開閉局状態は，開局状態にな
る場合と閉局状態になる場合があります。開局要求がタイムアウトした場合およ
び共通ソフトウェアからエラーリターンの応答があった場合は，出力されるエ
ラーメッセージに従って対処してください。

• 閉局コマンドが異常終了した場合は，MPNセンタ側の開閉局状態と収納サービス
の状態に不一致が起こっているおそれがあります。閉局コマンドが異常終了した
場合は，強制閉局してください。閉局できない場合は，MPNセンタに連絡してく
ださい。



10.　コマンドリファレンス

209

オプション

-c

閉局する場合に指定します。

-F

強制閉局する場合に指定します。強制閉局を指定した場合は，収納サービスの状態が
「閉局中」でも，MPNセンタに終了要求を通知します。

-p

予備閉局する場合に指定します。

-t 閉局実行待ち時間～ <符号なし整数 >((0～ 86,400))（単位：秒）

収納サービスの状態を「予備閉局中」にしてから閉局実行待ち時間が経過したあと，収
納サービスの状態を「閉局中」にする場合に指定します。推奨指定範囲は，30～ 18,255
秒です。推奨指定範囲は，予備閉局状態にしておく必要がある時間の最小値と最大値の
範囲です。定義の値を使用して計算し，その計算結果以上の値を指定する必要がありま
す。

予備閉局状態は，最後の照会依頼電文を送信した瞬間から，その照会取引についての消
込・取消処理（およびそれぞれの再送処理）が終わる瞬間（応答電文受信やタイムアウ
ト）まで続く必要があります。

閉局実行待ち時間の算出方法
予備閉局状態にしておく時間（閉局実行待ち時間）は，次の計算式で算出します。

a：タイムオーバ時間
b：再送確認通知送出間隔タイマ（定義より）
c：再送確認通知送出回数（定義より）

したがって，30＋ a＋（b＋ 15）× c－ b（秒）を「閉局実行待ち時間」に設定するこ
とになります。

注※ 1
タイムオーバ時間とは，「照会応答」と「消込依頼」の間の最大経過時間を表しま
す。照会処理後，この時間を経過した場合は，金融機関でエラーとなり，消込処理
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が実行できません。この値は，金融機関で任意の値を設定できます（最大 10分間）。

注※ 2
再送確認通知送出間隔タイマ（以降タイマと略称）および再送確認通知送出回数
（以降回数と略称）には「消込」と「取消」があり，一般収納サービス定義，国庫金
収納サービス定義，および地公体収納サービス定義で指定します。消込のタイマお
よび回数の乗算結果と，取消のタイマおよび回数の乗算結果の大きい方を閉局実行
待ち時間の算出に使用します。タイマと回数のどちらかが大きい場合でも，乗算結
果の大きい方のタイマと回数を利用する必要があります。
•「PAY_RESEND_INTERVAL」×（「PAY_RESEND_TIMES」－ 1）
•「CAN_RESEND_INTERVAL」×（「CAN_RESEND_TIMES」－ 1）

全部で 6個ある値のうち，最も大きい値を利用します。

注※ 3
初回の再送のときだけ，タイマ間隔に関係なくすぐに再送されるため，閉局実行待
ち時間の計算式から 1回分の再送確認通知送出間隔タイマを減算します。

注意
「-t」オプションを指定してコマンドを実行した場合，コマンド実行中に次のどちら
かの状態になったときは，コマンドの処理が中断されます。
• 通信サーバ for Bankが停止したとき
• 収納サービスの状態が予備閉局中以外になったとき

戻り値

0：正常終了

0以外：エラーリターン

hmpnstat（状態表示）

形式

hmpnstat

機能

収納サービスの状態を表示します。

注意
状態表示コマンドは，通信サーバ for Bank停止中に実行しないでください。通信
サーバ for Bank停止中に実行した場合の動作は，保証できません。

表示形式

コマンドを実行すると，収納サービスの状態が次の形式で表示されます。



10.　コマンドリファレンス

211

状態には，次の種類があります。

• OPEN：開局中
• CLOSE：閉局中
• PRE-CLOSE：予備閉局中
• OPENING：開局処理中
• CLOSING：閉局処理中

戻り値

0：閉局中

1：開局中

2：予備閉局中

3：開局処理中

4：閉局処理中

上記以外：エラーリターン

hmpncntget（収納カウンタ情報取得）

形式

hmpncntget -C カウンタ日付 [-D]

機能

引数で指定された日付を基にしてMPNセンタが管理する収納カウンタ情報を取得し，
標準出力に表示します。

オプション

-C カウンタ日付～ <符号なし整数 >

取得する収納カウンタ情報の日付を指定します。日付の形式は，yyyymmddです。取得
できる収納カウンタ情報は，コマンド実行日の当日，前日および前々日だけです。

-D

収納カウンタ情報を DBに格納する場合に指定します。このオプションを指定しない場
合は，標準出力にだけ表示されます。

status：状態
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表示形式

収納カウンタ情報の表示例を次に示します。収納カウンタ情報が取得できなかった場合
は，すべての項目に「0」が表示されます。

（凡例）
a：カウンタ年月日
b：照会件数
c：消込件数
d：消込金額
e：取消件数
f：取消金額

戻り値

0：正常終了

0以外：エラーリターン

hmpnretry（電文再送）

形式

hmpnretry 取引区分 仕向処理年月日 仕向処理通番

機能

指定した電文を再送します。

このコマンドを使用して消込電文を再送するためには，通信サーバシステム定義の
「PAY_CMD_RETRY」に「Y」を指定している必要があります。また，このコマンドを
使用して取消電文を再送するためには，通信サーバシステム定義の
「CAN_CMD_RETRY」に「Y」を指定している必要があります。詳しくは，「8.3.3　電
文の再送」を参照してください。

注意
• コマンド実行中に登録された電文は，再送の対象になりません。
• 前回，再送時にタイムアウトしていた場合，タイムアウトしたときから通信サー
バシステム定義の「PAY_RESEND_INTERVAL」または
「CAN_RESEND_INTERVAL」に指定した時間が経過していない電文は，再送さ
れません。1回目の再送（消込 SPPまたは取消 SPPが電文を送信し，タイムアウ
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トしたあとの最初の再送）の場合は，再送されます。

コマンドの待ち時間について
電文再送コマンドおよび複数電文再送コマンド（hmpnretryall）は，RPCを使って
再送処理をします。再送処理をするときの RPCタイマは，次の計算式で算出できま
す。ただし，RPCタイマの上限は 65,535であるため，算出結果が 65,535を超えた
場合は，RPCタイマの値は，65,535になります。

（凡例）
a：通信サーバシステム定義（CONNECT_RETRY_INTERVAL）の値
b：通信サーバシステム定義（CONNECT_RETRY_TIMES）の値
c：処理件数（電文再送コマンドの場合は，必ず 1）

サーバの障害，通信障害などが発生した場合，上記の計算式で算出した時間が経過
しても，コマンドの応答がないことがあります。このとき，コマンドはエラー終了
しますが，再送 SPPは処理を続行します。再送処理された電文の件数は，電文履歴
格納用テーブルまたは再送 SPPのプロセス別トレースを参照して確認してくださ
い。

日跨りについて
オンライン中の消込および取消 SPPによる自動再送では，日跨り（翌日の
00:30:00）になると再送を打ち切ります。しかしコマンドによる手動再送では日跨
りかどうかはチェックされません。電文再送コマンドおよび複数電文再送コマンド
では，引数の指定によっては前日だけでなく 2日前や 1週間前の電文についても再
送するように指示できます。電文再送コマンドおよび複数電文再送コマンド使用時
は，日跨りかどうかを確認することが必要です。コマンドを使用するときは，再送
できる電文かどうかを見極めてから，実行してください。

オプション

取引区分～ {P|C|A}

再送する電文の取引の種別として，次の文字のどれかを指定します。

• P：消込電文を再送するときに指定します。
• C：取消電文を再送するときに指定します。
• A：消込電文および取消電文を再送するときに指定します。

どのサービス（一般収納サービス，国庫金収納サービス，または地公体収納サービス）
の電文が再送の対象になるかは，取引区分と通信サーバシステム定義の値によって決ま
ります。

取引区分に「P」または「C」を指定した場合に，再送の対象となるサービスについて
は，次のどちらかの表を参照してください。取引区分に「A」を指定した場合は，「P」
を指定した場合に対象となるサービスと「C」を指定した場合に対象となるサービスの両

RPCタイマ（秒）＝（31＋3×（a＋7）×b）×c
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方が，再送の対象となります。

表 10-2　再送の対象となる消込サービス（取引区分に「P」を指定した場合）

（凡例）
－：該当なし（電文再送コマンド，複数電文再送コマンドを実行できません）

表 10-3　再送の対象となる取消サービス（取引区分に「C」を指定した場合）

通信サーバシステム定義の値 再送の対象と
なる消込サー

ビス

[GENERAL_RECEIPT]タ
グの PAY_CMD_RETRY

[NATIONAL_RECEIPT]タグ
の PAY_CMD_RETRY

[LOCAL_RECEIPT]タ
グの

PAY_CMD_RETRY

N N N －

Y N N 一般収納サー
ビス

N Y N 国庫金収納
サービス

N N Y 地公体収納
サービス

Y Y N 一般収納サー
ビス，国庫金
収納サービス

Y N Y 一般収納サー
ビス，地公体
収納サービス

N Y Y 地公体収納
サービス，国
庫金収納サー
ビス

Y Y Y 一般収納サー
ビス，国庫金
収納サービ
ス，地公体収
納サービス

通信サーバシステム定義の値 再送の対象と
なる取消サー

ビス

[GENERAL_RECEIPT]タ
グの CAN_CMD_RETRY

[NATIONAL_RECEIPT]タグ
の CAN_CMD_RETRY

[LOCAL_RECEIPT]タグ
の CAN_CMD_RETRY

N N N －

Y N N 一般収納サー
ビス
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（凡例）
－：該当なし（電文再送コマンド，複数電文再送コマンドを実行できません）

仕向処理年月日～ <符号なし整数 >

再送する電文の仕向処理年月日を YYYYMMDD形式で指定します。必ず，存在する日付
を指定してください。

仕向処理通番～ <符号なし整数 >((00000000～ 99999999))

再送する電文の仕向処理通番を指定します。

戻り値

0：正常終了※

255：再送の対象となる電文がなかった

上記以外：エラーリターン（電文は，再送されていません）

注※
再送の対象となる電文が再送された場合以外に，次の場合にも，戻り値が「0」にな
ります。
• 再送応答受信時に，タイムアウトした

N Y N 国庫金収納
サービス

N N Y 地公体収納
サービス

Y Y N 一般収納サー
ビス，国庫金
収納サービス

Y N Y 一般収納サー
ビス，地公体
収納サービス

N Y Y 地公体収納
サービス，国
庫金収納サー
ビス

Y Y Y 一般収納サー
ビス，国庫金
収納サービ
ス，地公体収
納サービス

通信サーバシステム定義の値 再送の対象と
なる取消サー

ビス

[GENERAL_RECEIPT]タ
グの CAN_CMD_RETRY

[NATIONAL_RECEIPT]タグ
の CAN_CMD_RETRY

[LOCAL_RECEIPT]タグ
の CAN_CMD_RETRY
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• MPNセンタからエラー応答を受信した

hmpnretryall（複数電文再送）

形式

hmpnretryall 取引区分 仕向処理年月日 [-s 収納機関コード ] [-b 金融機関コード ] [-ts 検
索開始時刻 ] [-te 検索終了時刻 ]

機能

指定した条件を満たす複数の電文を再送します。電文は，仕向処理通番の順に，一つず
つ再送されます。

このコマンドを使用して消込電文を再送するためには，通信サーバシステム定義の
「PAY_CMD_RETRY」に「Y」を指定している必要があります。また，このコマンドを
使用して取消電文を再送するためには，通信サーバシステム定義の
「CAN_CMD_RETRY」に「Y」を指定している必要があります。詳しくは，「8.3.3　電
文の再送」を参照してください。

コマンド実行時の待ち時間，および日跨りについては，「電文再送コマンド
（hmpnretry）」を参照してください。

注意
• コマンド実行中に登録された電文は，再送の対象になりません。
• 前回，再送時にタイムアウトしていた場合，タイムアウトしたときから通信サー
バシステム定義の「PAY_RESEND_INTERVAL」または
「CANRESEND_INTERVAL」に指定した時間が経過していない電文は，再送さ
れません。1回目の再送（消込 SPPまたは取消 SPPが電文を送信し，タイムアウ
トしたあとの最初の再送）の場合は，再送されます。

• コマンドを実行して一度に再送できる電文は，1,000件までです。1,001件以上の
電文が再送の対象になった場合，再送される電文は 1,000件だけです。この場合
は，再度コマンドを実行してください。

オプション

取引区分～ {P|C|A}

再送する電文の取引の種別として，次の文字のどれかを指定します。

• P：消込電文を再送する場合に指定します。
• C：取消電文を再送する場合に指定します。
• A：消込電文および取消電文を再送する場合に指定します。

どのサービス（一般収納サービス，国庫金収納サービス，または地公体収納サービス）
の電文が再送の対象になるかは，取引区分と通信サーバシステム定義の値によって決ま
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ります。

再送の対象となるサービスについては，「電文再送コマンド（hmpnretry）」を参照して
ください。

仕向処理年月日～ <符号なし整数 >

再送する電文の仕向処理年月日を YYYYMMDD形式で指定します。必ず，存在する日付
を指定してください。

-s 収納機関コード～ <文字列 >※

再送する電文の収納機関コードを指定します。省略した場合は，すべての収納機関コー
ドに一致する電文が再送されます。なお，収納機関コードに記号が含まれる場合，一部
の記号が正しく認識されない場合があります。この場合は，使用しているシェルの仕様
に従ってエスケープしてください。例えば，shの場合は，収納機関コード全体を「'」で
囲んで指定します。

注※
MPNの仕様に従って指定してください。

-b 金融機関コード～ <符号なし整数 >((00000000～ 99999999))

再送する電文の金融機関コードを指定します。省略した場合は，すべての金融機関コー
ドに一致する電文が再送されます。

-ts 検索開始時刻～ <符号なし整数 >

再送する電文の仕向処理時刻の検索開始時刻を指定します。仕向処理時刻が，指定した
時間以降である電文が再送されます。時刻は，HHMMSS形式で指定してください。省
略した場合は，仕向処理時刻が 00:00:00以降である電文が再送されます。

-te 検索終了時刻～ <符号なし整数 >

再送する電文の仕向処理時刻の検索終了時刻を指定します。仕向処理時刻が，指定した
時間以前である電文が再送されます。時刻は，HHMMSS形式で指定してください。省
略した場合は，仕向処理時刻が 23:59:59以前である電文が再送されます。

注意
「-ts」オプションと「-te」オプションの両方を指定する場合，検索終了時刻は，検
索開始時刻以降の時刻を指定してください。

戻り値

0：正常終了※

1：1件以上の電文を再送したが，閉局されたため処理を中断

2：1件以上の電文を再送したが，エラーが発生したため処理を中断
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上記以外：エラーリターン（電文は，1件も再送されていません）

注※
再送の対象となるすべての電文が再送された場合以外に，次の場合にも，戻り値が
「0」になります。
• 再送の対象となる電文が，1件もなかった
• 再送応答受信時に，タイムアウトした
• MPNセンタからエラー応答を受信した

hmpnretrydelete（再送取引削除）

形式

hmpnretrydelete [-f] 日付

機能

再送電文格納用テーブルから，レコードを削除します。削除の対象となるレコードは，
仕向処理年月日が，指定した日付以前であるレコードです。

コマンドを実行すると，削除処理を続行するかどうかを確認するメッセージが出力され
ます。「y」を入力した場合は処理が続行され，「y」以外を入力した場合は処理が中断さ
れます。

オプション

-f

強制削除する場合に指定します。強制削除を指定した場合は，削除処理を続行するかど
うかを確認するメッセージが出力されないで，レコードが削除されます。

日付～ <符号なし整数 >

削除するレコードの仕向処理年月日の検索終了日付を指定します。仕向処理年月日が，
指定した日付以前であるレコードが削除されます。日付は，YYYYMMDD形式で指定し
てください。必ず，存在する日付を指定してください。

戻り値

0：正常終了

0以外：エラーリターン
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hmpnshmfree（共有メモリ解放）

形式

hmpnshmfree [-n]

機能

通信サーバ for Bankの異常終了時に解放されなかった共有メモリ領域を解放します。解
放時には，共有メモリ領域の内容が共有メモリ内容退避ファイルに保存されます。共有
メモリ内容退避ファイルは，トラブルシュート時に，障害の調査に利用できます。

また，オプションを指定して，共有メモリ領域を解放しないで，共有メモリ領域の内容
を共有メモリ内容退避ファイルに保存することもできます。共有メモリ内容退避ファイ
ルについては，「9.2.1　ファイルに出力される障害情報」を参照してください。

オプション

-n

共有メモリ領域を解放しない場合に指定します。共有メモリの内容は，オプションを指
定しない場合と同様に，共有メモリ内容退避ファイルに保存されます。

注意
通信サーバ for Bank起動中に共有メモリ解放コマンドを実行する場合は，必ず
「-n」オプションを指定してください。

戻り値

0：正常終了

0以外：エラーリターン

hmpnsetup（セットアップ）

形式

hmpnsetup {-s セットアップディレクトリ -T OpenTP1セットアップディレクトリ|-d -s 
セットアップディレクトリ }

機能

通信サーバ for Bankをセットアップ，またはアンセットアップします。
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オプション

-s セットアップディレクトリ～ <パス名 >

通信サーバ for Bankをセットアップするディレクトリを絶対パスで指定してください。

-T OpenTP1セットアップディレクトリ～ <パス名 >

OpenTP1がセットアップされているディレクトリを絶対パスで指定してください。

-d

アンセットアップする場合に指定してください。

戻り値

0：正常終了

0以外：エラーリターン

hmpnrawinit（ファイル初期化）

形式

hmpnrawinit -i

機能

仕向処理通番ファイル，およびオンライン状態格納ファイルの内容を初期化します。

オプション

-i

仕向処理通番ファイル，およびオンライン状態格納ファイルの内容を初期化します。コ
マンドを実行するためには，次の条件を満たしている必要があります。

• 通信サーバ for Bankのセットアップが終了している
• 通信サーバ for Bankが停止している
• 仕向処理通番ファイル用ロウ論理ボリュームおよび，オンライン状態格納ファイル用
ロウ論理ボリュームが作成されている

• 通信サーバシステム定義（オンライン定義）の「RAW_NAME_TUBANBK」および
「RAW_NAME_SRVCND」に，正しいパスが定義されている

注意
ファイルの内容を初期化し，コマンドが正常終了した場合，ファイルの内容を元に
戻すことはできません。
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戻り値

初期化されなかったファイルの数が，戻り値となります。

0：正常終了

0以外：エラーリターン
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付録 A　HiRDBの RDエリアの見積もり方法
通信サーバ for Bankのオンライン機能で利用する電文履歴，収納カウンタ情報，および
再送電文を，HiRDBに格納するには，次のユーザー用 RDエリアが必要です。

• 電文履歴を格納するためのユーザー用 RDエリア
• 収納カウンタ情報を格納するためのユーザー用 RDエリア
• 再送電文を格納するためのユーザー用 RDエリア

ここでは，ユーザー用 RDエリアの算出方法と算出例を説明します。

なお，RDエリアの計算式の詳細については，マニュアル「スケーラブルデータベース
サーバ HiRDB Version 6　システム導入・設計ガイド（UNIX(R)用）」または，マニュ
アル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7　システム導入・設計ガイド
（UNIX(R)用）」を参照してください。

付録 A.1　電文履歴を格納するためのユーザー用 RDエリア
の算出方法
通信サーバ for BankとMPNセンタとの間で送受信した依頼電文および応答電文の履歴
情報を格納するために，次の電文履歴格納用テーブルの格納領域を用意します。

表 A-1　電文履歴格納用テーブルの種別

なお，上記の三つのテーブルはどれも同じ構造のため，取り扱う内容および方法も同じ
です。また，これらのユーザー用 RDエリアは三つのテーブルで一つの領域を確保する
こともできますが，テーブルごとに異なる領域を確保することもできます。

ユーザー用 RDエリアは次の計算式から算出します。

次に，テーブルの更新タイミング，通信サーバ for Bankが取得する電文履歴のレコード
数，および平均電文長の考え方について説明します。

（1） テーブルの更新タイミング

電文履歴は，照会サービス，消込サービス，および取消サービスごと，かつプロセスご
とに，次のようなタイミングで合計 2回取得されます。取得された電文履歴は，電文履

テーブルの種別 テーブル名

照会サービス用 MBMSGLGMPREFR

消込サービス用 MBMSGLGMPERSERSND

取消サービス用 MBMSGLGMPCNCLRSND

ユーザー用 RDエリア（バイト）＝電文履歴のレコード数（レコード）×平均電文長（バイト）× 1.25
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歴格納用テーブルに格納（INSERT）されます。

• 通信サーバ for BankからMPNセンタに電文を送信する直前
• 通信サーバ for BankがMPNセンタから電文を受信した直後

電文履歴格納用テーブルに格納されたあと，履歴が更新（UPDATE）されることはあり
ません。

図 A-1　電文履歴を取得するタイミング

（2） 電文履歴のレコード数

電文履歴のレコード数は，照会サービス，消込サービス，および取消サービスで，それ
ぞれ 1日にどれくらいの電文数が処理されるかによって決まります。

次に，電文履歴のレコード数の計算式を示します。

各サービスの電文処理数（単位：件）
• 照会サービスの電文処理数：a
• 消込サービスの電文処理数：b
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• 取消サービスの電文処理数：c

電文履歴のレコード数の計算式

（3） 平均電文長

電文履歴格納用テーブルの 1レコード当たりの最大サイズは，7,496バイトです。ユー
ザー用 RDエリアのサイズを算出する場合には，1レコード当たりの最大サイズで見積も
る必要があります。ただし，電文履歴格納用テーブルの項目には，VARCHAR型の可変
長項目であるMPN電文のデータ部が含まれるため，この部分に電文種別ごとの平均値
を採用することで，用意するユーザー用 RDエリアの見積もり量を抑えることができま
す。

次に，平均電文長の計算式を示します。なお，取消依頼電文および取消応答電文の割合
は無視できるほど小さいため，平均電文長の計算式には含めません。

電文種別ごとの平均値（単位：バイト）
• 照会依頼電文：d
• 照会応答電文：e
• 消込依頼電文：f
• 消込応答電文：g

平均電文長の計算式

（4） 電文履歴格納用テーブルのユーザー用 RDエリアの計算式

（2）および（3）で算出した値を利用して，電文履歴格納用テーブルのユーザー用 RDエ
リアを算出します。

次にユーザー用 RDエリアの計算式を示します。

（5） 算出例

ユーザー用 RDエリアの算出例を次に示します。

（例）
毎日の収納サービス用に，電文トラフィックが 10万件程度ある。電文種別ごとの平
均値から算出した平均電文長は，600バイトである。また，各種電文履歴は 7日間
保存できるようにする。

この場合のユーザー用 RDエリアの計算式を次に示します。

電文履歴のレコード数（レコード）＝（a＋ b＋ c）× 2

平均電文長（バイト）＝（d＋ e＋ f＋ g）÷ 4

ユーザー用 RDエリア（バイト）＝（a＋ b＋ c）× 2×（d＋ e＋ f＋ g）÷ 4× 1.25
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100,000（件）× 2（レコード）× 600（バイト）× 7（日）× 1.25＝
1,050,000,000（バイト）

付録 A.2　収納カウンタ情報を格納するためのユーザー用 RD
エリアの算出方法
カウンタ照会依頼電文およびカウンタ通知電文の収納カウンタ情報を格納するために，
次の収納カウンタ情報格納用テーブルの格納領域を用意します。

なお，収納カウンタ情報格納用テーブルだけを格納するユーザー用 RDエリアを一つ確
保することもできますが，電文履歴格納用テーブル用のユーザー用 RDエリア，および
再送電文格納用テーブルのユーザー用 RDエリアとまとめて確保することもできます。

ユーザー用 RDエリアは，次の計算式から算出します。

次に，テーブルの更新タイミング，収納カウンタ情報のレコード数，および 1レコード
当たりの最大サイズの考え方について説明します。

（1） テーブルの更新タイミング

MPNセンタから通知された収納カウンタ情報が収納カウンタ情報格納用テーブルに格納
（INSERT）されるのは，次の場合です。

• 閉局した
• 収納カウンタ情報取得コマンド（hmpncntget）に「-D」オプションを指定して実行
した

このとき，収納カウンタ情報が格納されるタイミングは，通信サーバ for Bankがカウン
タ情報通知を受信してからカウンタ情報応答の送信をする間となります。なお，収納カ
ウンタ情報格納用テーブルに格納されたあと，履歴が更新（UPDATE）されることはあ
りません。

テーブルの種別 テーブル名

収納カウンタ情報格納用テーブル MBMPCNTR

ユーザー用 RDエリア（バイト）＝収納カウンタ情報のレコード数（レコード）× 1レコード当たりの
最大サイズ（バイト）× 1.25
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図 A-2　収納カウンタ情報を取得するタイミング（通信サーバ for Bankの閉局時）

（2） 収納カウンタ情報のレコード数

閉局時にMPNセンタから通知される収納カウンタ情報は，当日分と前日分の 2日分の
情報を含んでいるため，一度に 2レコード記録されます。

次に，収納カウンタ情報のレコード数の計算式を示します。

収納カウンタ情報取得コマンドの実行回数および閉局する回数
• 収納カウンタ情報取得コマンドの実行回数：a
• 閉局する回数：b

収納カウンタ情報のレコード数の計算式

注意
閉局時に収納カウンタ情報の受信処理をする場合は，JAMMOにMPNセンタ管理
情報を申請するときに，サーバ情報の「カウンタ通知要否」項目を「要」にしてく
ださい。また，この場合，通信サーバシステム定義の「ONLINE_SEISA」に
「ON」を指定してください。なお，通信サーバシステム定義については，「4.3　通
信サーバシステム定義」を参照してください。

収納カウンタ情報のレコード数（レコード）＝ a＋（b× 2）（レコード）
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（3） 1レコード当たりの最大サイズ

収納カウンタ情報格納用テーブルの 1レコード当たりの最大サイズは，50バイトです。
ユーザー用 RDエリアのサイズを算出する場合には，1レコード当たりの最大サイズで見
積もる必要があります。

（4） 収納カウンタ情報格納用テーブルのユーザー用 RDエリアの計算式

（2）で算出した値，および（3）の 1レコード当たりの最大サイズを利用して，収納カウ
ンタ情報格納用テーブルのユーザー用 RDエリアを算出します。収納カウンタ情報格納
用テーブルの項目には，可変長項目は含まれません。

次にユーザー用 RDエリアの計算式を示します。

（5） 算出例

ユーザー用 RDエリアの算出例を次に示します。

（例）
毎日 1回閉局処理を実行する。閉局処理を実行する前に，明示的に収納カウンタ情
報取得コマンドを実行して当日の収納カウンタ情報を取得する。収納カウンタ情報
は 90日間保存できるようにする。

この場合のユーザー用 RDエリアの計算式を次に示します。
｛1（回）＋（1× 2）（回）｝× 50（バイト）× 90（日）× 1.25＝ 16,875（バ
イト）

付録 A.3　再送電文を格納するためのユーザー用 RDエリア
の算出方法
再送電文格納用テーブルには，自動再送処理でタイムアウトした電文が格納されます。
これらの電文は，コマンドによる手動再送をするときに，再送の対象となります。再送
の対象となる電文を格納するために，次の再送電文格納用テーブルの格納領域を用意し
ます。

電文再送コマンド（hmpnretry）および複数電文再送コマンド（hmpnretryall）を使用
しないときは，再送電文格納用テーブルは必要ありません。

ユーザー用 RDエリアは次の計算式から算出します。

次に，テーブルの更新タイミング，格納される再送電文の数，および平均電文長の考え

ユーザー用 RDエリア（バイト）＝｛a＋（b× 2）｝× 50× 1.25

ユーザー用 RDエリア（バイト）＝格納される再送電文の数（レコード）×平均電文長（バイト）×
1.25
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方について説明します。

（1） テーブルの更新タイミング

再送電文格納用テーブルに格納される電文には，次の種類があります。これらの電文は，
タイムアウトした時点で再送電文格納用テーブルに格納（INSERT）されます。

•「PAY_RESEND_TIMES」または「CAN_RESEND_TIMES」に 0が指定されている
場合に，最初にタイムアウトした電文

•「PAY_RESEND_TIMES」または「CAN_RESEND_TIMES」に 1以上の値が指定さ
れている場合に，指定した回数だけ自動再送処理してもタイムアウトした電文

また，再送電文格納用テーブルに格納されている情報は，電文再送コマンドまたは複数
電文再送コマンドを実行したときに，情報が更新（UPDATE）されます。更新される情
報は，電文再送コマンドまたは複数電文再送コマンドの実行結果によって異なります。

（2） 格納される再送電文の数

消込サービス，および取消サービスごと，かつプロセスごとに，タイムアウトした電文
が格納されます。このため，消込サービスおよび取消サービスで，それぞれどれくらい
タイムアウトが発生するかによって，格納される再送電文の数が決まります。

次に，格納される再送電文の数の計算式を示します。

各サービスの電文処理数（単位：件）
• 消込サービスが処理する電文の数：a
• 取消サービスが処理する電文の数：b
• タイムアウトする電文の割合：c

格納される再送電文の数の計算式

（3） 平均電文長

再送電文格納用テーブルの 1レコード当たりの最大サイズは，7,198バイトです。ユー
ザー用 RDエリアのサイズを算出する場合には，1レコード当たりの最大サイズで見積も
る必要があります。ただし，再送電文格納用テーブルの項目には，可変長項目である
VARCHAR型が含まれるため，この部分に電文種別ごとの平均値を採用することで，用
意するユーザー用 RDエリアの見積もり量を抑えることができます。

次に，平均電文長の計算式を示します。なお，取消依頼電文および取消応答電文の割合
は無視できるほど小さいため，平均電文長の計算式には含めません。

電文種別ごとの平均値（単位：バイト）
消込依頼電文：d

平均電文長の計算式

格納される再送電文の数（レコード）＝（a＋ b）× c
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（4） 再送電文格納用テーブルのユーザー用 RDエリアの計算式

（2）および（3）で算出した値を利用して，再送電文格納用テーブルのユーザー用 RDエ
リアを算出します。

次にユーザー用 RDエリアの計算式を示します。

（5） 算出例

ユーザー用 RDエリアの算出例を次に示します。

（例）
毎日の収納サービス用に，電文トラフィックが 10万件程度あり，そのうちタイムア
ウトする電文の割合を 0.01とする。電文種別ごとの平均値から算出した平均電文長
は，600バイトである。また，各種再送取引は 7日間保存できるようにする。

この場合のユーザー用 RDエリアの計算式を次に示します。
100,000（件）× 0.01× 600（バイト）× 1.25× 7（日）＝ 5,250,000（バイ
ト）

平均電文長（バイト）＝ d

ユーザー用 RDエリア（バイト）＝（a＋ b）× c× d× 1.25
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付録 B　電文履歴格納用テーブルの設定項目
電文履歴格納用テーブルには，通信サーバ for BankとMPNセンタとの間で送受信した
電文の履歴が格納されます。設定される項目には，MPN電文から取得される項目と，通
信サーバヘッダー部から取得される項目があります。

ここでは，電文履歴格納用テーブルの各項目が，電文のどの部分から取得されるかを説
明します。

付録 B.1　一般収納サービスの電文履歴格納用テーブル
一般収納サービスの場合に，電文履歴格納用テーブルに設定される項目と，その値の取
得元を次の表に示します。値の取得元欄には，取得元となる電文を「部位（#項番）」の
形式で示しています。

（例）
通 _HDR（#18）：通信サーバヘッダー部の項番 18から値を取得する

なお，下線は，電文上に設定がある場合にだけ値を取得することを表しており，太字は，
繰り返しデータの最初の値を取得することを表しています。また，「生成」と記載してい
る項目には，そのレコードが生成された日付および時刻が取得されます。

表 B-1　電文履歴格納用テーブルの設定項目（一般収納サービス）

項目名 値の取得元

照会
依頼時

照会
応答時

消込
依頼時

消込
応答時

取消
依頼時

取消
応答時

STRG_ATTH_INFO 通 _HDR（#6） 通 _HDR（#6） 通 _HDR（#6）

CHNL_PRCS_SRL_N
UM

通 _HDR（#７） 通 _HDR（#７） 通 _HDR（#７）

CHNL_PRCS_DATE 通 _HDR（#8） 通 _HDR（#8） 通 _HDR（#8）

CHNL_PRCS_TM 通 _HDR（#9） 通 _HDR（#9） 通 _HDR（#9）

TLGRM_VERN 通 _HDR（#10） 通 _HDR（#10） 通 _HDR（#10）

TLGRM_KD M_HDR（#1） M_HDR（#1） M_HDR（#1）

TRADE_KD 通 _HDR（#11） 通 _HDR（#11） 通 _HDR（#11）

HIND_CENTR_COD
E

M_HDR（#5） M_HDR（#5） M_HDR（#5）

IND_CENTR_CODE M_HDR（#4） M_HDR（#4） M_HDR（#4）

FIN_INSTIT_CODE M_HDR（#6） M_HDR（#6） M_HDR（#6）

OFFICE_CODE M_HDR（#7） M_HDR（#7） M_HDR（#7）

TERMNL_NUM 通 _HDR（#15） 通 _HDR（#15） 通 _HDR（#15）
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RCPT_ORG_CODE M_HDR（#8） M_HDR（#8） M_HDR（#8）

RCPT_ORG_NAME_
KANA

－ M_DAT
（#21）※ 1

－ M_DAT
（#21）※ 1

－ －

RCPT_ORG_NAME_
KANJI

－ M_DAT
（#22）※ 1

－ M_DAT
（#22）※ 1

－ －

IND_PRCS_DATE M_HDR（#9） M_HDR（#9） M_HDR（#9）

IND_PRCS_TM M_HDR（#10） M_HDR（#10） M_HDR（#10）

IND_PRCS_SRL_NU
M

M_HDR（#11） M_HDR（#11） M_HDR（#11）

ORGN_TRD_IND_PR
CS_SRL_NUM

－ M_HDR（#11）仕向処
理通番

通 _HDR（#12）元取
引仕向処理通番

RCPT_AMNT M_HDR（#15）精査金
額

M_HDR（#15）精査金
額

M_HDR（#15）精査金
額

ORGL_TLGRM_KD_
CODE

M_HDR（#16） M_HDR（#16） M_HDR（#16）

ORGL_RES_CODE M_HDR（#17） M_HDR（#17） M_HDR（#17）

RES_CODE M_HDR（#19） M_HDR（#19） M_HDR（#19）

CLBT_CENTR_RES_
CODE

通 _HDR（#13） 通 _HDR（#13） 通 _HDR（#13）

REV_AGNCY_CODE M_HDR（#20） M_HDR（#20） M_HDR（#20）

CHNL_TYPE M_DAT（#2） M_DAT（#2） M_DAT（#2）

INSIDE_CHNL_TYP
E

通 _HDR（#14） 通 _HDR（#14） 通 _HDR（#14）

PUB_PAY_AMNT_TY
PE

M_DAT（#3） M_DAT（#3） M_DAT（#3）

INPUT_TYPE M_DAT（#4） M_DAT（#4） M_DAT（#4）

RCPT_DAY M_DAT（#32） M_DAT（#32） M_DAT（#32）

PAY_RCV_DAY M_DAT（#14） M_DAT（#14） M_DAT（#14）

CSTMR_NUM_PAY_
NUM

M_DAT（#5）お客様番
号

M_DAT（#5）お客様番
号

M_DAT（#5）お客様番
号

CONF_NUM M_DAT（#6） M_DAT（#6） M_DAT（#6）

PUB_PAY_TYPE M_DAT（#10） M_DAT（#10） M_DAT（#10）

DMND_NUM_DSTG
SH_NUM

M_DAT
（#11）請
求情報内
の請求番
号

M_DAT
（#11）請
求情報内
の請求番
号

M_DAT（#11）請求情
報内の請求番号

M_DAT（#16）取消情
報内の請求番号

項目名 値の取得元

照会
依頼時

照会
応答時

消込
依頼時

消込
応答時

取消
依頼時

取消
応答時
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COMM_BRDN_TYPE M_DAT
（#11）請
求情報内
の手数料
負担区分

M_DATM_DATM_DATM_DAT
（（（（#11#11#11#11）請）請）請）請
求情報内求情報内求情報内求情報内
の手数料の手数料の手数料の手数料
負担区分負担区分負担区分負担区分

M_DAT（#11）請求情
報内の手数料負担区分

M_DAT（#39）手数料
負担区分

PUB_PAY_MTHD M_DAT
（#42）

M_DAT
（#42）

M_DAT（#42） M_DAT（#42）

DMND_AMNT M_DAT
（#11）請
求金額

M_DATM_DATM_DATM_DAT
（（（（#11#11#11#11）請）請）請）請
求金額求金額求金額求金額

M_DAT（#11）請求金
額

M_DAT（#16）請求金
額

DMND_AMNT_PRN
C_AMNT

M_DAT
（#11）請
求金額元
金

M_DATM_DATM_DATM_DAT
（（（（#11#11#11#11）請）請）請）請
求金額元求金額元求金額元求金額元
金金金金

M_DAT（#11）請求金
額元金

M_DAT（#16）請求金
額元金

ARRE M_DAT
（#11）延
滞金

M_DATM_DATM_DATM_DAT
（（（（#11#11#11#11）延）延）延）延
滞金滞金滞金滞金

M_DAT（#11）延滞金 M_DAT（#16）延滞金

CNSM_TAX_AMNT M_DAT
（#11）消
費税額

M_DATM_DATM_DATM_DAT
（（（（#11#11#11#11）消）消）消）消
費税額費税額費税額費税額

M_DAT（#11）消費税
額

M_DAT（#16）消費税
額

NT_IN_COMM － － －

OTHR_STOR_BOND
_AMNT

M_DAT（#17） M_DAT（#17） M_DAT（#17）

STAMP_TAX_AMNT M_DAT（#25） M_DAT（#25） M_DAT（#25）

ERASE_LIMIT M_DAT
（#41）

M_DAT
（#41）

M_DAT（#41） M_DAT（#41）

PAY_BRNCH_CODE 通 _HDR（#16） 通 _HDR（#16） 通 _HDR（#16）

PAY_ACNT_TYPE 通 _HDR（#17） 通 _HDR（#17） 通 _HDR（#17）

PAY_ACNT_NUM 通 _HDR（#18） 通 _HDR（#18） 通 _HDR（#18）

PAY_ACNT_OWNER
_KANA

通 _HDR（#19） 通 _HDR（#19） 通 _HDR（#19）

IB_CONT_PRSN_NU
M

通 _HDR（#20） 通 _HDR（#20） 通 _HDR（#20）

FIN_INSTIT_VOLUN
_INFO

M_DAT（#26） M_DAT（#26） M_DAT（#26）

RCPT_ORG_VOLUN
_INFO

－ － －

TLGRM_HEADER_D
PRT

M_HDR M_HDR M_HDR

項目名 値の取得元

照会
依頼時

照会
応答時

消込
依頼時

消込
応答時

取消
依頼時

取消
応答時
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（凡例）
通 _HDR：通信サーバヘッダー部
M_HDR：MPN電文ヘッダー部
M_BMP：MPN電文ビットマップ部
M_DAT：MPN電文データ部
－：取得対象がない

注※ 1
正常な応答電文でない場合は，ALL SPACEが入ります。

注※ 2
次の値が入ります。
• 送信電文の場合

0：送信成功，または 2：送信失敗
• 受信電文の場合

0：受信成功，または 1：受信失敗（タイムアウト）

付録 B.2　国庫金収納サービスの電文履歴格納用テーブル
国庫金収納サービスの場合に，電文履歴格納用テーブルに設定される項目と，その値の
取得元を次の表に示します。値の取得元欄には，取得元となる電文を「部位（#項番）」
の形式で示しています。

（例）
通 _HDR（#18）：通信サーバヘッダー部の項番 18から値を取得する

なお，下線は，電文上に設定がある場合にだけ値を取得することを表しており，太字は，
繰り返しデータの最初の値を取得することを表しています。また，「生成」と記載してい
る項目には，そのレコードが生成された日付および時刻が取得されます。

TLGRM_BITMAP_D
PRT

M_BMP M_BMP M_BMP

TLGRM_DATA_DPR
T

M_DAT M_DAT M_DAT

TMOUT_FLAG ※ 2 ※ 2 ※ 2

REMARKS － － －

PROD_DAY 生成 生成 生成

PROD_TM 生成 生成 生成

項目名 値の取得元

照会
依頼時

照会
応答時

消込
依頼時

消込
応答時

取消
依頼時

取消
応答時
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表 B-2　電文履歴格納用テーブルの設定項目（国庫金収納サービス）

項目名 DBに設定される項目

照会
依頼時

照会
応答時

消込
依頼時

消込
応答時

取消
依頼時

取消
応答時

STRG_ATTH_INFO 通 _HDR（#6） 通 _HDR（#6） 通 _HDR（#6）

CHNL_PRCS_SRL_N
UM

通 _HDR（#7） 通 _HDR（#7） 通 _HDR（#7）

CHNL_PRCS_DATE 通 _HDR（#8） 通 _HDR（#8） 通 _HDR（#8）

CHNL_PRCS_TM 通 _HDR（#9） 通 _HDR（#9） 通 _HDR（#9）

TLGRM_VERN 通 _HDR（#10） 通 _HDR（#10） 通 _HDR（#10）

TLGRM_KD M_HDR（#1） M_HDR（#1） M_HDR（#1）

TRADE_KD 通 _HDR（#11） 通 _HDR（#11） 通 _HDR（#11）

HIND_CENTR_COD
E

M_HDR（#5） M_HDR（#5） M_HDR（#5）

IND_CENTR_CODE M_HDR（#4） M_HDR（#4） M_HDR（#4）

FIN_INSTIT_CODE M_HDR（#6） M_HDR（#6） M_HDR（#6）

OFFICE_CODE M_HDR（#7） M_HDR（#7） M_HDR（#7）

TERMNL_NUM 通 _HDR（#15） 通 _HDR（#15） 通 _HDR（#15）

RCPT_ORG_CODE M_HDR（#8） M_HDR（#8） M_HDR（#8）

RCPT_ORG_NAME_
KANA

－ M_DAT
（#21）※ 1

－ M_DAT
（#21）※ 1

－

RCPT_ORG_NAME_
KANJI

－ M_DAT
（#22）※ 1

－ M_DAT
（#22）※ 1

－

IND_PRCS_DATE M_HDR（#9） M_HDR（#9） M_HDR（#9）

IND_PRCS_TM M_HDR（#10） M_HDR（#10） M_HDR（#10）

IND_PRCS_SRL_NU
M

M_HDR（#11） M_HDR（#11） M_HDR（#11）

ORGN_TRD_IND_PR
CS_SRL_NUM

－ M_HDR（#11）仕向処
理通番

通 _HDR（#12）元取
引仕向処理通番

RCPT_AMNT M_HDR（#15）精査金
額

M_HDR（#15）精査金
額

M_HDR（#15）精査金
額

ORGL_TLGRM_KD_
CODE

M_HDR（#16） M_HDR（#16） M_HDR（#16）

ORGL_RES_CODE M_HDR（#17） M_HDR（#17） M_HDR（#17）

RES_CODE M_HDR（#19） M_HDR（#19） M_HDR（#19）

CLBT_CENTR_RES_
CODE

通 _HDR（#13） 通 _HDR（#13） 通 _HDR（#13）

REV_AGNCY_CODE M_HDR（#20） M_HDR（#20） M_HDR（#20）
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CHNL_TYPE M_DAT（#2） M_DAT（#2） M_DAT（#2）

INSIDE_CHNL_TYP
E

通 _HDR（#14） 通 _HDR（#14） 通 _HDR（#14）

PUB_PAY_AMNT_TY
PE

M_DAT（#3） M_DAT（#3） M_DAT（#3）

INPUT_TYPE M_DAT（#4） M_DAT（#4） M_DAT（#4）

RCPT_DAY M_DAT（#32） M_DAT（#32） M_DAT（#32）

PAY_RCV_DAY M_DAT（#14） M_DAT（#14） M_DAT（#14）

CSTMR_NUM_PAY_
NUM

M_DAT（#5）お客様番
号

M_DAT（#5）お客様番
号

M_DAT（#5）お客様番
号

CONF_NUM M_DAT（#6） M_DAT（#6） M_DAT（#6）

PUB_PAY_TYPE M_DAT（#10） M_DAT（#10） M_DAT（#10）

DMND_NUM_DSTG
SH_NUM

－ － －

COMM_BRDN_TYPE － － －

PUB_PAY_MTHD M_DAT
（#42）

M_DAT
（#42）

M_DAT（#42） M_DAT（#42）

DMND_AMNT M_DAT
（#43）払
い込み金
額

M_DAT
（#43）払
い込み金
額

M_DAT（#43）払い込
み金額

M_DAT（#45）払い込
み金額

DMND_AMNT_PRN
C_AMNT

M_DAT
（#43）内
元本

M_DAT
（#43）内
元本

M_DAT（#43）内元本 M_DAT（#45）内元本

ARRE M_DAT
（#43）内
延滞金

M_DAT
（#43）内
延滞金

M_DAT（#43）内延滞
金

M_DAT（#45）内延滞
金

CNSM_TAX_AMNT － － －

NT_IN_COMM M_DAT
（#43）内
手数

M_DAT
（#43）内
手数

M_DAT（#43）内手数 M_DAT（#45）内手数
料

OTHR_STOR_BOND
_AMNT

M_DAT（#17） M_DAT（#17） M_DAT（#17）

STAMP_TAX_AMNT M_DAT（#25） M_DAT（#25） M_DAT（#25）

ERASE_LIMIT M_DAT
（#41）

M_DAT
（#41）

M_DAT（#41） M_DAT（#41）

PAY_BRNCH_CODE 通 _HDR（#16） 通 _HDR（#16） 通 _HDR（#16）

PAY_ACNT_TYPE 通 _HDR（#17） 通 _HDR（#17） 通 _HDR（#17）

項目名 DBに設定される項目

照会
依頼時

照会
応答時

消込
依頼時

消込
応答時

取消
依頼時

取消
応答時
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（凡例）
通 _HDR：通信サーバヘッダー部
M_HDR：MPN電文ヘッダー部
M_BMP：MPN電文ビットマップ部
M_DAT：MPN電文データ部
－：履歴対象がない

注※ 1
正常な応答電文でない場合は，ALL SPACEが入ります。

注※ 2
次の値が入ります。
• 送信電文の場合

0：送信成功，または 2：送信失敗
• 受信電文の場合

0：受信成功，または 1：受信失敗（タイムアウト）

付録 B.3　地公体収納サービスの電文履歴格納用テーブル
地公体収納サービスの場合に，電文履歴格納用テーブルに設定される項目と，その値の

PAY_ACNT_NUM 通 _HDR（#18） 通 _HDR（#18） 通 _HDR（#18）

PAY_ACNT_OWNER
_KANA

通 _HDR（#19） 通 _HDR（#19） 通 _HDR（#19）

IB_CONT_PRSN_NU
M

通 _HDR（#20） 通 _HDR（#20） 通 _HDR（#20）

FIN_INSTIT_VOLUN
_INFO

M_DAT（#26） M_DAT（#26） M_DAT（#26）

RCPT_ORG_VOLUN
_INFO

M_DAT
（#46）

M_DAT
（#46）

M_DAT
（#46）

M_DAT
（#46）

M_DAT
（#46）

M_DAT
（#46）

TLGRM_HEADER_D
PRT

M_HDR M_HDR M_HDR

TLGRM_BITMAP_D
PRT

M_BMP M_BMP M_BMP

TLGRM_DATA_DPR
T

M_DAT M_DAT M_DAT

TMOUT_FLAG ※ 2 ※ 2 ※ 2

REMARKS － － －

PROD_DAY 生成 生成 生成

PROD_TM 生成 生成 生成

項目名 DBに設定される項目

照会
依頼時

照会
応答時

消込
依頼時

消込
応答時

取消
依頼時

取消
応答時
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取得元を次の表に示します。値の取得元欄には，取得元となる電文を「部位（#項番）」
の形式で示しています。

（例）
通 _HDR（#18）：通信サーバヘッダー部の項番 18から値を取得する

なお，下線は，電文上に設定がある場合にだけ値を取得することを表しており，太字は，
繰り返しデータの最初の値を取得することを表しています。また，「生成」と記載してい
る項目には，そのレコードが生成された日付および時刻が取得されます。

表 B-3　電文履歴格納用テーブルの設定項目（地公体収納サービス）

項目名 DBに設定される項目

照会
依頼時

照会
応答時

消込
依頼時

消込
応答時

取消
依頼時

取消
応答時

STRG_ATTH_INFO 通 _HDR（#6） 通 _HDR（#6） 通 _HDR（#6）

CHNL_PRCS_SRL_N
UM

通 _HDR（#7） 通 _HDR（#7） 通 _HDR（#7）

CHNL_PRCS_DATE 通 _HDR（#8） 通 _HDR（#8） 通 _HDR（#8）

CHNL_PRCS_TM 通 _HDR（#9） 通 _HDR（#9） 通 _HDR（#9）

TLGRM_VERN 通 _HDR（#10） 通 _HDR（#10） 通 _HDR（#10）

TLGRM_KD M_HDR（#1） M_HDR（#1） M_HDR（#1）

TRADE_KD 通 _HDR（#11） 通 _HDR（#11） 通 _HDR（#11）

HIND_CENTR_COD
E

M_HDR（#5） M_HDR（#5） M_HDR（#5）

IND_CENTR_CODE M_HDR（#4） M_HDR（#4） M_HDR（#4）

FIN_INSTIT_CODE M_HDR（#6） M_HDR（#6） M_HDR（#6）

OFFICE_CODE M_HDR（#7） M_HDR（#7） M_HDR（#7）

TERMNL_NUM 通 _HDR（#15） 通 _HDR（#15） 通 _HDR（#15）

RCPT_ORG_CODE M_HDR（#8） M_HDR（#8） M_HDR（#8）

RCPT_ORG_NAME_
KANA

－ M_DAT
（#21）※ 1

－ M_DAT
（#21）※ 1

－

RCPT_ORG_NAME_
KANJI

－ M_DAT
（#22）※ 1

－ M_DAT
（#22）※ 1

－

IND_PRCS_DATE M_HDR（#9） M_HDR（#9） M_HDR（#9）

IND_PRCS_TM M_HDR（#10） M_HDR（#10） M_HDR（#10）

IND_PRCS_SRL_NU
M

M_HDR（#11） M_HDR（#11） M_HDR（#11）

ORGN_TRD_IND_PR
CS_SRL_NUM

－ M_HDR（#11）仕向処
理通番

通 _HDR（#12）元取
引仕向処理通番
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RCPT_AMNT M_HDR（#15）精査金
額

M_HDR（#15）精査金
額

M_HDR（#15）精査金
額

ORGL_TLGRM_KD_
CODE

M_HDR（#16） M_HDR（#16） M_HDR（#16）

ORGL_RES_CODE M_HDR（#17） M_HDR（#17） M_HDR（#17）

RES_CODE M_HDR（#19） M_HDR（#19） M_HDR（#19）

CLBT_CENTR_RES_
CODE

通 _HDR（#13） 通 _HDR（#13） 通 _HDR（#13）

REV_AGNCY_CODE M_HDR（#20） M_HDR（#20） M_HDR（#20）

CHNL_TYPE M_DAT（#2） M_DAT（#2） M_DAT（#2）

INSIDE_CHNL_TYP
E

通 _HDR（#14） 通 _HDR（#14） 通 _HDR（#14）

PUB_PAY_AMNT_TY
PE

M_DAT（#3） M_DAT（#3） M_DAT（#3）

INPUT_TYPE M_DAT（#4） M_DAT（#4） M_DAT（#4）

RCPT_DAY M_DAT（#32） M_DAT（#32） M_DAT（#32）

PAY_RCV_DAY M_DAT（#14） M_DAT（#14） M_DAT（#14）

CSTMR_NUM_PAY_
NUM

M_DAT（#5）お客様番
号

M_DAT（#5）お客様番
号

M_DAT（#5）お客様番
号

CONF_NUM M_DAT（#6） M_DAT（#6） M_DAT（#6）

PUB_PAY_TYPE M_DAT（#10） M_DAT（#10） M_DAT（#10）

DMND_NUM_DSTG
SH_NUM

M_DAT
（#37）納
付情報内
の識別番
号

M_DAT
（#37）納
付情報内
の識別番
号

M_DAT（#37）納付情
報内の識別番号

M_DAT（#40）取消情
報内の識別番号

COMM_BRDN_TYPE M_DAT
（#37）納
付情報内
の手数料
負担区分

M_DATM_DATM_DATM_DAT
（（（（#37#37#37#37）納）納）納）納
付情報内付情報内付情報内付情報内
の手数料の手数料の手数料の手数料
負担区分負担区分負担区分負担区分

M_DAT（#37）納付情
報内の手数料負担区分

M_DAT（#39）手数料
負担区分

PUB_PAY_MTHD M_DAT
（#42）

M_DAT
（#42）

M_DAT（#42） M_DAT（#42）

DMND_AMNT M_DAT
（#37）納
付合計額

M_DATM_DATM_DATM_DAT
（（（（#37#37#37#37）納）納）納）納
付合計額付合計額付合計額付合計額

M_DAT（#37）納付合
計額

M_DAT（#40）納付合
計額

DMND_AMNT_PRN
C_AMNT

M_DAT
（#37）納
付額

M_DATM_DATM_DATM_DAT
（（（（#37#37#37#37）納）納）納）納
付額付額付額付額

M_DAT（#37）納付額 M_DAT（#40）納付額

項目名 DBに設定される項目

照会
依頼時

照会
応答時

消込
依頼時

消込
応答時

取消
依頼時

取消
応答時
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（凡例）
通 _HDR：通信サーバヘッダー部
M_HDR：MPN電文ヘッダー部
M_BMP：MPN電文ビットマップ部
M_DAT：MPN電文データ部
－：履歴対象がない

ARRE M_DAT
（#37）延
滞金

M_DATM_DATM_DATM_DAT
（（（（#37#37#37#37）延）延）延）延
滞金滞金滞金滞金

M_DAT（#37）延滞金 M_DAT（#40）延滞金

CNSM_TAX_AMNT － － －

NT_IN_COMM － － －

OTHR_STOR_BOND
_AMNT

M_DAT（#17） M_DAT（#17） M_DAT（#17）

STAMP_TAX_AMNT M_DAT（#25） M_DAT（#25） M_DAT（#25）

ERASE_LIMIT M_DAT
（#41）

M_DAT
（#41）

M_DAT（#41） M_DAT（#41）

PAY_BRNCH_CODE 通 _HDR（#16） 通 _HDR（#16） 通 _HDR（#16）

PAY_ACNT_TYPE 通 _HDR（#17） 通 _HDR（#17） 通 _HDR（#17）

PAY_ACNT_NUM 通 _HDR（#18） 通 _HDR（#18） 通 _HDR（#18）

PAY_ACNT_OWNER
_KANA

通 _HDR（#19） 通 _HDR（#19） 通 _HDR（#19）

IB_CONT_PRSN_NU
M

通 _HDR（#20） 通 _HDR（#20） 通 _HDR（#20）

FIN_INSTIT_VOLUN
_INFO

M_DAT（#26） M_DAT（#26） M_DAT（#26）

RCPT_ORG_VOLUN
_INFO

M_DAT
（#38）

M_DAT
（#38）

M_DAT（#38） M_DAT
（#38）

M_DAT
（#38）

TLGRM_HEADER_D
PRT

M_HDR M_HDR M_HDR

TLGRM_BITMAP_D
PRT

M_BMP M_BMP M_BMP

TLGRM_DATA_DPR
T

M_DAT M_DAT M_DAT

TMOUT_FLAG ※ 2 ※ 2 ※ 2

REMARKS － － －

PROD_DAY 生成 生成 生成

PROD_TM 生成 生成 生成

項目名 DBに設定される項目

照会
依頼時

照会
応答時

消込
依頼時

消込
応答時

取消
依頼時

取消
応答時
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注※ 1
正常な応答電文でない場合は ALL SPACEが入ります。

注※ 2
次の値が入ります。
• 送信電文の場合

0：送信成功，または 2：送信失敗
• 受信電文の場合

0：受信成功，または 1：受信失敗（タイムアウト）
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付録 C　通信サーバヘッダー部のフォーマット
通信サーバヘッダー部のフォーマットについて説明します。通信サーバヘッダー部の
フォーマットは，通信サーバ for Bankが金融業務プログラムから受信した場合と，通信
サーバ for Bankが金融業務プログラムに送信した場合でフォーマットが異なります。

（1） 通信サーバ for Bankが金融業務プログラムから受信した場合

通信サーバ for Bankが金融業務プログラムから受信した場合の通信サーバヘッダー部の
フォーマットを次に示します。

表 C-1　通信サーバヘッダー部のフォーマット（金融業務プログラムから受信した場合）

項
番

項目名 データ型 固
定
長 /
可
変
長

データ
長

（単位：
バイト）

属性 内容

1 リターンコード Char型 F 1 数字 通信サーバ for Bank
が発行するリターン
コードです。※ 1

2 電文種別コード Char型 F 4 数字 電文の種別コードで
す。

3 消込期限年月日 Char型 F 8 数字 収納情報を取扱できる
期限です。消込依頼電
文に設定されている場
合に，システム日付と
比較され，システム日
付が消込期限年月日を
過ぎていた場合はエ
ラーとなります。

4 詳細情報 位置コー
ド

Char型 F 2 数字 エラーを機能ごとに分
類したコードです。※
1

5 要因コー
ド

Char型 F 4 数字 エラーの要因を特定す
るコードです。※ 1
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6 紐付け情報 Char型 F 24 － 金融業務プログラムが
独自に設定する項目で
す。7 チャネル処理通番 Char型 F 22 －

8 チャネル処理年月日 Char型 F 8 －

9 チャネル処理時刻 Char型 F 6 －

10 電文バージョン Char型 F 2 －

11 取引種別 Char型 F 4 －

12 元取引仕向処理通番 Char型 F 8 －

13 共同センタレスポンスコード Char型 F 4 －

14 内部チャネル区分 Char型 F 2 －

15 端末番号 Char型 F 4 －

16 店舗コード Char型 F 4 －

17 科目コード Char型 F 3 －

18 口座番号 Char型 F 10 －

19 口座名義人（カナ） Char型 F 48 －

20 契約者 ID Char型 F 30 －

項
番

項目名 データ型 固
定
長 /
可
変
長

データ
長

（単位：
バイト）

属性 内容
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（凡例）
F：固定長
V：可変長
－：該当なし

注※ 1
すべての桁に 0を設定してください。

注※ 2
これらの項目は，通信制御総データ数に設定されている数だけ設定されます。

（2） 通信サーバ for Bankが金融業務プログラムに送信した場合

通信サーバ for Bankが金融業務プログラムに送信した場合の通信サーバヘッダー部の
フォーマットを次に示します。

21 通信制御部 通信制御
部総デー
タ長

Char型 F 4 数字 通信制御総データ数に
設定されているデータ
全体の長さです。0を
設定した場合は，通信
制御部総データ数，
データ名長，データ
名，データ長，および
データを省略できま
す。

22 通信制御
部総デー
タ数

Char型 F 2 数字 データ名長，データ
名，データ長，および
データを一つの単位と
して，その総数を設定
します。

23 データ名
長※ 2

Char型 F 2 数字 データ名の長さです。

24 データ名
※ 2

Char型 V 最大 99 － データの名前です。

25 データ長
※ 2

Char型 F 2 数字 データの長さです。

26 データ※ 2 Char型 V 最大 99 － ユーザー任意のデータ
です。

項
番

項目名 データ型 固
定
長 /
可
変
長

データ
長

（単位：
バイト）

属性 内容
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表 C-2　通信サーバヘッダー部のフォーマット（金融業務プログラムから送信した場合）

項
番

項目名 データ
型

固定
長 /
可変
長

デー
タ長
（単
位：
バイ
ト）

属性 内容

1 リターンコード Char
型

F 1 数字 通信サーバ for Bankが発
行するリターンコードが
設定されます。

2 電文種別コード Char
型

F 4 数字 電文の種別コードが設定
されます。

3 消込期限年月日 Char
型

F 8 数字 収納情報を取扱できる期
限です。

4 詳細情報 位置コー
ド

Char
型

F 2 数字 エラーを機能ごとに分類
したコードです。

5 要因コー
ド

Char
型

F 4 数字 エラーの要因を特定する
コードです。

6 取引種別 Char
型

F 4 － 金融業務プログラムが独
自に設定する項目です。
通信サーバ for Bankが金
融業務プログラムから受
信した電文のデータが，
そのまま設定されます。

7 仕向処理通番 Char
型

F 8 数字 電文の項目と同じ値が設
定されます。

8 仕向センタコード Char
型

F 10 数字

9 オリジナル電文種別コード Char
型

F 4 数字

10 オリジナルレスポンスコード Char
型

F 4 数字

11 レスポンスコード Char
型

F 4 数字

12 共同センタレスポンスコード Char
型

F 4 － 金融業務プログラムが独
自に設定する項目です。
通信サーバ for Bankが金
融業務プログラムから受
信した電文のデータが，
そのまま設定されます。

13 入金日 Char
型

F 8 数字 電文の項目と同じ値が設
定されます。
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（凡例）
F：固定長
V：可変長
－：該当なし

注※
これらの項目は，通信制御総データ数に設定されている数だけ設定されます。

14 通信制御部 通信制御
部総デー
タ長

Char
型

F 4 数字 通信制御総データ数に設
定されているデータ全体
の長さです。0を設定した
場合は，通信制御部総
データ数，データ名長，
データ名，データ長，お
よびデータを省略できま
す。

15 通信制御
部総デー
タ数

Char
型

F 2 数字 データ名長，データ名，
データ長，およびデータ
を一つの単位として，そ
の総数を設定します。

16 データ名
長※

Char
型

F 2 数字 データ名の長さです。

17 データ名
※

Char
型

V 最大
99

－ データの名前です。

18 データ長
※

Char
型

F 2 数字 データの長さです。

19 データ※ Char
型

V 最大
99

－ ユーザーコールバックで
付加するデータです。

項
番

項目名 データ
型

固定
長 /
可変
長

デー
タ長
（単
位：
バイ
ト）

属性 内容
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付録 D　エラー内容の分類
通信サーバヘッダー部の位置コード，および要因コードで分類されるエラーを次に示し
ます。通信サーバヘッダー部の位置コード，および要因コードについては，「付録 C　通
信サーバヘッダー部のフォーマット」を参照してください。

表 D-1　位置コード，および要因コードで分類されるエラー

通信サーバ
ヘッダー部

エラー内容 分類内容

位
置
コ
ー
ド

要因
コー
ド

MPN電
文の送
信前の
論理
チェッ
クエ
ラー

MPN電
文の送信
前に発生
したエ
ラー※ 1

MPN電
文の送信
後のエ
ラー

MPN電
文の送信
が不明な
エラー

－ － 出力エ
リア不
足

19バイト未満 ○ － － －

02 0001 69バイト＋通信サーバヘッ
ダー制御部長未満

○ － － －

02 0002 ○ － － －

05 0003 RPC応答電文受信長未満 － － ○ －

06 0004 トータルサイズ未満 － － ○ －

01 0011 仕向電
文解析

通信サーバヘッダー部解析 ○ － － －

01 0014 電文（ヘッダー部）解析 ○ － － －

01 0016 電文（ビットマップ部）解
析

○ － － －

01 0018 電文（データ部）解析 ○ － － －

02 0019 電文内コード変換処理 ○ － － －

06 － － ○ －

01 0020 データ
チェッ
ク

チェックポリシーによるエ
ラー

○ － － －

01 0021 消込期限年月日エラー ○ － － －

01 0030 日付取
得エ
ラー

仕向電文解析前 － ○ － －

03 仕向電文送信前，または再
送電文送信前

－ ○ － －

02 0101 仕向処
理通番

通番が最大値の超過 ○ － － －

02 0102 そのほかのエラー － ○ － －

02 0103 仕向処理年月日エラー ○ － － －

02 0201 トラン
ザク
ション
番号

使用できるトランザクショ
ン番号なし

○ － － －
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03 0401 取引履
歴 DB
障害

MPN仕向電文送信前 － ○ － －

06 0402 MPN被仕向電文受信後 － － ○ －

06 0403 再送取
引格納
DB障
害

コマンド再送機能用に該当
したテーブルにレコードの
上書きで発生したエラー

－ － ○ －

04 0503 MPN
接続処
理

通信サーバ SPP状態確認エ
ラー

－ － － ○

04 0504 MPN仕向電文送信エラー － － － ○

04 0505 MPN被仕向電文受信エラー
（タイムアウト以外）

－ － － ○

04 0506 MPN被仕向電文受信エラー
（タイムアウト）

－ － － ○

03 0507 MPN仕向電文日跨りチェッ
クエラー

○ － － －

04 0508 再送処理の中断 － － － ○

04 0509 そのほかのエラー － － － ○

05 0510 被仕向
電文解
析

電文（ヘッダー部）解析エ
ラー

－ － ○ －

05 0511 電文（ビットマップ部）解
析エラー

－ － ○ －

05 0512 電文（データ部）解析エ
ラー

－ － ○ －

通信サーバ
ヘッダー部

エラー内容 分類内容

位
置
コ
ー
ド

要因
コー
ド

MPN電
文の送
信前の
論理
チェッ
クエ
ラー

MPN電
文の送信
前に発生
したエ
ラー※ 1

MPN電
文の送信
後のエ
ラー

MPN電
文の送信
が不明な
エラー
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（凡例）
○：分類できる
－：該当なし

注※ 1
論理チェックエラー以外のエラーです。

注※ 2
コールバックの戻り値を設定します。分類を明らかにするため，コールバックから
の戻り値を必ず使い分けてください。 

01 0601 メモリ
確保エ
ラー

仕向電文解析 － ○ － －

02 MPN電文送信前，および
コールバック前

－ ○ － －

MPN電文送信前，および
コールバック後（電文解析）

－ ○ － －

06 MPN電文受信後，および
コールバック前

－ － ○ －

MPN電文受信後，および
コールバック後（電文解析）

－ － ○ －

03 MPN仕向電文送信前 － ○ － －

05 MPN被仕向電文解析 － － ○ －

02 ユー
ザー
任意
※ 2

コール
バック
（MPN
接続
前）

エラーリターン － ○ － －

02 9999 リターンコード不正 － ○ － －

02 9998 リターンデータ解析エラー ○ － － －

06 ユー
ザー
任意
※ 2

コール
バック
（MPN
接続
後）

エラーリターン － － ○ －

06 9999 リターンコード不正 － － ○ －

06 9998 リターンデータ解析エラー － － ○ －

00 0000 エラーなし － － － －

通信サーバ
ヘッダー部

エラー内容 分類内容

位
置
コ
ー
ド

要因
コー
ド

MPN電
文の送
信前の
論理
チェッ
クエ
ラー

MPN電
文の送信
前に発生
したエ
ラー※ 1

MPN電
文の送信
後のエ
ラー

MPN電
文の送信
が不明な
エラー
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なお，これらのエラーの対処方法については，マニュアル「Hitachi Multi Payment 
Network communications serverメッセージ」を参照してください。
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付録 E　用語解説

（英字）

CUP（Client User Program）
OpenTP1の UAPのうち，WSまたは PCから TP1/Clientのライブラリ関数を使って SPPのサー
ビスを要求する，クライアント専用のプログラムです。CUPは，OpenTP1クライアント機能が前
提となります。

SPP（Service Providing Program）
OpenTP1の UAPのうち，ファイルへのアクセスなど，サーバの役割をするプログラムです。SPP
は，クライアント UAPから要求されたサービスを実行するサービス関数と，サービス関数をまとめ
るメイン関数から構成されます。

SUP（Service Using Program）
OpenTP1の UAPのうち，SPPに処理要求をするだけの，クライアント専用のプログラムです。ほ
かの UAPにサービスを提供するための関数は持ちません。

UAP（User Application Program）
ユーザーの業務をプログラムとして作成したものです。アプリケーションプログラムともいいます。

（ア行）

一般収納サービス
民間企業を収納機関の対象とした収納サービスです。

（カ行）

開局
オンライン処理を開始する操作です。開局には，自動開局とコマンドによる手動開局があります。

基幹システム
基幹業務を遂行するために使用するシステムです。金融機関の基幹システムは，利用者の口座を管
理したり，支払いチャネルを制御したりするのに使用されます。収納機関の基幹システムは，顧客
情報を作成したり，管理したりするのに使用されます。

共通ソフトウェア
通信サーバが，伝送制御手順を意識することなく，MPNセンタと通信するためのソフトウェアで
す。金融機関および収納機関は，共通ソフトウェアを経由してMPNセンタと接続します。

金融機関任意情報
通信サーバ for Bankが送受信する電文のデータ部に含まれる項目です。金融機関が任意の情報を設
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定できます。

金融業務プログラム
通信サーバ for Bankと連携して使用する汎用業務プログラムです。金融業務プログラムは，MPN
のサービスを使用するための業務機能および運用機能を提供します。

系
CPU単位で，サーバが稼働するシステムの単位を示します。システムを構成するハードウェアや，
システム上で稼働するプログラムを総称して「系」といいます。

系切り替え
業務処理を実行中のシステム（系）を，待機しているシステム（系）と置き換える機能です。

消込サービス
利用者が料金，税金などを支払ったときに，その収納情報の消込依頼を収納機関に通知し，消込結
果を利用者に返信するサービスです。

現用系
起動時に，最初に業務処理を実行するシステム（系）です。

国庫金収納サービス
官公庁を収納機関の対象とした収納サービスです。

（サ行）

支払いチャネル
金融機関が利用者に向けて，各業務メニューを提供するシステムです。支払いチャネルには，ATM，
PC，電話，窓口などがあります。

収納カウンタ情報
通信サーバ for BankとMPNセンタ間の収納情報の集計値が含まれた情報で，オンライン取引の精
査に利用できます。

収納サービス
金融機関が提供する各種支払いチャネルを使用して，収納機関から請求された料金を支払えるよう
にするサービスです。また，その消込情報は，MPNを通じて，即時に収納機関に通知されます。

照会サービス
利用者から収納情報の照会依頼があったときに，収納機関に収納情報を照会し，収納情報を利用者
に返信するサービスです。

状態表示
通信サーバ for Bankの収納サービスの状態を表示する操作です。

スーパーユーザー
UNIXの最高権限を持つユーザーです。UNIXファイルシステムのすべてのファイルに対してアク
セス権を持ちます。スーパーユーザーの利用者名は rootで固定されています。
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（タ行）

地公体収納サービス
地方公共団体を収納機関の対象とした収納サービスです。

通信サーバヘッダー部
通信サーバ for Bankが送受信する電文のうち，金融業務プログラムとやり取りする電文に追加され
る情報です。

取消サービス
消込済みの収納情報を消込前の状態（料金を支払う前の状態）に戻すサービスです。

（ハ行）

閉局
オンライン処理を終了する操作です。

（ヤ行）

ユーザーコールバック
ユーザー固有の処理をするために，ユーザーが処理をコーディングする部分です。

予備系
起動時に，最初に稼働状態で待機するシステム（系）です。

予備閉局
収納情報の照会サービスを受け付けず，消込サービスおよび取消サービスを受け付ける状態にする
ことです。
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

ソフトウェアマニュアルについて，３種類のサービスをご案内します。ご活用ください。 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しております。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名

称，資料番号のいずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル情報 複数マニュアルを格納したCD-ROMマニュアルを提供しています。ど

の製品に対応したCD-ROMマニュアルがあるか，を参照できます。 

■マニュアルのご購入 日立インターメディックス(株)の｢日立コンピュータ製品マニュア

ルサイト｣からお申し込みできます。 

(詳細は「３．マニュアルのご注文」を参照してください。) 

■Web提供マニュアル一覧 インターネットで参照できるマニュアルの一覧を提供しています。 

(詳細は「２．インターネットからのマニュアル参照」を参照して

ください。) 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットからのマニュアル参照(ソフトウェアサポートサービス) 
ソフトウェアサポートサービスの契約をしていただくと，インターネットでマニュアルを参照できます。 

本サービスの対象となる契約の種別，及び参照できるマニュアルは，マニュアル情報ホームページでご確認

ください。なお，ソフトウェアサポートサービスは，マニュアル参照だけでなく，対象製品に対するご質問

への回答，問題解決支援，バージョン更新版の提供など，お客様のシステムの安定的な稼働のためのサービ

スをご提供しています。まだご契約いただいていない場合は，ぜひご契約いただくことをお勧めします。 

３．マニュアルのご注文 
日立インターメディックス(株)の｢日立コンピュータ製品マニュアルサイト｣からご注文ください。 

①  下記 URL にアクセスして必要事項を入力してください。 

URL  http://www2.himdx.net/manual/privacy.asp?purchase_flag=1 

②  ご注文いただいたマニュアルについて，請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。なお，送料は弊社で負担します。 

④  入金確認後，7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB


